





































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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電子書籍特典　書き下ろし短編『安藤くんと一番のお気に入り』







第一章

【タイトル】





（次こそは
安
 あん
 藤
 どう

 くんと会話してみせるわ！　その
為
 ため

 には私から話しかけるべきよね!?
 　大丈夫、私ならできるわ！　話しかける練習だって、家でバッチリしてきたんだから！）

（……なんだろう？　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがこっちを見てる気がする……。もしかして、朝倉さんは教室でラノベ読む人を毛嫌いするタイプか？）





「ねぇ、安藤くん」

「は、はい！」





（うぉ、話しかけて来たぞ！　美少女がぼっちの俺に話しかけるとは何事だ？　……しかし、焦るな……これはきっと──、

『クラスのぼっちにも声をかける私って本当に優しいわ！』

　という印象を
皆
 みんな

 に与えるための演技に違いない！　でなければ学校一の美少女が、ぼっちの俺に話しかけてくるわけがない……。だから、落ち着いて対応すれば大丈夫だ）





「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんって……いつも何を読んでいるのかしら？」

「…………
 は？」

「へ？」





（やったぁああああ！
 　ついに話しかけれ──って、うぇぇええぇえええええええええええええええ！
 　返事それだけ！　『は？』って、何よ!?
 　さ、最初に話しかけてもらった言葉が『は？』って……そんなのあんまりでしょぉおおおおおおおおおおお！
 ）

（やべぇ……クラスで話しかけられるなんて、数ヶ月ぶりのアクシデントだから、
上
 う
 手
 ま

 く声が出せなくて『はい？』って聞こうとしたら『は？』って答えちゃったよ……。学校一の美少女に、ぼっちの俺が『は？』って返事するとかマズすぎだろ！）





（（き、気まずい……））





（い、今のは『学校一の美少女』の私に話しかけられて焦っちゃったのよね……？　じゃないと作品名を聞いて『あ、それ私も読んだことあるわ！』からのラノベ仲間アピールができないじゃない！）

（これは作品名を答えていいのか……あれ？　もし答えるとしても、俺はこのタイトルを
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんに言うのか？　ちょっと、このタイトルは口にするのに勇気がいるなぁ……）





「……て」

「っ!?
 」





（キタキタキターッ！　『て』？　『て』ってことは始まりは『
転
 てん
 生
 せい

 ～』よね？　よし！　『な●う』の転生モノなら私結構な量を読んでいるから何でも来いよ！　『スライム』？　『剣』？　それとも『貴族』かしら？　ウフフ……さぁ、何でも来なさい！）





「『転生したら悪役令嬢だった件』」

「…………
 」





（まさかの『悪役令嬢モノ』ぉおおおおおおおおお!?

 　しかも、私読んでないわよ！

　え……安藤くんって『悪役令嬢モノ』も読むの？　ま、まって！　私の専門は『異世界転生俺ＴＵＥＥＥ』だけで『悪役令嬢』は勉強不足なのよ……）





「あ、あぅ～、えっと──」

「なんか……ゴメン」





（はい、ほらミスったぁああああああああああああああああああああ！
 　これ盛大に自爆してんじゃん！　空気死んだよね!?
 　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの顔見てよ！　何か盛大に『まったく想像してないタイトルが来ちゃった……』みたいな顔してるからね!?


　ああ、分かってたよ。朝倉さんが『な●う』の作品に詳しくないってね！　でも、この前『
八
 はち
 男
 なん
 転
 てん
 生
 せい

 』読んでたから、もしかしたらいけるかも……？　って、思ったんだよ！

　はい、決めた！　俺もう朝倉さんの前で『ラノベ』の話はしないもんね！）





（（このままだと空気が重すぎる……何か話さないと！））





「「あ、あの──」」





　キーンコーンカーンコ[image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 ン♪





（（お、終わった…………
 ））
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【トイレ】





（つ、次こそ！　次こそは……
安
 あん
 藤
 どう

 くんとお話ししてみせるんだから！

　──って、ちょっとまって！　何かこれって、私が安藤くんに恋してる
乙女
 おとめ

 みたいじゃないかしら？　べ、別に、彼とはラノベの話がしたいだけで……だ、男女の仲的な意味でどうこうなりたいって訳じゃないんだから!?


　そうよ！　むしろ、私は隠れラノベオタクだとしても『学校一の美少女』よ！

　本来なら、向こうが話しかけて来るべきなのよ！

　だからこそ……今回は彼の方から、私に話しかけさせてやるんだから！

　フフフ、計画はこうよ──、





『ねぇ、安藤くん。前の休み時間に言ってた『
転
 てん
 生
 せい

 したら悪役令嬢だった件』って小説は面白いのかしら？』

『う、うん！　絶対に面白いよ！』

『あら、そうなのね。ウフフ♪』

『うん……』





（あ、あれ……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、話題を振って来てくれたのに反応それだけ……？）

（さて、そろそろ安藤くんがじれる頃ね♪）

（本当はもっと、朝倉さんとラノベのお話がしたいよ……。よし！　だったら、こっちから話しかけるぞ！）





『あ、朝倉さんも……ライトノベル読むの？』

『ええ、ウフフ……実はそうなのよ♪』





　──よし、勝利の方程式は決まったわ！）









　キーンコーンカーンコーン～♪





（休み時間になったわ。行くわよ！）





「ねぇ、安藤くん」

「……え、何？　朝倉さん」





（うぉ！　何だ？　また
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが話しかけてきたぞ……）

（よし、今度はちゃんと返事してくれたわね！　じゃあ、仕掛けるわよ！）





「さ、さっきの休み時間に言っていた小説だけど……『
転
 てん
 生
 せい

 したら悪役令嬢だった件』って、面白いのかしら？」

「え……面白いよ」

「あら、そうなのね。ウフフ♪」

「うん……」





（今日は朝倉さんがやけに話しかけてくるよな……。あれか？　ぼっちの俺を気遣って話しかけてくれているのかな？）

（さて、そろそろ
安
 あん
 藤
 どう

 くんがじれる頃かしら……？）

（だとしたら、俺みたいなぼっち相手に朝倉さんの貴重な時間を
割
 さ

 かせるのも申し訳ないし……うん、ここはあまり話さないようにしよう！）

（……あ、あれ!?
 　私が話題を振ってあげたのに反応無し……なの？　
嘘
 うそ

 でしょ!?


　ちょっと、待ちなさいよ！　まさか本当にこれで会話終了!?
 　私は
貴方
 あなた

 と、ライトノベルのお話がしたいんだから、もう少し会話を続けるとかしなさいよね！　こ、こうなったら……もう一度だけ、私が話しかけ──って、違ぁあああう！

　安藤くんから話しかけさせるのに、何で私がまた話しかけなきゃいけないのよぉおおおおおおおおおおお！
 ）

（……
何
 な
 故
 ぜ

 か、朝倉さんが超こっち見てくるんだけど……。え、もしかして今のって、会話続けなきゃダメだった？　でも、俺って朝倉さんに振れるような話題なんて持ってないよ？　ラノベ関係はさっき盛大に自爆したし……それ以外に何か話題なんて──あ！）





「こ、この前さ……」

「──ッ!?

 」





（キタァアアアアア！
 　ついに、安藤くんが私に話しかけてくれたわ！　それで何？　この前何があったの!?
 ）





「モックバーガーで個室のトイレに入ったんだよ」

「…………？
 」





（うん？　トイ……レ？）





「そこで個室のドアを誰かにノックされたんだけど、あれって扉が閉まってるんだから中に人が入っているの分かるよね？　なのにノックをするってことは『早く出ろ』って意味じゃん？　でも、そんなのこっちだって好きで長くトイレにいるわけじゃないし……むしろ、
急
 せ

 かされると逆に時間かかるわけで、結局は意味無いどころか逆効果なんだよ……。

　つまり、俺はトイレのドアをノックする
奴
 やつ

 は『自己中』だと思うんだ！」

「…………
 」





（え、何この話……）

（あ、あれ？　この反応……もしかして、俺──）





「へ、へぇ……」

「う、うん……」





（やっちまったぁああああああああああ！
 　何で俺は学校一の美少女を相手に『トイレ』の話なんか振っているんだあああ！　俺、アホじゃないのぉおおおおおお!?

 ）

（もの
凄
 すご

 い分かるぅうう──っ！
 　
安
 あん
 藤
 どう

 くん……でもね？

　なんで、最初に振る話題が『トイレ』なの!?
 　
貴方
 あなた

 って言ったら『ライトノベル』でしょ！　ラノベの話題振ってきなさいよ!?
 　何が悲しくて、私は気になる男の子から『トイレ』の話なんか聞き出さなきゃいけないの！

　これじゃ、共感できても……話題を膨らませられないでしょぉおおおおおおお！
 ）





　キーンコーンカーンコ～ン♪





（終わった……）

（で、でも……今回は安藤くんと会話できたわ……ウフフ♪）





【
挨
 あい
 拶
 さつ

 】





（はぁ……昨日は結局トイレの話だけで、
安
 あん
 藤
 どう

 くんとラノベの話ができなかったわね。でも、今日こそはライトノベルの話をしてみせるんだから！

　でも、安藤くんってクラスでいつも一人だし、どういう風に話しかければいいのか悩むのよね……。まったく、一体どうすれば私に振り向いてくれるの──、

　って……ねぇ、これおかしくない!?
 　私は『学校一の美少女』って言われているのに、何でその私がぼっちの彼に『恋』してるみたいになるの！

　べ、別に……この気持ちは『恋』なんて恥ずかしいものじゃないんだから！

　そもそも、私はこんなにも悩んでいると言うのに、肝心の彼は私の存在なんか教室にいる『生徒Ａ』くらいにしか思ってないのよ！　フン！　こうなったら、ぶっきらぼうな挨拶でもして、私の『怒り』をアピールをしてやるんだから！）





「ウフフ、
皆
 みんな

 。おはよう♪」

「あ！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんだ！」「朝倉さん、おはよう！」「おはよー、朝倉さん！」





（まずはいつも通り、教室の皆に挨拶をするわ。そして、彼だけにぶっきらぼうな挨拶をすれば、皆との挨拶の違いで私が彼に対して怒っているって気付くはずよ！）





「安藤くん、オ・ハ・ヨ」





（どう、言ってやったわよ！）

（何か今日の朝倉さんはメチャクチャ不機嫌だな……。もしかして、便秘かな？）





「あ、うん……おはよう？」

「ふ、フン！」





（そして、
何
 な
 故
 ぜ

 かそっぽ向かれてしまった……。やっぱり機嫌が悪いみたいだし、今日もなるべく朝倉さんとは話さないようにしよう）

（あ、安藤くんが挨拶を返してくれたわ！　と、とりあえず、顔を見られないようにそっぽを向いたけど……うぅぅ──っ！
 　ついつい、顔がにやけちゃうのよぉおおおおおお！
 ）

（うわぁ、今度は急にニヤニヤしてるよ。朝倉さんって美人なのに変な人だよなぁ……）





「エヘ、エヘヘェ～♪」





第二章

【モデル】





「今日の美術は二人一組になって互いの顔をデッサンしてもらうぞ！

　じゃあ、さっそくだがペアを組んで始めてくれ」

「「「はーい」」」

「…………
 」





（はいキタァーッ！
 　ぼっちにとって最大の恐怖『じゃあ、ペア組んでー』はい、先生！　ペアを組んでくれる人がいない『ぼっち』はどうすればいいですかぁーっ！


　突然ですが、ここでクイズです♪　このクラスの生徒の人数は三十人。さて、二人一組のペアを組むと、どうなるでしょう？　はい！　答えは俺一人が余るでした～♪

　……うん、おかしいね？　このクラスは偶数なのに……なんで俺が余るんだよ！

　そ・れ・は？　こういう時に
何
 な
 故
 ぜ

 か三人組を作り出すリア充のせいだよ！　そのせいで、俺はいつも先生とペアを──）





「あ、あの……
安
 あん
 藤
 どう

 くん！」

「ん？　あれ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。どうしたの？」

「そ、その……よ、良かったら！　いいい、一緒にペアを組まないかしら？」

「…………
 ホワイ？」





（うえぇえええええええええええ！
 　何で『学校一の美少女』の朝倉さんが『ぼっち』の俺なんかとペアを組もうとしているんだ!?
 ）

（よよよ、よーし！　ついに安藤くんをペアに誘ったわよ！　今まで私はペアで毎回ぼっちになって先生とペアを組む彼を眺めるだけだったけど……今日の私は違うわ！）





「あ、朝倉さん。マジで俺なんかとペアを組んでくれるの……？」

「だ、だから、そう言っているじゃない！　別に、安藤くんが一人で、かわいそうだから……って、意味で声をかけたわけじゃないんだから！　か、勘違いしないでよね!?
 」





（──って、私のバカァアアアアアアア！
 　恥ずかしくて何を口走っているのよ!?
 　こんなの『ラノベのツンデレヒロインが言いそうなテンプレなセリフ』じゃない！

　これじゃあ、まるで私が安藤くんを……すす『好き』みたいでしょぉおおお！）





「あうぅ、これはその……」

「…………
 」





（何だこの『ラノベのツンデレヒロインが言いそうなテンプレなセリフ』は……。こんなベタベタのテンプレを『学校一の美少女』の
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが言うか？　……ありえないな。

　すると、これは……朝倉さんが『ぼっち』の俺を哀れんでペアを組んでくれただけではないだろうか？　うん！　きっと、そうに違いない！

　なんか、いつも隣の席でニヤニヤしたり、ジタバタしたり百面相の激しい変な『残念美少女』とか思っていたけど、本当はただの良い人だったんだな！）





「じゃあ……俺でよければお願いします」

「ふへ？　そ、そう……？」





（やったわ！　誘い方を失敗したと思ったけど、普通に受け入れられたわ！　フフン♪　やっぱり、私の魅力には
安
 あん
 藤
 どう

 くんもイチコロってことよね？　
流石
 さすが

 は私ね！）





「そ、そう……なら早速、デッサンを始めるわよ！」

「うん、朝倉さん！」





（しかし、デッサンか……俺、人物画って苦手なんだよな。
萌
 も

 え絵なら描けるんだけど……『学校一の美少女』の朝倉さんを萌え絵なんかで描いた日には、学校中の生徒の怒りを買って俺の学校生活が終わりかねない……やっぱり、ここは普通に描くしかないかな？）

（あ、あれ？　どうしましょう……あ、安藤くんをデッサンすると……
何
 な
 故
 ぜ

 か、女性向けラノベに出てくる王子様の挿絵みたいになるんだけど！　どど、どうして……安藤くんが、こんなにカッコいい絵になっちゃうのよぉおおおおおおおおお！


　ちょっと！　ちゃんと自分の目に映っている安藤くんを描きなさいよね!?
 　ほら、良く見て！　彼そんなにイケメンじゃないでしょう？　彼なんてただの『ぼっち』よ！

　な、なのに……何でそんな彼をデッサンすると、こんなにカッコよく見えちゃうのよぉぉおおおおおおおおおおおお！
 ）

（うぉ！　やべぇ、朝倉さんの目が少しハミ出ちゃった……てか、これ何の絵だ？

　ぐ、グレ●リン？　アカン……何故、俺は『学校一の美少女』を描いているはずなのに、目の前の絵にはグレ●リンが出現しているのだろう？

　それはね……♪　俺の絵が萌え絵以外だと
壊
 かい
 滅
 めつ

 的にド
下
 へ
 手
 た

 だからです！）

（し、仕方ないわね……もう描いちゃったし、ここは背景に
薔
 ば
 薇
 ら

 とか描いて開き直っちゃいましょう！　そして『あら、すこし私の芸術センスが火を噴いてしまったわね……』とか言えば
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 せるわよ！）

（し、仕方ない……ここは描いちゃったし、開き直ってグレ●リンでいいか……？　そして、グレ●リン感を誤魔化すために、
可愛
 かわい

 いリボンを描いて……はい！　可愛いリボンを着けた『グレ●リン』の完成だぜ！）





「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん……どう？　もう、描けたかしら？」

「うん、俺はバッチリだよ！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんも完成したの？」

「ええ、実は私もちょうど完成したところなのよ♪」





（同じタイミングで完成するなんて……ウフフ、私
達
 たち

 のペアの相性ベストマッチだわ♪）





「じゃあ『いっせーの』で見せ合いましょうか？」

「うん、そうだね！」





「「いっせーの！」」

[image: ]






【
滑
 かつ
 舌
 ぜつ

 】





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、ごめんなさい！」

「もういいわよ……。似顔絵で殴ったのは私が悪いわけだし……それはそれは、グレ●リンみたいな顔だったわよねぇ～？」

「いや、朝倉さん……それは、違くてね？」





（た、確かに、あの時の
形
 ぎよう
 相
 そう

 はマジもんのグレ●リンみたいだったけど……しかし、このまま朝倉さんの機嫌が直らないと、俺が学校中の男子に殺されかねない！）





「そうだ！　確か朝倉さんってラノベよく読んでいるよね？」

「うぇえ！　
安
 あん
 藤
 どう

 くん……き、気付いてたの？」

「うん、実は休み時間にスマホで『な●う』の小説を読んでるのを見かけて……ゴメン」

「う、ううん！　全然いいのよ！　そ、それで？」

「えっと、朝倉さんがよければなんだけど、今回のお
詫
 わ

 びとして……今日の放課後、何か好きなラノベをプレゼントさせてもらえないかな？」

「ふぇ……？
 」

「や、やっぱりダメだよね！　俺みたいな
奴
 やつ

 が朝倉さんの貴重な時間をもらうなんて──」





（やばい、俺ってば『ぼっち』の癖に、何ナンパみたいなことしてんだよ！　こんなのお詫びって称して、ただデートに誘っているみたいじゃないか！　よし、さっさと謝って。お詫びに財布の中身を全部渡して、この件は手打ちにしてもらおう……）

（デートのお誘い……キタァ──ッ!?

 　ここ、これって、デートよね!?
 ）





「そ、そないなこと……ないにゃ！　ひょ、ひょろこんで！」





（──って、こんなタイミングで何で
噛
 か

 んじゃうのよぉおおおおおお！
 ）





「こ、コホン……よ、にょろこんで！」

「あ、はい……」





（朝倉さんって、しょっちゅう噛むよな……滑舌悪いのかな？）

（だから、何で噛んじゃうのよぉおおおおおお！
 ）





【デート？】





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、
先
 ま

 ずはラノベのコーナーを見ようと思うんだけどいいかな？」

「う、うん……私はかまわないわよ」





（放課後に
安
 あん
 藤
 どう

 くんと二人で本屋さんに来れるなんて……夢みたいだわ！

　これが、俗にいう『デート』ってやつなのよね？　ヤダヤダ……深く考えちゃったら、顔が赤くなって、まともに彼の顔が見れないわ！　キャァー！
 ）

（朝倉さん、ずっとそっぽを向いたままだな。やっぱり、まだ怒っているのかな？　まぁ、仕方ないか……。
何
 な
 故
 ぜ

 か『グレ●リン事件』の後、怒った朝倉さんに無駄にイケメンな俺の似顔絵で『安藤くんのブァアアカァアアアアアアアアア！
 』って、思いっきり頭をブン殴られたもんな。まぁ、これは俺がしでかした事件のお
詫
 わ

 びであって、決して『デート』じゃない！　だ、大丈夫……ぼっちはこれを『デート』なんて勘違いはしない！）

（そもそも、安藤くんが『好きなラノベを言え……どんなタイトルでも一つだけ買い与えよう』とか、シェ●ロンみたいなことを言うから、すっかり忘れていたけど……彼が私のラノベ好きに気付いていたと知った時は、

『な●う読んでたの、いつから気付いてたのよぉおおおお
 ──!?
 』

　──って、思いっきり心の中で叫んだわよ！　何？　つまり、今まで私がラノベ好きなのを知っていた上で、この『学校一の美少女』で同じ趣味を持つ私をトコトン無視していたの？　もう、鬼畜過ぎるでしょぉおおおお！
 ）

（しかし、今回は事情があるから朝倉さんと一緒にいるけど……いくら百面相する残念美少女だとしても、一応は『学校一の美少女』なわけで……校内ヒエラルキーの底辺にいる『ぼっち』の俺が気安く話せるような存在じゃないんだよなぁ……。

　よし、さっさとラノベをプレゼントして、明日からは身の程をわきまえて……あまり、関わらないようにしよう！　じゃないと『ぼっち』でコミュ障の俺なんか、
直
 す

 ぐに変な勘違いしちゃうからな！）





「朝倉さんは、どのラノベが欲しいとかあるの？」

「そ、そうね！　どれにしようかしら～？」





（よし！　この買い物を機会にして、明日からは安藤くんともっと仲良くなるわよ！）

（よし！　この買い物を終わらせて、明日からは朝倉さんとなるべく関わらないぞ！）





【気持ち】





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、何か買おうと思っているラノベや、気になっているタイトルってある？」

「うーん、そうね……。まだ発売してないけど、書籍化の決まった『異世界チート
詐欺師
 ペテン師

 』は買おうと思っているわよ？　気になっているのは……今はないわね。

　ねぇ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんは今どんなラノベを読んでいるの？」





（ムフフ……どうせなら、この機会に安藤くんの好きなラノベを聞いて、それを買ってもらいましょう！　それなら、読み終わった後に学校で自然とラノベの感想とか言い合えるわよね？　もう、私ったら天才でしょ！　ムキャァ～♪）





「俺？　俺が今読んでいるのは──これかな」

「どれどれ……って『
強
 ごう
 欲
 よく

 の聖女』？　これ、確か女主人公のなろう小説よね？」

「うん、女主人公モノだけど結構面白いよ！

　何の欲も持たなかったせいで長生きできずに死んだ主人公が、世界から争いが絶えないのを悲観し魔王に
転
 てん
 生
 せい

 するんだ。そして、今度の人生こそは世の中から争いを無くすために、自分が世界の全てを手に入れて強引に世界中の人を幸せにするって話なんだよ」

「へー、あらすじを聞くと意外と面白そうね……。ねぇ！　他には無いの？」

「うぇ!?
 　え、えっと……」

「…………？
 」





（あれ？　安藤くん急に、うろたえてどうしたのかしら？）

（ぐぁああああああ！
 　ヤ、ヤバイ……不意打ちで、朝倉さんの太陽みたいな笑顔を直視してしまった！　俺みたいな異性と関わりの少ない『ぼっち』は美少女に優しくされることへの耐性が無いから『学校一の美少女の笑顔』なんて直視したら……うっかり、
惚
 ほ

 れちゃいそうになるんだよ！　もしも、そんなことになってみろ……『学校一の美少女』が俺みたいな『ぼっち』に振り向いてくれると思うか？

　うん、そうだね……ありえない！

　たとえ、朝倉さんがどんなに魅力的な『美少女』でも……『ぼっち』は屈しないぞ！）





「う、うん……そうだね。あとはこれも最近読んだんだけど面白いよ」

「へー、そうなのね。どんなの？」





（ふぅ……なんとか『な●う』の累計ランキングを思い出すことで平静を取り戻したぞ）

（あれ？　
安
 あん
 藤
 どう

 くんの様子が戻ったわ。さっきの
間
 ま

 はなんだったのかしら？）





「えーと『悪役令嬢は敵国の王子を調教する』何これ……エッチぃ本じゃないの……？」

「この状況でエロノベル紹介するとか、俺そこまでハート強くないからね!?
 」

「そ、そうよね？　でも、タイトルが……」

「まぁ、タイトルが紛らわしいのは認めるけど……でも、ちゃんと一般向けだから安心していいよ。って言うか、もしそんなラノベを
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんに勧めたりなんかしたら……俺、明日から学校に行ける自信ないし……」

「まぁ、そうよね……」

「これは
乙女
 おとめ

 ゲーの世界に悪役令嬢として
転
 てん
 生
 せい

 した主人公が、バッドエンドを回避するために敵国の悪い王子をムチで更生させてハッピーエンドを目指すラブコメ作品なんだよ」

「本当に一般向けのラノベなのよね!?
 」





（でも、な●うって結構きわどいシーンも多いし……私、安藤くんなら、そんなラノベ勧められても……な、なんてね!?
 　じょ、冗談よ？）





「でも、これもあらすじを読むと面白そうね……。ねぇ、安藤くんってこういう女性向けのラノベも読むみたいだけど……その、恥ずかしくはないの？」

「……え、恥ずかしいって？」

「ほら、学校ってこういうライトノベルとか読むの恥ずかしいって空気あるじゃない？　普通のラノベでさえそうなのに、安藤くんが学校で読んでいるラノベの中にはこれみたいに表紙が思いっきり女性向けだったり、中には少女漫画みたいな画風のもあるでしょう？　だから、そういうラノベを他の人に見られるのは恥ずかしくないのかな……ってね？」





（それは私が前々から気になっていたこと……むしろ、最初に安藤くんを気にするようになったきっかけ。私は自分がラノベオタクであると言うことが恥ずかしくて、学校ではラノベ趣味を隠している。だけど、彼は初めて見た時から教室で『妹はお兄ちゃんと結婚します！』ってタイトルのラノベを透明なビニールカバーをつけて読んでた。

　その時、私はそれを見て
雷
 かみなり

 に打たれたような衝撃を受けたわ。

『どうして別のカバーを付けないの!?
 　そもそも、そのタイトルのラノベを教室で読んで恥ずかしくないの!?
 』

　そうも思ったけど……同時に私はどうして彼が、そんな堂々と教室でラノベを読めるのか知りたいと思った。だって、それは私には決してできないことだから──）

（朝倉さんの質問は一見冷やかしのようにも思える……だけど、彼女はそういう意味でこの質問をしたんじゃない。だって、そんなの目を見れば分かる。彼女は女性向けラノベを読む俺をあざ笑うような腐ったリア充の目をしてはいない。むしろ……そんな俺を羨ましそうにさえ思っているような……。だからこそ、これは真剣に答えなきゃいけないんだ）





「──ない。恥ずかしいなんて、俺は思わないよ」

「…………
 」





（言い切った……）





「それは、どうして？」

「そうだね……例えば、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん『
八
 はち
 男
 なん
 転
 てん
 生
 せい

 』読んでたよね。あれ面白かった？」

「え、ええ」

「じゃあ、もし知らない人が『八男転生なんて、つまらねーよ』とか言ったらどう思う？」

「ぶっ殺すわ」

「……………
 」





（『どう思う？』って質問なのに『どうする』のか答えたよ……）





「あはは……でも、俺も同じだね」

「え？」

「俺も知らない
奴
 やつ

 が、俺の好きなラノベを笑うなら『ふざけんな！』って思う。だって、そいつらはそのラノベがどんなに面白いかを分かっていないんだよ？　俺はラノベが好きだ。だから、面白いラノベを書く人は『すげぇえ！』って、思うしそれを読んでいることを『恥ずかしい』だなんて思わない」

「…………
 」





（『恥ずかしい』だなんて……）





「だってさ、そのラノベが面白いってことは読んでいる自分が一番よく知っていることなんだから、それを『恥ずかしい』だなんて思ったら、そのラノベを作ってくれた人
達
 たち

 に失礼じゃんか？　だから、俺は堂々とラノベを読むよ。胸を張って『俺の読んでいるラノベはこんなにも面白いんだ！　恥ずかしいものなんかじゃないんだ！』ってね？」

「……そっか、そうよね」





（私はなんて恥ずかしいのかしら。
安
 あん
 藤
 どう

 くんの言う通り。私はいままで自分のプライドを守るためにラノベ好きなのを隠してきた……。そして、自分のちっぽけなプライドを優先させて、ラノベが好きなのを言い出せなくて……。なのに、それを棚に上げて『なんで彼は気づいてくれないの？』とか『話しかけてよ！』だなんて──、

　私はなんて、自分勝手なのかしら……）





「あっ！　も、もちろん！　これは俺の勝手な自己満足だし、別にラノベ好きなのを隠すのを否定してるわけじゃないよ!?
 　だって、俺と
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんじゃ立場も人気も違うわけだし……ほら、俺は『ぼっち』だから人からどう思われても関係ないというか──」

「安藤くん、いいのよ」

「え……？」

「決めたわ。私も隠さない！　
貴方
 あなた

 だけには私の本当の気持ちを言うわ！」





（そう、私も安藤くんにはっきりと『ラノベが好きだ』と言うことを伝える！　彼と同じ立場になるために……ちゃんと自分から堂々と胸を張って『ライトノベルが好きだ！』ってことを伝えるのよ！　大丈夫……言える。この言葉だけはいつも言おうとして、毎晩寝る前に明日こそは言おうと練習していたのだから……。

『私も、安藤くんと同じでライトノベルが大好きなの！』

　──よし！）





「安藤くん」

「あ、はい」





（いい、言うわよ……。ほほ、本当に……言うんだからね!?
 ）

（何だ何だ！　また急にガン付けられ始めたけど、俺は何を言われるんだ!?
 ）





「私、安藤くんが大好きなの！」





「…………
 へ？」

「…………
 ん？」





（（今……なんて言った？））
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【素数】





「……私は何か飲み物を取ってくるから……
安
 あん
 藤
 どう

 くんはここにいてくれるかしら？」

「う、うん……」





（──って、何で『ぼっち』の俺が『学校一の美少女』に告白されてるんだ!?
 ）





「そもそも、
何
 な
 故
 ぜ

 俺は
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの家にいるのだろう……？」





（待て待て待て、落ち着け俺……そうだ！　こういう時は素数を数えよう。

　一、二、三……素数ってなんだっけ？　──って、そうじゃなぁ──い！

　朝倉さんが台所へ向かっているうちに、一体何が起きたのかを思い出すんだ！





『朝倉さんは、どのラノベが欲しいとかあるの？』

『私、安藤くんが大好きなの！』





　結論、朝倉さんにラノベをプレゼントしようとしたら、告白された。

　うん、改めて状況を思い出しても意味不明だな……まぁ、あの後に
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんも、





『……ふぇ！　わ、わわわ、私ったら何を──まって！　違うのよ！　いい、今のは言葉が足りなかったと言うか練習不足で……いやぁああああああああ！
 』

『あ、朝倉さん……つまり、今のは言い間違いなんだよね？　だ、大丈夫！　おおお、俺はぼっちだからこんなことで変に勘違いなんてしないよ？　だ、大体あの朝倉さんがぼっちの俺を好きなんてありえないもんね！　じゃ、じゃあ！　俺は先に帰るから──』

『ちょッ──
 ちょっとお待ちになりなさい！』

『は、はい！』

『あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん……今から私の家に来なさい。大丈夫、私の家はここの近くなのよ。だから……そこでお話ししましょうか？』





　──って、感じで朝倉さんの家に
拉
 ら
 致
 ち

 られて、部屋に案内されたんだよな……。

　え、俺マジで告白されたの……？）





【ミッションとりんごジュース】





「ぎょぁああああああああ！
 　私のバカバカバカバカ！　何で、何であんなことを言っちゃったのよぉ……。しかも、その後パニックになって安藤くんを家に呼んじゃったわ！」





（幸いママは外に出ているみたいだけど、安藤くんはまだ私の部屋にいるのよね。飲み物を取ってくるって理由で部屋を出たから、早く戻らないと！

　でも、私ったら何であんな言い間違いを……いや、何となくだけど理由は分かるわ……。

　あの時、私が言おうとした言葉は──





『私も、安藤くんと同じでライトノベルが大好きなの！』





　だった。でも、当時の私は極度の緊張状態で、その言葉が──





『私（も）、安藤くん（と同じでライトノベル）が大好きなの！』





　このように（ ）内の言葉が抜け落ちてしまったのよ！

　そう！　ただ緊張して早く言おうとした結果、超偶然的にその部分だけの言葉が抜け落ちただけであって……けけけ、決し──て！　私の本音が口に出たなんてことは絶対にありえないわ！　だって、私は
安
 あん
 藤
 どう

 くんのことなんか……す、好きじゃないわよ!?


　そうよ！　むしろ、彼が私に
惚
 ほ

 れるべきでしょう？　そりゃ別に、ラノベが好きなことは……隠さないって決めたけどぉ～？　でも、安藤くんが好きとかは関係ないし……そもそも、私は彼に惚れてなどいないのよ！）





「よし、考えはまとまったわ！」





（まずこれから行うミッションは三つよ！


①安藤くんに本屋での発言は言い間違いだと力ずくでも分からせる。

②誤解を解いた後に彼へ私がラノベ好きであることを告白する。

③私は絶対に彼に惚れてなどいない！



　よし、完璧ね。ああ、そうだわ！　飲み物取ってくるって言ったんだから、何か持っていかないと変よね？　うーん、安藤くんは牛乳とか嫌いじゃないかしら？　でも、苦手って可能性もあるわよね……。じゃあ、ドリアンジュースに！　うぅ……これって結構クセが強いから他のがいいかしら？　なら！　ドクダミジュース？　だけど、これも独特の風味があるし、安藤くんの口に合わなかったら……だって！　せっかく、彼が私の家に来てくれたのよ!?
 　ちゃんと、おもてなしをしたいじゃない！　べ、別に、安藤くんが何を飲もうが私はどうでもいいわよ！　だ、だって私は彼のことなんて、全っ──然！　意識していないんだからね!?
 　そうよ！　だから、彼のジュースなんて……うぅ～あぁああ、もう！　この１００％天然しぼりの甘さスッキリりんごジュースで十分だわ！）





「でも……どうして、私は安藤くんを家に呼んじゃったのかしら？」





（うーん、あの時の会話を思い出してみても──、





『……ふぇ！　わ、わわわ、私ったら何を──まって！　違うのよ！　いい、今のは言葉が足りなかったと言うか練習不足で……いやぁああああああああ！
 』

『あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……つまり、今のは言い間違いなんだよね？　だ、大丈夫！　おおお、俺はぼっちだからこんなことで変に勘違いなんてしないよ？　だ、大体あの朝倉さんがぼっちの俺を好きなんてありえないもんね！　じゃ、じゃあ！　俺は先に帰るから──』





　あぁ、思い出したわ！　そうよ、そう、
何
 な
 故
 ぜ

 かあの時の──





『あの
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがぼっちの俺を好きなんてありえないもんね！』





　あの言葉！　あれが
無
 む
 性
 しよう

 に腹が立ったのよ！

　まったく……今思い返せば『あの朝倉さん』って誰よ！　私はアニメに出てくる『生徒Ａ』じゃないの！　きっと、そういう言葉に無意識で怒っちゃったんだわ！）





「そうと決まれば、
安
 あん
 藤
 どう

 くんも待たせちゃってるし早くジュースを持って戻らないと！」





（安藤くん、覚悟しなさい！　私は
貴方
 あなた

 のことなんか……す、好きじゃないんだからね！）





「このりんごジュース……安藤くんの口に合うかしら？　ウフフ♪」





【ぼっち三原則】





「「…………
 」」





（（き、気まずい……））





「安藤くん、ジュース飲まないの？」

「え、ああ！　いただきます！」

「ど、どう？」

「へ……？」

「じゅ、ジュースよ！　
美
 お
 味
 い

 しい……？」

「う、うん……美味しいです」





（うわぁー、緊張しすぎてジュースの味とかわかんねぇ……）

（よ、良かったわ……。どうやら、安藤くんの口に合ったみたいね♪）





「ところで、安藤くん。本屋での……わ、私の言ったことだけど！」

「はい！」





（やっぱり、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが俺を家に連れてきたのはその話をするためだよな……）





「あれは……その、違うの！」

「うん！　大丈夫！　分かってる！　俺ちゃんと分かっているよ！　あれは朝倉さんの言い間違いで、本心なんかじゃ決してないんだよね？」

「ち、違う！　って……あ、アレ？」

「ん？　え、へ……？」





（あ、アレ？　私なんで今の
安
 あん
 藤
 どう

 くんの言葉を否定しているのよ！　これじゃあ、本当に私が彼を……すすす、好きみたいじゃない!?
 ）

（う、
嘘
 うそ

 だろ！　もしかして、あの朝倉さんがマジで俺を!?
 ）





「あ、安藤くん！　い、今のは……違うの！」

「ち、違う？」

「そう『違う』のよ……い、いいかしら!?
 」

「えっと……それはさっきの言葉が？　それとも本屋での──」

「と・に・か・く『違う』の！　もう、これくらい分かりなさいよね!?
 　とりあえず、さっきの言葉も本屋でのことも全部『違う』のよ！」





（そう！　私が安藤くんに
惚
 ほ

 れているなんて『違う』の！　そ、そんなの……ありえないんだからぁああああああああああ！
 ）

（わ・か・ら・な・いいぃ──っ！
 　いやまて……こういう時こそ、冷静になってぼっち三原則を思い出すんだ。





《ぼっち三原則》


①『声をかけられても、振り返らない』



　振り向けば人違いで恥ずかしい思いをする。ぼっちに声をかける
奴
 やつ

 などいないのだ。






②『異性と話す時は、なるべく心を開かない』



　ぼっちは惚れやすい。どうせ、告白しても振られる。なら、最初から希望を持つな。






③『話しかけてくる人がいても、自分に好意があると勘違いしない』



　利用価値があるから話しかけているんだ。ぼっちの俺に好意を持つはずがない。





　よし、以上三点を踏まえてもう一度、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんのことを考えてみよう……。

　──なるほど、真実が見えたぞ！

　多分、本屋での朝倉さんの言葉は俺の聞き間違いに違いない。

　きっと、異性に
惚
 ほ

 れやすいぼっちの脳が勝手に、朝倉さんの言葉を都合のいいように解釈してしまったのだろう。

　だから、朝倉さんはあれほど俺に『違う』って連呼していたのか。そうか、そうか……あの『違う』ってセリフは俺の解釈が違うと言うことだったのか。

　でも、だとしたら……あの時、朝倉さんは何て言っていたのだろう？

　うーん、思い返せば朝倉さんはなにかと俺に話しかけてくる。でも、それはきっと恋愛感情なんてものではなく、何かしらの『利益』が俺と話すことによって生まれるからなのではないだろうか？　では、俺と話すことで生まれる『利益』とは何だ……？

　俺と朝倉さんの共通点──『ラノベ』か!?


　そうだ！　つまり、朝倉さんは俺と『ラノベ』の話がしたかったから、あんなに俺に話しかけてきたんだよ！　だとすれば、あの時に朝倉さんが言った言葉は──





『私、
安
 あん
 藤
 どう

 くんが大好きなの！』





　ではなく！





『私（も）、安藤くん（と同じでライトノベル）が大好きなの！』





　──に、違いない！　きっと、俺のぼっちの脳が無意識に『（ ）』内の言葉を聞き逃してしまったのだろう……。ふぅ、危ない危ない。危うく朝倉さんがガチで俺を好きなのかと身の丈に合わない勘違いをするところだったぜ……。

　しかし、無意識とはいえ、朝倉さんの言葉をここまで自分の都合が良いように勘違いするなんて……気付かないうちに惚れていたのか？　まぁ、無理もないか。だって、朝倉さんは『学校一の美少女』だ。最近はアレ？　朝倉さんってもしかしたら、残念系美少女なんじゃね？　とも思っていたが、本当に残念だったのは俺の頭だったってことだ……）





「安藤くん？　安藤くん！」

「うわぁああ！　あ、朝倉さん？」

「『うわぁあ！』じゃないわよ！　急に黙り込んじゃったけど……どうしたの？」





（もしかして、りんごジュースが口に合わなかったとか!?
 ）

（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが心配そうに、俺を上目遣いで見ている……。や、ヤバイ！　改めて自分が
惚
 ほ

 れているって自覚したら、より彼女がメチャクチャ
可愛
 かわい

 く見えてきた……）





「な、何でもないよ!?
 　それより、俺分かったよ！　本屋さんでの朝倉さんの言葉はあれだよね？　その俺じゃなくて、ラノベが好きだって言いたかったんだよね!?
 」

「え……そ、そうなのよ！」





（
嘘
 うそ

 ！　
安
 あん
 藤
 どう

 くん、何であの言葉が言い間違いだって気付いたの!?
 ）

（おっしゃ！　よかったぁああ～。やっぱり、俺の聞き間違いじゃん！）





「そ、その……あの時の言葉とか、さっきのは全部違うの！」

「うん、うん！」

「で、でも……私、ライトノベルは好きだわ」





（や、やっと、言えた……）

（ああ、やっぱりそれで合ってたか……。安心したぁ～）





「朝倉さん、大丈夫だよ。俺は分かってるから！」

「安藤くん……はっ！　べ、別に──私は最初からそういう意味で言っていたわよ？　あれは、安藤くんが勝手に勘違いしただけなんだからね!?
 」

「まさに、そのとおりです！　勝手に勘違いしてすみませんでした！」





（これで、一件落着だな。てか、今頃気付いたけど、ここって朝倉さんの部屋なんだよな？　初めて入った女の子の部屋が学校一の美少女の部屋とか……これなんてラノベ？）





「……女の子の部屋って初めて入ったけど、本棚があるんだね」

「ひゃっ！　だ、ダメ！　ジロジロ見ないで！」





（そういえば勢いで私の部屋に案内したんだわ！　は、恥ずかしい……）

（女の子の部屋って、可愛いぬいぐるみとかあって良い香りがするって思っていたけど、朝倉さんの部屋は本棚があるだけで、しかもその中身はラノベオンリーだし……本の
匂
 にお

 いしかしないから、まるで俺の部屋にいる気分だなぁ……）





「でも、こうして本棚のラノベ見ると、面白いくらい異世界チートものしかないんだね」

「うぎゃぁああああ！
 　は、恥ずかしいから……そんなに本棚の中見ないでぇ～！」

「え、恥ずかしいの？」

「恥ずかしくなかったら、今までラノベ好きなの隠していないわよ！」





（ヤバイ……恥ずかしがる
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんって、メッチャ
可愛
 かわい

 い……）

（うぅ～、ラノベがあるせいで、今までクラスメイトを部屋に入れたことなんて……一回もないんだからね！）





「ただいま～♪」





「「え」」





（この声は……誰か朝倉さんの家に帰ってきた!?
 ）

（今の声は……もも、もしかして──）





「あ、朝倉さん！　この声って……」

「ヤバイわ……ママが帰ってきちゃったみたい」





（ママが留守の間に、知らない男の子を家にあげてるとかアウトでしょぉおおおおおお！
 ）

（朝倉さんのお母さんだって!?
 　ちょ！　もうドアを開けようとしてるぅうう！）





「ねぇ、玄関に靴があったけど誰かお
友
 とも
 達
 だち

 でも来ているの……あら？」

「「あ」」

「あら、あらあらあら～♪　ねぇ、この子はだぁーれ？」

「と、友達の……
安
 あん
 藤
 どう

 くんよ」

「あら、あらあらあらあら……ウフフ♪」

「ちょ、その笑いは何よママ!?
 　言いたいことがあるなら言ってよね！」

「ウフフ……♪」

「こ、こんにちは！　あ、安藤です！」

「どうも、この子の母です。ウチの子がお世話になってるみたいね～、ウフフ♪」

「いえいえ、そんな……」





（こ、この人が……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんのお母さん？　メッチャ
綺
 き
 麗
 れい

 じゃん！　大学生くらいにしか見えないぞ!?
 　お姉さんって言われてもおかしくないほど若いし！　そ、それに……朝倉さんのお母さんの『胸』！　超でけぇええ！　何これ!?
 　Ｅ!?
 　いや、Ｆか!?
 ）





「あらあら……娘が私のいない間に男の子を部屋に連れ込んでいるなんて……」

「マ、ママ！　これは……違うのよ！」

「ウフフ～、これなら孫の顔を見る日も近そうね……♪」

「孫ぉ!?
 」

「んなぁ……っ！
 　ちょっと、ママ！　一体何を言っているのよ！　だ、大体……そんなのまだ全然早いわよ！」

「え……あ、朝倉さん？」

「何よ？　
安
 あん
 藤
 どう

 くん……」





（私、何か変なこと言ったかしら？）





「あらあらあら～『まだ』ってことは……予定はあるのかしら？　ウフフ～♪」

「──ッ!?

 　ち、ちが……ぅ、これはそういう意味じゃなくて！」

「あらあら～、ウフフ♪」

「…………
 」





（間違いない……。このお母さんは『Ｅ』とか『Ｆ』というよりも……『Ｓ』だな）





「ほら、安藤くんも何か言って！」

「俺!?
 　何かって……あ！　恥ずかしがる朝倉さんって、メッチャ
可愛
 かわい

 いよね……？」

「……こ、こんな時に何を言ってるのよぉぉおおおおおおおおおお!!

 」

「あらあら……ウフフ♪」





【一人の休み時間】





「今日、
朝
 あさ
 倉
 くら

 は
風
 か
 邪
 ぜ

 で欠席だ」





「朝倉さん風邪だって」「そうなのー？」

「マジやばくない？」「かわいそう」「心配どすなぁ……」





（朝倉さん、風邪引いたのか……。朝倉さんは人気者だから、男子はガッカリしてるし、女子も
皆
 みんな

 が心配してるな。男子だけでなく女子からも人気だなんて、朝倉さんは
凄
 すご

 いや。もしこれが俺なら、きっと誰も俺のことを気には
留
 と

 めないだろうからなぁ……）





「今日は静かだ……」





（俺が『ぼっち』なのはいつものことだけど、隣に彼女がいないだけで……何で俺は『
寂
 さび

 しい』と思っているのだろう？　今までこんなことはなかった。しかし、それを『寂しい』と感じてしまうほど、俺はこの『休み時間』を気に入っていたのだろうか……）





「──っと、言うわけで、朝倉の家を知っている
奴
 やつ

 はプリントを届けてやれ」





「はい！　俺、行きます！」「アホ！　抜け駆けさせるか！　俺、俺が行きます！」

「俺だ俺だ俺だ俺だぁあああああああ！
 」「ウェーイ！」「僕も！　僕も行きます！」





「まぁ、誰でもいいんだが……
因
 ちな

 みにお前ら、朝倉の住所は当然知っているんだよな？」






「「「「「
 知りません！」」」」」






「却下だよ……。おーい？　誰か他に、朝倉の家を知っている奴はいないか……？」





（……だから、だろうか？）





「あ、えーと……先生、俺が届けます」





（──『彼女に会いたい』そう思った俺は……気づいたら、その手を上げていた）





【夢】





『そ、その……あの時の言葉とか、さっきのは全部違うのよ！』

『うん……』

『で、でも……私、ライトノベルは好きだわ』

『うん！』





「……また、この夢だわ」





（今のは夢だけど……この内容は夢じゃないのよね！　だって、私は
安
 あん
 藤
 どう

 くんにラノベが好きだって気持ちを伝えられたんだから！　その際、勢いに乗って余計なことまで伝えてしまった気もするけど……思いを告げた今となっては、どうでもいいことよね!?
 　だって……明日からは、安藤くんと好きなだけラノベの話ができるんだから！

　──って、はずだったのに……）





「何で、
風
 か
 邪
 ぜ

 なんか引いちゃったのよぉおおおおおおおおおおおおお！
 」





（でも、ずっと寝てたから熱は下がったわ！　この調子なら明日は学校に行けるわよね？

　そしたら、明日こそ安藤くんと──）





「起きてる～？　具合はどうかしら？」





（ママだわ！　冷えペタ買って来てくれたのかしら？）





「うん、大丈夫。寝てたら熱は下がったみたい」

「あらあら、そう？　じゃあ、これで明日は安藤くんに会えるわね？　ウフフ～♪」

「んにゃ!?
 　な、何でそこで安藤くんが出てくるのよ！」

「あらあら～、そんな
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 さなくても……ウフフ、ママは分かっているんだからね♪」

「ななな、何も分かってないわよ!?
 　やめてよね！　べ、別に……安藤くんはただの友達であって！　と、特別な感情とかは無いんだからね！」

「あらあら～、ウフフ♪」

「ママ、何よ……？」

「ママは別に、お友達に会えるから良かったわね？　って、意味で言ったのだけど……それが何で『特別な感情うんぬん』の話になるのかしらね～？」

「ふにゃ！　そ、それは……」

「あらあらあら……」

「う、うるしゃーい！　か、
風
 か
 邪
 ぜ

 がうつるからママは出てってよね！」

「ママは大丈夫よ～♪　でも、お
友
 とも
 達
 だち

 がお見舞いに来たら……ウフフ♪　そんな風に怒鳴っちゃうと、本当にうつるかもしれないわよ？」

「大丈夫よ。今時、風邪くらいでお見舞いとか誰も来ないわよ……」

「あらあら～？　最近の子はそうなのねー。あ！　でも、
安
 あん
 藤
 どう

 くんがお見舞いに来てくれたら、
嬉
 うれ

 しいんじゃないのかしら？」

「って……だから、何でそこで安藤くんが出てくるのよ！」

「あらあら～♪　だって、ママが知っているお友達は安藤くんだけですもの～？　でも、本当に安藤くんがお見舞いに来たら嬉しいでしょう？」

「う……ま、まぁあ？　それが、安藤くんかどうかは別として！　誰だとしても心配してお見舞いに来てくれるなら……嬉しいに決まっているでしょう？」

「あらあら、あらあら～♪」

「もう、いいでしょ！」

「はいはい、じゃあママは出て行きますよ～♪」

「はぁ……やっと、出て行ったわね」





（もう、何が『安藤くんがお見舞いに来たら』よ。彼が私のお見舞いに来るわけ──）





「そう言う訳だから～。安藤くん、入って大丈夫よ♪」

「は？」





（今、何て──）





「あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……こんにちは」

「………………
 。もしかして、これも夢？」





【自覚】





（
安
 あん
 藤
 どう

 くんが私の部屋にいる。いや、何で？　夢かしら……）





「ひゃぁっ！
 」

「あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……？」





（朝倉さん、固まったと思ったら、奇声を上げたけど……やっぱり体調が悪いのかな？）

（ダメだわ……ほっぺをつねったけど痛い。痛いってことは──現実？　え、現実!?
 ）





「ななな、何でもないわ！　ただ……いきなり、安藤くんが現れてビックリしただけよ！　それより、何で安藤くんがいるの!?
 」

「え、ああ、そうだよね。いきなり来てごめん……。実は学校のプリントを届けるついでに、お見舞いに来たんだ」

「ふぇ……安藤くんが私のお見舞いに？」

「う、うん」





（やっぱり、部屋に上がるのはまずかったのかな？　でも、朝倉さんのお母さんが──、

『ついでだから、あの子に会ってくれるかしら？　その方があの子も喜ぶわ。ウフフ～♪』って、言うから上がったけど……）





「そういえば……朝倉さんのパジャマ、ピンクのクマさん柄って意外と
可愛
 かわい

 らしいね？」

「へ？　──って、みぎゃぁああああああ！
 　わわ、私ったらパジャマ姿のまま……ッ!?



　いやあぁああああ！
 　あ、安藤くん……見ないでぇ！」

「あ、朝倉さん!?
 」





（朝倉さん、今更パジャマ姿なのに気付いてベッドの中にもぐっちゃったよ……。別に、そこまで恥ずかしがらなくてもいいんじゃないかな……？　だって、見ているのなんて俺だけだよ？）

（ヤダヤダヤダ！　私ったら、安藤くんになんて姿を……せめて、見られたのが別の
友
 とも
 達
 だち

 ならそこまで恥ずかしくないけど……でも、よりにもよって安藤くんだけはダメよ！　だって、安藤くんの前でだけは、私はいつもどおりの『完璧美少女』でいたいんだから！

　──って、何で安藤くんにだけそう思っているのよ!?
 　べ、別にこれは……

　そう！　唯一のラノベ仲間である安藤くんにガッカリされて、ラノベの話ができなくなるのが嫌なだけなんだからね！）

（お、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの顔だけベッドから出てきた……まるで、亀みたいだな）





「そ、その……取り乱してごめんなさい」

「う、うん」

「今日は来てくれて……ありがとう」

「朝倉さんは体調大丈夫なの？」

「ええ、この様子なら明日は学校に行けそうだわ」

「そうか。なら、良かった。実は今日、これを朝倉さんに渡そうと思って……」

「え、これは──ラノベ？　それに二冊も……」

「この前、書店で朝倉さんにラノベをプレゼントするって言ったでしょ？　でも、あの後いろいろあって、結局うやむやになってたから……」

「うぅ……そ、それはゴメンなさい……」





（そ、そうだったわ……。あの時、私が変なことを言って、あまつさえ自分の家に招いたせいで、
安
 あん
 藤
 どう

 くんからラノベをプレゼントしてもらえなかったのよね……って、え？）





「まさか、これは……」

「うん、その時に朝倉さんへ買えなかったプレゼントだよ。あの時、朝倉さん俺が好きなラノベを読みたいって言ったから……好きなラノベを選んで持って来たんだ」

「あ、安藤くん……」





（ヒャッホォオオオオオ
 ──イィイッ！　安藤くんってば、あの約束を覚えてくれてたのね！　しかも、二冊くれるなんて！）

（一つは無難に朝倉さんの好きそうな異世界モノにしたけど、朝倉さんが
既
 すで

 に読んでいる可能性もあったから、予備として異世界モノじゃないのも選んだんだよね）





「ま、まぁ……ありがたく受け取ってあげるわ！」

「うん、そうしてくれると、俺も
嬉
 うれ

 しいよ」

「一体、どんなラノベかしら？　えーと……『異世界はガラパゴスとともに』？」

「うん！」





（おっ！　この反応は朝倉さん、読んだこと無いみたいだな！）





「これは『な●う』の異世界転移モノでも特にオススメの作品だよ！

　主人公は『ガラケーを異世界でも使える能力』を持って異世界転移するんだけど、その異世界では文明がポケベルで止まっていてね。せっかくの能力も異世界にガラケーが無ければ宝の持ち腐れ……そこで、
一
 いち
 念
 ねん
 発
 ほつ
 起
 き

 した主人公が異世界でガラケーを開発しようと産業革命を起こす物語なんだよ！」

「なるほど……知識チートを使って俺スゲー系の作品ね。実に私好みの作品だわ！　それと、もう一つは……『君のカルビを
舐
 な

 めたい』？　え、これ一般文芸じゃないの？」

「そう！　それは『な●う』では珍しく一般文芸で出ている『な●う』作品なんだよ！」

「
嘘
 うそ

 ！　『な●う』の作品で一般文芸で出てるのがあるなんて、私初めて知ったわよ！」

「これは『ぼっちの男子高生』が『学校一の美少女』に恋をする話なんだけど──」

「え……」





（『ぼっちの男子高生』？　『学校一の美少女』？　なんかその設定、今の私
達
 たち

 に似てないかしら？　なら……『主人公がヒロインに
惚
 ほ

 れている』って部分も──ッ!?



　ももも、もしかして、
安
 あん
 藤
 どう

 くん！　私達と似ている設定の小説を渡すことで、さりげなく私にアプローチしているつもりなの!?
 　まさか……いや、でも！

　そ、それしか……。どど、どうしましょう！　私、今彼に求婚されているのね!?
 ）





「あわわ……」

「でもね。実はその美少女の正体はバンパイアで、主人公は──」





（いや～、この小説は最近読んだ中でも特にお気に入りの作品だったんだよね！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんも俺が好きな作品を読んでみたいって言ってたし、
是
 ぜ
 非
 ひ

 一度読んでもらって感想とかを言い合いたい！　それにしても、この小説の設定
何
 ど
 処
 こ

 かで読んだ気もするんだよな……。

　何だっけ？）





「あ、あああ……ありがとう」

「うん！」

「あ、ありがたく受け取っておくわ！」





（どうしよう……これって返事をした方がいいのかしら？　でも、もし違ったらこの前の本屋さんでの二の舞に──とりあえず、無難な返事をしましょう！）





「安藤くん、今日はお見舞いに来てくれて本当にありがとう……。実は
風
 か
 邪
 ぜ

 で落ち込んでたから、少しさみしかったのよ……。でも、
安
 あん
 藤
 どう

 くんが来てくれて元気がでたわ！」

「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……」





（そうだ……。朝倉さんは
風
 か
 邪
 ぜ

 を引いていたんだ。なのに、俺は彼女の心配よりも……）





「朝倉さん、ごめんなさい！　じ、実は俺……朝倉さんを心配してお見舞いに来たって言うのは
嘘
 うそ

 だったんだ！」

「え!?
 　ど、どう言うこと……？」

「朝倉さん『心配してお見舞いに来てくれたら誰でも
嬉
 うれ

 しい』って、言ってたよね？」

「え、ええ……」

「俺、本当は別の目的があって、朝倉さんの所に来たんだ……」

「別の……目的？　あ、このプレゼントのラノベを渡しに来たのよね!?
 」

「ゴメン……違うんだ」





（え……じゃあ、まさか！

『朝倉さんのお母さんに会って、もう一度、あの巨乳を見たかったんだ！』

　とか、言わないわよね!?
 　そんなこと言われたら……私、泣いちゃうわよ!?
 ）





「じゃあ、何が目的だったの？」

「…………
 」





（言え！　朝倉さんに、ちゃんと言って謝罪するんだ俺！　じゃないと、風邪で寝ていた朝倉さんに失礼じゃないか！）





「ほ、本当は……」

「どうせ、安藤くんも巨乳が──」





（やっぱり、これは夢──）





「俺がただ、朝倉さんに会いたかっただけなんだ！」

「──って、ほぇ？」





（何ですって……？　ただ、『私に会いたかった』だけ──）





「ほ、本当にゴメン！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんは病気なのに、俺は自分のことしか考えてなくて！

　あ、朝倉さんも
風
 か
 邪
 ぜ

 で寝ているのに迷惑だよね……？」

「……ひゃぃ？」





（ほ、ほえぇえええええええ！
 　ちょちょ、ちょっと待って!?
 　まってまてまてまて！　ウソ!?
 　な、何これ！　胸の奥が温かくなって……き、気持ちがあふれ出して止まらない!?
 　あぁ、もうダメ！　今の言葉のせいで──、

　ニヤついちゃうのよぉおおおおおおおおおおおおお！
 ）





「み……見ないで！」

「あっ……」





（朝倉さん、ベッドの中に
潜
 もぐ

 り込んじゃった……。まぁ、そうだよな。親切でお見舞いに来てくれていると思った相手が、実は『ただ会いたかった』なんて理由で来て、寝ているのを起こされたんだ……普通は怒るよね）





「ぅぅ～……
 」

「朝倉さん、ゴメンね？　今日はこれで帰るから……」





（あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん！　帰っちゃった……）





「…………
 」





（……本当は分かっていた。でも『それ』を認めるのが怖くて……。だから、私はその気持ちに気づかないようプライドと言う名の
蓋
 ふた

 をして見ないふりをした。

　だけど、その蓋は彼の言葉で完全に粉砕されてしまった……。一度、その気持ちに気づいてしまったら、もう
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 せない。

　私のちっぽけなプライドなんて、あふれ出るこの気持ちの前では無力で──、

　ついに、私はその気持ちを自覚してしまった……）





「どうしよう……私、安藤くんに恋してるわ」





第三章

【図書室】





「こんにちは、
安
 あん
 藤
 どう

 くん。今日も図書室に来たの……？」

「こんちはー。そういう委員長も、昼休みは図書室にいるよね」

「わたしは図書委員だからいいのよ。でも、
貴方
 あなた

 は図書委員じゃないでしょう？」

「だって、お昼休みって暇だし……」

「なら、
友
 とも
 達
 だち

 と話すなり遊べば良いと思うけど……？」

「ねぇ……俺が『ぼっち』だって知ってる？」

「それは、当然でしょう？」

「なら、
何
 な
 故
 ぜ

 言ったし……」

「クラス委員長として、貴方がクラスに
馴
 な
 染
 じ

 めるように、アドバイスをしているのよ」

「よけいなお世話だし……」





（ふぅ、委員長は相変わらずお節介だな。見た目は三つ編みメガネで
真面目
 まじめ

 で優しそうなのに、中身は結構辛辣だよ。別にタイプじゃないけど……委員長は俺と一緒で、お昼休みはいつも図書室にいるから、よく話すんだよな）





「それで、委員長は何の本を読んでいるの？」

「この前に発売した、
爆
 ばく
 撃
 げき
 文
 ぶん
 庫
 こ

 の『
老
 ろう
 女
 じよ
 戦
 せん
 記
 き

 』よ」

「あぁー、あの結構本格的に戦争してる戦記モノだよね？　委員長って、そういうハードな小説や古風なの好きだよね」

「そうね。わたしはラノベよりも、一般文芸やライト文芸を中心に読むけど……安藤くんは逆に、ファンタジーものとかライトノベルらしいのが好きよね？」

「まぁ、比較的いろいろ読むけど……最近は『な●う』系が多いからな」

「『な●う』系ね……。わたしはあまり読まないジャンルだわ。でも、最近話題になっている『君のカルビを
舐
 な

 めたい』は気になってるわよ」

「ああ、あれね！　あれはかなり良い作品だからオススメだよ」

「そうなの……？　じゃあ、安藤くんがオススメするなら買ってみようかしら？」





（安藤くんって、クラスでいつも一人だから暗いイメージだけど、話してみると意外とそうでもないのよね。でも、異性としてはタイプじゃないわね。だって、わたしの好みのタイプは『レット・バトラー』みたいな男性だもの。

　まぁ、でも……こうして、昼休みに本の話をする相手としては『あり』……かしら？）





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、いつもオススメの本を教えてくれてありがとう。多分、その優しさをクラスの子
達
 たち

 にも向けてあげれば、
友
 とも
 達
 だち

 もできるんじゃないのかしら？」

「いやいや……委員長こそ、いつもよけいなお世話をありがとう。その無駄なお節介を直せば、良い彼氏の一人もできると思うよ？」

「フフフ……」

「アハハ……」





（（……この野郎！））













「………………
 」





（安藤くん。その女ぁ……。誰ぇ、かしら？）
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【ポンコツ学園カースト】





「じぃー……
 」

「…………
 」





（な、何かしら……？　さっきから、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがわたしを凝視してくるんだけど……）

（全く……予想外だったわ！　ま、まさか──、私以外で
安
 あん
 藤
 どう

 くんに『仲の良い女の子』がいたなんてね！）

（わたし……何かしたかしら？　もしも、学年カーストトップにいる朝倉さんを敵に回すようなことなんてしてたら……女子の中でわたしの居場所なくなりかねないわよ!?
 ）





「委員長……。少し、二人で話せるかしら？」

「え、朝倉さん!?
 　え、ええ……わたしでよければ……」





（ヒィイイ！　朝倉さんからの呼び出し!?
 　今まで委員長キャラというポジションで、平穏に過ごしてきたわたしの学校生活が……まさかの突然のピンチ!?
 ）





「な、何かしら？　朝倉さん」

「その……い、委員長は！　安藤くんとは仲がいいのかしら？」

「え？　安藤くん……？　いや、別にそんな仲良くはないわよ」





（な……『仲良くない』ですって!?
 　あれで仲良くないなんて、ウソでしょう!?


　委員長はあそこまで安藤くんと親しげに話しておいて……仲良くない？　だけど、昨日の図書室で見た二人はどう見ても仲良さそうだったじゃないのよ！）

（え？　朝倉さんは何で、急に安藤くんのことなんか聞いたのかしら？　別に、わたしとあの男は図書室で少し話すだけで、そこまで親しい関係ではないし……『
友
 とも
 達
 だち

 』と言うよりは『クラスメイト』の方があってるわよね……？）





「……委員長、
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 したって無駄よ？　だって、私は見たんだから！　委員長が図書室で安藤くんと仲良く談笑しているのをね！」

「へ？」





（図書室って……昨日の？　ああ、あの会話の様子を見てたのね。でも、それを何で朝倉さんが気にして──）

（あの時、私は見たのよ！　
安
 あん
 藤
 どう

 くんと親しげに笑い合う委員長の『笑顔』を！　つまり、
貴方
 あなた

 は安藤くんに『恋』しているに違いないわ！）

（え？　も、もしかして……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんって、安藤くんのことを──っ!?



　はぁぁああああ!?

 　あ、ありえないでしょ！　それって、どんな『美女と野獣』ならぬ『美女とぼっち』よ！　……へ、へぇ～、安藤くんも隅に置けないわねぇ……ん？

　ちょ、ちょっと待ちなさい!?
 ）

（委員長……私、負けないわよ！）





「がるぅ～」

「…………
 」





（も、もしかして……朝倉さんにライバルだって疑われてるのぉおおおおおお!?

 ）





【委員長の災難】





「さて……わざわざ、図書室に移動させてごめんなさいね？」

「え、ええ……わたしは大丈夫よ」

「そう、なら良かったわ。だって……これで落ち着いて話し合えるものね♪」





（廊下ではあまり落ち着いて話せなかったけど、まさか委員長が図書室を選ぶとは……なるほど……ウフフ、自分のホームで戦うつもりね？）

（な、何で地味な委員長キャラのわたしが女子カーストトップの朝倉さんに目を付けられてるのよぉ！　
流石
 さすが

 に他の女子にそんな現場を見られたくなかったから、図書室に案内したけど……何か変な誤解をされてないかしら？）





「あ、朝倉さん！　待って、誤解してるわ！　あれはただ……安藤くんがお昼休みになると図書室に来るだけで……わたしは図書委員として話してただけなの！」





（冗談じゃないわよ！　安藤くんなんてわたしのタイプじゃないし、そんなくだらない理由で朝倉さんに嫌われでもしたら……

『委員長って
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんと仲悪いらしいよ……』『えー、マジで？』『私
達
 たち

 も委員長とあまり関わらない方が良くない？』『あの朝倉さんを敵にするって、委員長は何をしたの？』

　──って、学校中の女子から敬遠されるじゃない！

　朝倉さんにわたしを
陥
 おとしい

 れる気がなくても、女子の世界ってのはカーストのトップが特定の誰かを敵だと思えば、それが他の女子の総意になるのよ！）





「わたしと
安
 あん
 藤
 どう

 くんは朝倉さんが思っているような仲じゃないわ！」

「つまり、お昼休みの度に
逢
 あい
 引
 びき

 をしているという訳ね……」





（いい宣戦布告ね……いいわ、受けて立つわよ？　ガルゥウウ！）

（日本語が通じてなぁ────ああああああああ
 いっ！）





「朝倉さん、落ち着いて！　そもそも、クラスの子とお話しするくらい『普通』よね？」

「ふ、普通……？　ぐふぅああッ！」





（……たかがクラスの男の子と軽く話すくらい『普通』ですって……!?
 　じゃあ、これまで私が安藤くんに話しかけようとしてきた努力の全ては……委員長にとって『普通』と言われることだったの……？）





「それにね、わたしが安藤くんとする会話なんて……『本の話』くらいよ？」

「ほ、本の話……がはぁ！」

「……むしろ、安藤くんと図書室で会っても、話す内容なんて『本』というか……『ライトノベル』の話題ばっかりなのよ？」

「ら、ライトノベルの……話題ぃい!?
 　ぎゃふん……」





（なんてこと!?
 　この小娘は……安藤くんと楽しく会話するどころか……私が彼としたかった『本の話』を！　あろうことか『ライトノベル』の話題ばっかり……していたなんてぇ……）





「委員長、分かったわ……。今から、
貴方
 あなた

 は……私の敵よ！」

「何でぇええええええええええええ！
 」





（ヒィイイイイイイイイ！
 　お、恐れていたことが現実にぃい!?
 ）





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん！　ままま、待って！　お、お願い……わたしの話を聞いて!?
 」

「ガルゥウウ……今更、何を言われても私の気持ちは──」

「朝倉さんは
安
 あん
 藤
 どう

 くんが……『好き』なんでしょう？」

「にゃ、にゃぅっ!?

 　な、ななな、何のことかしらぁ～？」





（はぅううう！　ななな、何で委員長に私の気持ちがバレてるのよ!?
 　私の気持ちは誰にも言ってないし……ハッ！　もしかして、委員長はエスパーなのかしら……？）

（うわぁ……朝倉さんてば、分かりやすいくらい動揺しているわね。もしかして……彼女って、
嘘
 うそ

 をつくのが
下
 へ
 手
 た

 な人なのかしら？）





「か、勘違いしないでよね!?
 　別に、私は安藤くんが好きとかじゃなくて……ただ、彼と休み時間とかに仲良くお
喋
 しやべ

 りできるようになりたいだけなんだからね!?
 」

「へ、へぇ……」





（しかも、なんてわかりやすいツンデレなの!?
 　……でも、この反応なら
上
 う
 手
 ま

 く誘導すれば、朝倉さんを敵に回すどころか味方にして……わたしの学園カーストの位置を上げることも出来るんじゃない？　クフフ……）





「朝倉さん、大丈夫よ。わたしは彼のことなんてミジンコほどにも興味がないわ。むしろクラス委員長として、二人の仲を応援したいと思っているの！」

「ふぇ……委員長、それ本当？」

「もちろんよ！　前から朝倉さんみたいに明るい人が安藤くんの
友
 とも
 達
 だち

 になってくれればって思っていたのよ……。だから、わたしに二人が仲良くなれる様に協力させてくれない？」

「協力……？」

「えぇ！」

「委員長が……私と安藤くんの仲を？」

「そうよ！　そもそも、安藤くんはわたしのタイプじゃないからね？　わたしは『レット・バトラー』みたいな男性がタイプよ」

「え……れっとばとらぁー？」

「朝倉さんは知らないのね……。えっと、わたしの好きな小説に出てくる登場人物よ」

「そうなのね。私ったらハリウッド俳優かと思ってたわ！」





（つまり、委員長は本当に安藤くんのことは狙っていないと……むしろ、それどころか私に協力してくれようとしている。だとしたら、委員長は──）





「委員長！　
貴方
 あなた

 、本当は良い人だったのね！　疑ってごめんなさい！」

「えぇ……変わり身、早くないかしら？　まぁ、別にいいわ。

　だって、わたし
達
 たち

 クラスメイトでしょう？」





（助かったぁ～……
 。よし！　これで
上
 う
 手
 ま

 く
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんに取り入ることができれば……わたしも朝倉さんと親しくなって、女子のカーストトップの仲間入り……クフフ♪）





「それで、委員長！　ど、どうやったら……
安
 あん
 藤
 どう

 くんと緊張しないで話せるかしら？」

「……ん？」

「そ、そのね……？　私が安藤くんを『好き』って自覚したのがつい最近なんだけど……いざ『好き』って自覚したら、上手く安藤くんの顔を見て話せなくなっちゃって……」

「…………
 は？」





（ま、まさか……そこからなの？　えぇぇええ!?
 　あの朝倉さんが……そのレベル？）





「えーと、じゃあ、安藤くんの顔をジャガイモだと思えばいいんじゃないかしら？」

「安藤くんの超プリティーフェイスが、ジャガイモなんかに見えるわけないでしょ！」





（何これ……とても、面倒くさい……。もしかして……予想以上に
厄
 やつ
 介
 かい

 な相談を受けちゃったんじゃないの？）





「えっと……朝倉さん？　そろそろ授業も始まるし、続きは今度にしないかしら？」

「あ、そうよね！　時間をとってゴメンなさい。また、今度よ！　お願いだからね！」

「あ、うん。ハイ……」





（ふぅ……。なんとか、朝倉さんに敵認定されるのは避けられたわ……）





「お、委員長じゃん」

「あ、安藤くん」





（
噂
 うわさ

 をすればなんとやら……でも、今更来ても遅いわよ）





「なんか、朝倉さんと楽しげに話してたけど、委員長って朝倉さんと仲良かったっけ？」

「アハハハ……。ま、まぁねぇ……」





（この男……誰のせいだと思ってるのよ！）





【アプローチ】





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、おはよう」

「おはよう、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん」

「ウフフ♪」





（彼と
挨
 あい
 拶
 さつ

 するのも自然とできるようになってきたわね。そろそろ、私も次のステップに移ってもいいんじゃないかしら？　そう例えば……一緒にお昼ご飯を食べるとか！

　安藤くんって、いつもお昼休みは
何
 ど
 処
 こ

 か行くけど、考えたらお昼休みって一番長い休み時間なのよね。そこで、私は考えたわ！　お昼休みに彼をご飯に誘えれば、今までより沢山ラノベの話が出来るんじゃないの!?


　でも、問題は彼が私の誘いに乗るか……よね。いやいや、弱気になったらダメよ！　ここは強気にアプローチを仕掛けるのよ！）





「あ、安藤くん！」

「え、何？　朝倉さん」

「えーと……」





（はうぅ……
初
 しよ

 っ
端
 ぱな

 から、お昼を一緒にする約束を持ちかけるのは……
流石
 さすが

 に急ぎすぎよね？　まずは無難な話題を出して、相手のガードを切り崩すのよ！）





「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんって……お昼休みはいつも
何
 ど
 処
 こ

 で食べるのかしら？」

「アハハ、何だそんなことかぁ～……
 」





（や、
止
 や

 めろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！


　ぼぼぼぼぼ
 、ぼっちにそれを聞くんじゃない！

　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……それは全世界の『ぼっち』にとって絶対に聞いてはいけないこと第一位の質問だぞ！　いいかい？　ぼっちはいつもリア充が活発になる休み時間に安息の地を求め、毎日一人になれる場所を探しているんだ。まぁ……具体的に言えば休み時間は近所のコンビニで適当なおにぎりとか買ったら、
人
 ひと
 気
 け

 のない駐車場とかでラノベ読みながら、ご飯を食べているんだけど……。

　そんなこと、朝倉さんに言えるわけないだろぉおおおおお！
 ）





「え、えっと……コンビニとか外に出てブラブラしてる──かな？」

「へぇ、そうなのね。でも、どうして教室で食べないの？」

「だ、だって……お昼休みになると
何
 な
 故
 ぜ

 か俺の机消えるし……」

「なんか……ゴメンなさい」

「……うん」





（クッソォオオ──ッ！
 　だから、この話題は嫌だったんだよ！　何でクラスのリア充は人の机を無許可で借りていくの!?
 　レンタル料払えよな！）





「そうだわ！　そ、それなら～」

「ん？」

「次に、安藤くんの机が無くなった時は……わ、私が安藤くんに机を貸してあげるわ！」

「……へ？　そ、それは？」

「か、勘違いしないでよね！　私は安藤くんが本をくれたお礼をしたいだけで……べ、別に特別な理由とかはないんだからね!?
 」

「そ、そうだよね！　あの朝倉さんが俺みたいなクラスの『ぼっち』にどうこうなんてありえないよね！」

「そ、そうよ！　そうに決まっているでしょう！」





（キャァアアアアアアア！
 　私ったら、また何てテンプレなツンデレなセリフを言っているのよぉぉおおお！　これじゃあ、私の気持ちが
安
 あん
 藤
 どう

 くんにバレちゃうでしょう！）

（あっぶねぇええええええ！
 　危うく
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが俺のことを『好き』なのかと思い込む所だったぜ……そ、そうだよな！　本を上げたお礼だよな!?
 　いくらなんでも『学校一の美少女』の朝倉さんが俺のことを……あ、ありえないよな！）





「……え、えへへ」

「……あ、あはは」









「………………
 」





（二人のやり取りを見てたけど……何あれ？　爆発すればいいと思うわ）





「委員長、先生が次の授業で使うプリント配っておいてだって」

「ええ、ありがとう。今やるわ……」





【手紙】





「あのね……その笑わないで欲しいのだけど、実は私！　あ、ああ──安藤くんと一緒にお昼ご飯を食べたいの！」

「え……朝倉さん」

「何かしら……」





（さぁ、心の準備はできているわ！　どんな返答もバッチ来ーいよ！）





「何でそれを……本人じゃなくて、わたしに言うのかしら……？」

「だって、安藤くんを誘うのが恥ずかしいのよぉおおおおおおおおおお！


　委員長、私の恋を応援してくれるって言ったでしょ!?
 　ねぇ、お願い！　安藤くんをお昼に誘う方法を一緒に考えて！」

「あぁ……」





（なるほどね。どうして急に、朝倉さんに呼び出されたのか分かったわ）





「うーん、どうするもなにも……さっき、わたしに言ったセリフをそのまま
安
 あん
 藤
 どう

 くんに言えばどうかしら？」

「そんな簡単に言えてたら、苦労しないわよぉぉおおおおおおおおお！
 」

「ハイ、ソウデスネ……」





（それさえ言えれば、簡単に終わる問題なのよ！）





「じゃあ……手紙にでも、書いて渡せば？」

「それよ！　そうと決まれば次の授業が始まる前にチャチャッと手紙を書くわよ！」

「うん、そうね……じゃあ、わたしは授業が始まるから席に戻るわね」





（でも、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……手紙を書くのはいいけど、ちゃんと渡せるのかしら？）









　キーンコーンカーンコーン～♪





「ここ次のテストにそのまま出すぞー、少しでも点が欲しい
奴
 やつ

 はノートを取れよー」





（安藤くん、今日こそは私と一緒にお昼休み、ラノベ話に花を咲かせてもらうわよ！　幸いなことに、私は安藤くんの真横の席だし……この手紙を渡すのも楽勝よ！）





「安藤くん……安藤くん……」

「え、朝倉さん？」





（……何だ？　授業中に朝倉さんが小声で話しかけてくるなんて珍しいな……）





「こ、これ……」

「これは……手紙？」

「そうよ」





（やった！　安藤くんが手紙を受け取ってくれたわ！　これで──）

（何だろう？　朝倉さんから手紙が回って来たぞ……？　俺って『ぼっち』だから、手紙を回すのやったことないんだよなぁ……。とりあえず、前の奴に渡せばいいか）

（───っ
 て、ええええええええええええええええええええええ！
 　あああ、安藤くん、何でもらった手紙を前の席の人に渡しちゃうのよ！　もらった子も誰宛か分からなくて……どんどん他のクラスメイトに回してるうぅううううううう!?



　や、
止
 や

 めてーっ！　その手紙を
安
 あん
 藤
 どう

 くん以外に読まれたら……私恥ずかしくて死んじゃうからぁあああああああああああああ！
 ）





「………………
 」





（
何
 な
 故
 ぜ

 か、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの手紙がわたしに回ってきたわ……。

　一応、気になって様子は見ていたけど、朝倉さん手紙の表に『朝倉より』って書くから
皆
 みんな

 、誰宛か分からず中を見ないで回し続けたのね。確かに、あの朝倉さんの手紙を間違って開けたら気まずいし、手紙を開けずに回すのは分からなくもないけど……でも、安藤くんは
流石
 さすが

 に自分宛だって気付きなさいよ！）





「
因
 ちな

 みに、朝倉さんはどんな手紙を書いたのかしら？」





『拝啓、安藤様。

　突然のお手紙失礼します。

　いつも私と
挨
 あい
 拶
 さつ

 を交わしてくれてありがとうございます。
貴方
 あなた

 様と言葉を交わせるだけで私の心臓は早鐘を打ち、この胸を焦がす思いです。

　さてさて、実は本日からこの学校の食堂に春キャベツをふんだんに使用した新メニューが追加されるそうです。

　もし、安藤様のご都合が付きましたら、この機会に私とご一緒にその新メニューを
堪
 たん
 能
 のう

 してもらえますでしょうか。

　良い返事を心よりお待ちしております。


　　　　朝倉』







「う～ん……」





（…………
 前半、ラブレターかと思ったわ）





【嫉妬】





「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん！」

「ん、何？　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん」





（気づいたら、もう三時間目の休み時間だし……お昼休みまで時間が無いわ！　安藤くんは
直
 す

 ぐに
何
 ど
 処
 こ

 かへ行っちゃうから、今のうちに誘っておかないと！）





「その……」

「サ～ク～ラ！　ねぇ、聞いてよ！」

「きゃぁあ！　って……モモ!?
 」





（いきなり抱き着くから誰かと思ったら……なんだ、モモじゃない。今は安藤くんを誘う大事な所なんだから、邪魔しないでよね！）





（誰だっけこの人？　モモってあだ名だよな……？　確か──そう、
桃
 もも
 井
 い

 さんだ！

　朝倉さんは黒髪ロングの正統派美少女で人気だけど、桃井さんと言えば何よりも──

　その『巨乳』！

　ぼっちの俺でも名前を知っているくらい『学校一の巨乳』で桃井さんは有名だし、ポニーテールで背も高くてスタイルもいいから、朝倉さんに次いで男子の人気も高いんだよな）





「さっきの授業さ！　
中
 なか
 西
 にし

 先生のカツラが取れかけてたんだけど、超面白くない？」

「ハイハイ、面白い面白い。だから、早くどいてくれるかしら？」

「はいはい、どきますよー。そういえば……最近、サクラって安藤くんとよく話してるけどー、二人ってそんなに仲よかったっけ？　ねぇ、一体どんな話してるの！」

「ふぇ!?
 　べ、別に……ただの世間話よ！　特に話すような会話でもないわ」

「ふーん……、教えてくれないんだー？　なら──」

「「え」」

「安藤くんに、直接聞いちゃうもんねー？」

「「ちょ！」」





（うゎあああああああああああ！
 　いきなり桃井さんが俺に抱き着いてきたぁあああああ！
 　え、何コレ！　どういう状況!?
 　胸が……！　桃井さんの胸が俺の右腕に──もしかして、俺は今日で死ぬのか!?
 ）

（うぎゃぁああああああああああああああああ！
 　わわ、私の
安
 あん
 藤
 どう

 くんに……何してくれてるのよぉおおおおおおおお！
 　は、離れなさいよ！　そんなに胸を押し付けたりなんかして……ム、ムキィイイイイイイイイ!!

 ）





「ねぇねぇ、安藤くん。サクラとはどんな話してるのかなー？」

「え、えっと……」





（な、なんて答えるのが正解だ……!?
 　ラノベの話は言わない方が──いいよな？　てか、胸デカ!?
 　って、ちゃうちゃう……
煩
 ぼん
 悩
 のう

 よ消えろ！　えーとえーと、本の話はダメだし、胸の感触の話は──って……だから、違ぁ──う！）

（安藤くん！　私がラノベ好きなのは、安藤くんと私だけの秘密だからね!?
 　だから、絶対に言っちゃダメよ！　って……ちょっと、安藤くん？　さっきから、視線がモモの胸ばっかりに行ってないかしら!?
 　やっぱり巨乳が好きなのね！　ふ……ふふ、フケツよぉー！　安藤くんったら、フケツだわ！）

（ヤバイ……段々と
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの視線がキツくなってきた気がする……やっぱり、俺みたいなぼっちが
友
 とも
 達
 だち

 の巨乳を
堪
 たん
 能
 のう

 しているのは相当にキモく見えるんだろう……クソッ！　これ以上、朝倉さんから嫌われる前に何か言わないと！）
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「と、トイレの話……かな？」

「へ……と、トイレ？　アッハハ！　何それー？　
安
 あん
 藤
 どう

 くんてば、面白ーい！」

「え、そうかな……？」

「ガルルゥウ～……」





（私はちっとも面白くないわよ！）





「アハハハ、安藤くんって、話すと意外と面白いんだねー。うん！　最近、サクラが休み時間によく話してる理由が少し分かったかも。じゃあ、あたしは席に戻るねー♪

　安藤くん、またおしゃべりしよう！」

「え、あ、はい……」





（なんか、
桃
 もも
 井
 い

 さんって嵐のような人だな……）





「あ！　それで、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん話って──」

「ないもん！」

「……え、でも──」

「ないもんもん！」

「い、いや──」

「ないったら、ないもんもんもんっっ!!
 」

「は、ハイ！　すみませんでしたぁーっ！
 」





（何だ!?
 　ラノベのことは言わなかったのに、何で怒っているんだ……!?
 ）

（フン……安藤くんなんか、知らないんだから！）





【策略】





　キ～ンコーンカーンコーン♪





（お昼休みになったわ……。さぁ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんを誘うわよ！）





「あんど──」

「……よし！」





（昼休みの時間だな。席を占拠される前にコンビニに行って、ぼっちのランチでもするか）

（──ちょ！　もう、廊下に出ようとしているのだけど!?
 　安藤くん、行動が早すぎないかしら!?
 　ま、待ってぇえええー！）





「安藤くん。ちょっと、いいかしら？」

「──え、委員長……どうしたの？　ドアの前なんかで待ち伏せして……」





（委員長が教室で話しかけてくるとか珍しいな……）





「実は今日から学校の食堂で、春キャベツをふんだんに使った期間限定の『春ロールキャベツの春キャベツ詰め＆春キャベツの
出
 だ
 汁
 し

 スープ定食』が発売されるらしいのだけど……安藤くんは知っていたかしら？」

「何その見事に春キャベツしか使用していないベジタリアン歓喜の定食は……。別に知らなかったけど、それが？」

「はぁ、鈍いわね……。一緒に学食で食べない？　って、誘ってあげているのよ」

「はぁあああ!?
 」





「なにぉ──っ!?

 」





（ちょっと、委員長ぉおおおおおおおおお!?

 　
貴方
 あなた

 、私に『安藤くんは好きじゃない』なんて言って……わ、私をたばかったわね！　わ、私がどれほど……彼を誘いたかったか知っていて！　それを目の前で奪うなんて……委員長の悪魔！　このサタン！　いやルシファー！　もう、委員長なんか、見損なっ──）





「それで、良かったら──
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんもわたし
達
 たち

 と一緒にどうかしら？」

「へ……私？」

「は？　何でここで……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん？」





（委員長の
奴
 やつ

 、何を──）





「ぜ、
是
 ぜ
 非
 ひ

 、ご一緒するわ！」

「──って、はぁあああ!?
 」





（何で、朝倉さんも即答してるんだよ!?
 ）

（委員長、マジ天使だわ！　ありがとう、委員長様！　私……委員長の半分は優しさで出来ているんだって、信じてたわ！）





「待って、委員長！　何で……俺が二人と一緒にご飯食べるの？　理由が無いよね……」

「はうっ！」





（それよ！　私も
安
 あん
 藤
 どう

 くんをお昼に誘おうとして、何度その理由で悩んだか！　委員長は一体どんな理由で説得するのかしら……？）





「え、理由なんて『クラスメイトだから』で良いでしょ？」

「「えぇえええええええええええええええええええええ！
 」」





（
嘘
 うそ

 ……だろ？　え、クラスメイトって、理由が無くてもご飯を一緒に食べるのか？

　俺『
友
 とも
 達
 だち

 』なんて存在いなかったし、そんなこと言われても分からないんですけど！）





「え……委員長、それって理由になるの？」

「なるなる。ね、朝倉さん？」

「……そ、そうね！　と、当然でしょう？」

「いや、朝倉さんもさっき一緒に驚いていたよね……？」

「そ、そんなことないわよ！　ね？　委員長？」

「何？　もしかして、安藤くんはわたし
達
 たち

 と一緒にご飯食べたくないって言うの？」

「いや、一緒に食べる理由がないというか……」

「じゃあ、一緒に食べない理由もないわよね？」

「いや……だって俺、いつもは外で食べるから──」

「
因
 ちな

 みに、それは断る理由にならないから。委員長命令よ」

「じゃあ、何で聞いたし!?
 」





（ふぅ、何とか二人をお昼に誘えたわ。本当は二人の仲に介入するつもりは、なかったんだけど……今の調子で二人の仲が進展するとは
到
 とう
 底
 てい

 思えないのよね。そうしたら、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの相談は増える一方……。ならば、いっそ！　わたしが裏から手を回してチャチャッとあの二人をくっつけるべきなんじゃないかしら？　だって、そうすれば、わたしはお役
御
 ご
 免
 めん

 でしょう。そして、朝倉さんの信用も得て……クラスでの地位も安泰ってことよ！

　クフフ……二人ともこのお昼休み覚悟しなさいよね……）

（やったわ！　ついに、
安
 あん
 藤
 どう

 くんと一緒にご飯よ！　な、何を話そうかしら～♪）

（委員長って、実はクラスでそこそこ人気なんだけど……その委員長と一緒にお昼ってだけでクラスのヘイトを集めるよな……？　なのに『学校一の美少女』の朝倉さんも俺と一緒とか……学校中の男子のヘイトが
溜
 た

 まりすぎて、俺の胃がヤバイよ……）





【食堂】





「いただきます♪」

「いただきます」

「……いただきます」





（右から、朝倉さん『豆乳の和風パスタ』　委員長『腹黒たぬきうどんとお
稲荷
 いなり

 さんセット』　そして、俺が『あんかけチャーハン』……）





「誰も期間限定メニュー頼んでないじゃん！」

「安藤くん、どうしたのよ？　いきなり騒いだら、食堂の
皆
 みんな

 に迷惑じゃない？」

「……いや、だって委員長が『期間限定メニューが食べたいから一緒に学食いこ♪』みたいなことを言ったんじゃん！　なのに、何でうどん食ってんの!?
 」

「わたしはただ『期間限定メニューが出るから食べに行かない？』って、言っただけで『期間限定メニューを食べる』とは一言も言ってないわ」

「確かにそうだけどね！」

「まぁまぁ……安藤くんも、落ち着いてね？」

「『ね？』じゃないよ！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんも何で『期間限定メニュー』じゃないのさ!?
 　朝倉さんだって『期間限定メニュー』があるから、学食に来たんだよね!?
 」

「そ、それは──」





（ま、マズイわ！　私が学食に来たのは、期間限定メニューが食べたかった訳ではなく……
安
 あん
 藤
 どう

 くんを食べ──って、違う違う！　あ、安藤くんと一緒に食べるのが目的なのよ！

　それに、いざ一緒に食べるとなると……期間限定メニューの『春ロールキャベツの春キャベツ詰め＆春キャベツの
出
 だ
 汁
 し

 スープ定食』は汁とかが飛び跳ねそうだし、だからといって私の大好物のハンバーグやカレーも子供っぽいとか安藤くんに思われそうだし……それで考えた結果、パスタにしちゃったとか絶対に言えない！）





「安藤くん。朝倉さんの気持ちも分かってあげなさい……」

「え、委員長。それどういうこと？」

「ちょ！　い、委員長!?
 」

「ほら、あそこで同じクラスの
山
 やま
 田
 だ

 が期間限定メニューの『春ロールキャベツの春キャベツ詰め＆春キャベツの出汁スープ定食』を食べてるから良く見てみなさいな」





「おっほーっ！　これが
噂
 うわさ

 の『春ロールキャベツの春キャベツ詰め＆春キャベツの出汁スープ定食』か！　いただきまーす！　うんうん……ほのかに感じるキャベツの味に、中に詰められたキャベツがあふれ出して口の中がべちゃべちゃ……。す、スープは──キャベツに
白
 さ
 湯
 ゆ

 を注いだような薄いキャベツの味ぃ…………
 。うん、普通にマズイな！

　俺は何でこれを頼んだんだろう……」





「ね、愚かでしょう？　あれを見て食べたいと思う……？」

「じゃあ、何で俺を誘ったの!?
 」

「それはアレよ。安藤くんが『ぼっち』だから、わたしがクラス委員長として安藤くんにお似合いの『
友
 とも
 達
 だち

 』を作ってあげようとしているんじゃない」

「よけいなお世話だし！　そもそも、お似合いの『友達』って……誰？」

「何言っているの？　ここにいるじゃない。朝倉さんよ」





「「はぁあ!?
 」」





【勝者】





「そういえば、
桃
 もも
 井
 い

 さんが
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんを『サクラ』って呼んでたけど……朝倉さんの名前って『サクラ』じゃないよね？」

「ああ、あれはニックネームよ。私が『桃井』から『井』を抜いて『モモ』って、呼ぶようにモモは私の
苗
 みよう
 字
 じ

 の『朝倉』から『あ』を取って『サクラ』って呼んでいるの♪」

「そうなんだ……」

「え、ええ……」





（（か、会話が続かない…………
 ））





「……全然ダメね！　なんか白々しいわ。二人ともやり直しよ」

「何で！　委員長の言うように、朝倉さんと『
友
 とも
 達
 だち

 みたいに親しく会話』したじゃん！」

「い、委員長！　これ以上は
流石
 さすが

 に私も……」





（ダメだわ！　委員長の前だとうかつにラノベの話題出せないし、
安
 あん
 藤
 どう

 くんに食べている所を見られているのが恥ずかしくて、そもそも
上
 う
 手
 ま

 く話せないのよぉおおお！）

（委員長は何でいきなり『朝倉さんと仲良くなるために、
先
 ま

 ずは友達みたいに親しく会話しなさい』なんて言ったんだ？）





「何言っているのよ？　二人は最近よく話しているから『友達なんでしょ？』って聞いたら二人とも『そ、それはちょっと……』とか、ふざけたことを言うから、わたしが『じゃあ、今ここで話し合って友達になりなさい！』って言ったんじゃない」

「いや、だから……そもそも、何で俺が朝倉さんと友達になるの？」

「逆に言うけど、安藤くん。わたしからしたら
貴方
 あなた

 と朝倉さんはもう十分に『友達』よ？」

「「えぇええ!?
 」」

「何で二人ともそれで驚くのよ！　はぁ……だから、わたしからしたら
未
 いま

 だにお互いが『友達』だって言い切れていないことの方が問題なの」

「うぅ……」

「そう言われても……」





（いや、だってそもそも『学校一の美少女』の朝倉さんと『ぼっち』の俺とじゃ身分がつりあわないというか……こんな俺が朝倉さんと『友達』だなんて言うのは──）

（だってだって！　安藤くんは私なんか、ただの美人なクラスメイト程度にしか思っていないのよ？　わ、私は
安
 あん
 藤
 どう

 くんのことを異性として見ているわけで……そんな下心満載の私が安藤くんと『
友
 とも
 達
 だち

 』だって言うのは──）





（（なんだか、おこがましい気がする…………
 ））





「……あ、あははは」

「……え、えへへへ」

「はぁ、これだから……」





（いや、どう見ても
貴方
 あなた

 
達
 たち

 ……お似合いだからね？　でも、だからこそ私が二人をけしかければいいのよ！　あの二人に必要なのは……そう！　既成事実！）





「──って、ことで二人の仲を深めるために、ゲームでもしてもらおうかしら？」

「何、ゲーム……だと？　ふふふ、ぼっちにゲームを仕掛けるとは……。ぼっちは一人の時間が多いからゲームが強いことを知らないな？　いいぜ、その勝負受けてやる！　どんなゲームが相手だろうと、ノーコンティニューでクリアしてやるぜ！」

「委員長、それでどんなゲームをするのかしら？」

「丁度この前、中間テストに向けた実力テストがあったでしょう？　二人でじゃんけんをして勝った方が好きな教科を言って、その教科の点数が高い方が勝ち。って、ルールよ」

「ちょっと、待ってぇええ!?
 」

「何よ？　ノーコンティニューでクリアするんじゃなかったの？　
因
 ちな

 みに、
罰
 ばつ

 ゲームは『あーん』とかどうかしら？　勝った方が相手に『あーん』で食べさせるのよ」

「いやいやいや！　そもそも、それゲームじゃないじゃん！　大体、それどっちが勝っても罰ゲームだよね!?
 　大体そんなゲームを
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがやるわけ──」

「やるわ！」

「──ぇええええええええええええええ!?

 」





（朝倉さん、何でやる気になってるのぉおおおおおおおおおおお!?

 ）

（実力テストで学年一位の私からしたら、このゲームは勝ったも同然よ！　圧倒的な点数で安藤くんをねじふせて『あーん』してあげるんだからね！）

（朝倉さんは思ったよりやる気ね……。安藤くんは
凄
 すご

 い嫌がっているけど、こんな美少女に『あーん』で食べさせてもらえる罰ゲームなんだから別にいいんじゃないの……？）





「因みに、これを拒否したらこの前、安藤くんが提出した図書室の入荷希望リストのラノベ全部却下するから」

「くっ、それを
盾
 たて

 に取るとか……この悪魔！　サタン！　ルシファー！」

「どれも同じじゃないの……？　ほら、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。やっておしまい！」

「うん！　ありがとう、委員長！」

「朝倉さんも何でお礼言うのかな!?
 」

「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん、いくわよ！」





「「じゃんけんぽん！」」





「私の勝ちね！　じゃあ、教科は『数学』よ」





（私の成績は学年トップ！　この勝負もらったわね！）





「二人の点数は？」

「『98
 点』よ！」

「『１００点』」

「「…………
 」」





（（……え？））





「あ、安藤くん……今、なんて言ったの？」

「『１００点』だけど……」

「ちょっと、安藤くん。いくら負けたくないからって、委員長であるわたしの前で
嘘
 うそ

 をつくのはどうかと思うのだけど……？　だって、朝倉さんは実力テストで学年一位なのよ？」

「それ、全科目の合計点でしょ？　数学だけは俺が一位だから。それより……委員長、朝倉さんが総合一位って分かってこの勝負けしかけたよな……？」

「そ、それは──」





（……安藤くんが『１００点』？　まさか、安藤くんが朝倉さんよりも点数が高いなんて……あ！　あんな所に数学の先生がいるわ！　ちょうどいいから、確認を──）





「おう、安藤か。なんだ学食で食べてるの珍しいな」

「あ、先生。こんにちは……」

「今回も、数学のテスト『１００点』だったな。次の中間も頑張れよ」

「はーい」

「……え、
安
 あん
 藤
 どう

 くん。本当なの？　と言うか『今回も』ってことは」

「ああ、委員長。いつも数学だけは俺『１００点』だよ」

「安藤くん、
凄
 すご

 いわ！　私、いままで『１００点』なんて取ったこと無いもの！」

「──え!?
 　でも、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん点数高いじゃん！」

「……その、どの教科もケアレスミスで満点は取ったことが無いのよ。それに数学はいつも最後の文章問題が難しくて……」

「へぇ、そうなんだ……。なら『１００点』取ってみる？」

「「え？」」

「その……良ければ俺が数学を教えるけど……？　点数取れなかったのって、単純なケアレスミスと最後の文章問題なんだよね？　朝倉さんなら、少し教えるだけで『１００点』取れると思うけど……」

「ぜ、
是
 ぜ
 非
 ひ

 、お願いするわ！」

「うわっ！」





（そ、即答!?
 　朝倉さんってば、そんなに『１００点』取ってみたいんだな……）

（安藤くんと勉強ですって!?
 　ま、まるで、夢みたいなシチュエーションじゃない！）





「いやいや……むしろ、安藤くんの方が朝倉さんに勉強教えてもらいなさいよ……。

　
貴方
 あなた

 、数学以外はどうせ赤点でしょう？」

「だ、だまらっしゃい！　そ、それに……いつも、赤点はギリギリで回避してるしぃ～？」

「「…………
 」」





（（ギリギリなんだ……））





「──じゃ、じゃあ！　数学を教えてもらう代わりに、私が安藤くんに他の教科の勉強を教えてあげるわ！」

「あ、それは別に──」

「「拒否しない！」」

「はい……」





（何で言い切る前に、拒否するって分かったんだ……？）





「じゃあ、後は安藤くんが朝倉さんに『あーん』してお昼休みは終わりね」

「「んんん!?
 」」

「二人とも何を驚いてるのよ……。そもそも、これはテストの点数を競うゲームでしょ？」

「「そうだった!?
 」」

「はぁ、だと思ったわ……」





（フフフ……でも、おかげで最後に面白いイベントが見れそうね）





「い、委員長……？　でも、もう時間ないわよ？」





（まさか、私が
安
 あん
 藤
 どう

 くんに『あーん』をしてもらう側なの!?
 　え、そんな……まだ心の準備が──）

（はぁ……もう周りの男子の殺意の波動にも慣れたし、こんな茶番さっさと終わらせよう）





「はい、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。口を開けて『あーん』……」

「──って、安藤くんは何で急にそんな乗り気なのよ!?
 」

「朝倉さん、早くしないとお昼休み終わっちゃうよ？　ほら『あーん』」

「ッ!?
 　あ、安藤くんそれ……」





（ちょっと待って！　それ、さっきまで安藤くんが食べてたチャーハンじゃない!?
 　スプーンも安藤くんのだし──って、つまりこれは間接キス!?
 　ななな、なのに──何で安藤くんはそんなに堂々としているのよぉおおおおおおおおおおおお！
 ）

（朝倉さん、どうして急に黙り込んじゃったんだろう？　委員長も
何
 な
 故
 ぜ

 か笑いをこらえているし……ああ、そうか！　さては朝倉さん！　自分が『あーん』される立場になって、今頃恥ずかしさに気づいたんだな？）





「え？　朝倉さん、どうしたの？」

「──いや、安藤くん……だってぇ……」

「フフ……安藤くんってば、やるわね」

「朝倉さん、まさか……あれほど威勢がよかったのに、いざ自分が『あーん』されると恥ずかしいなんてないよね？」

「!?
 　そ、それは──」

「ヒュ～♪　ヒュ～♪」

「委員長は黙って！　ああ、もう！　分かったわよ！　た、食べればいいんでしょう!?
 　い……いただきま──うぅぅ[image: ]
 [image: ]
 ……っ！
 」

「あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん？　顔、真っ赤だけど……大丈夫？　無理しなくてもいいよ？」





（……あ、あれ？　少し
煽
 あお

 り過ぎたかな？　やっぱり、俺に『あーん』してもらうなんて嫌だよね？）

（こ、こんなの……恥ずかしすぎるでしょぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！
 ）





「勝者、
安
 あん
 藤
 どう

 くん」





【ウチ来る？】





「起立！　礼！」

「お前ら、
ＨＲ
 ホームルーム

 終わったら
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ帰れよ～」

『はーい』

「起立！　礼！」

『ありがとうございました！』





「しゃあ！　ＨＲ終わったぜ！　
山
 やま
 田
 だ

 、
何
 ど
 処
 こ

 寄っていく？」「
吉
 よし
 田
 だ

 ！　ゲーセン行こうぜ！　たしか新しいアーケード出たんだよ！　
沢
 さ
 渡
 わたり

 もいいよな!?
 」「ウェーイ！」





（やっと、今日の学校が終わったよ……。しかし、山田のグループは毎回うるさいなぁ……先生が真っ直ぐ家に帰れって言ってただろ？

　ＨＲの後でも浮かれたりしない朝倉さんを見習えって言うんだよ）

（ヒャッフゥウウウウウウウウウ！
 　ＨＲがやっと終わったわ！　これで、この後は安藤くんと二人っきりの勉強会の時間だわ！）





「…………
 」

「……？」





（勉強会のお誘い、まだかしら？）

（あれ？　何か
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが俺の方をチラチラ見てくるんだけど──って、あ！　もしかして……勉強会？　え！　朝倉さん、今日勉強会するつもりなの!?
 　いや、だって俺は、また今度の休み時間とかに軽く教えるつもりだったけど……）





「あ、あの、朝倉さ──」

「勉強会のことね!?
 」

「あ、うん……」





（うゎあああああああああああ！
 　やっぱり、今日勉強会するつもりだよこれ！

　そうだよな……朝倉さんって見るからに勉強好きそうだもんなぁ。でも、放課後に勉強会って
何
 ど
 処
 こ

 ですればいいんだろう……？）





「朝倉さん、それで場所なんだけど……」

「それなら、図書室でいいんじゃないの？」

「そうか！　じゃあ、委員長も呼ばないとね」

「──うん？」

「……え、だって、勉強会って委員長も一緒にするんでしょ？」

「んなぁ──ッ!?

 」





（そ、そうだったわ！　てっきり、私しか勉強会に誘われていない気でいたけど……よく考えたら、委員長もいたじゃない！　あの流れだと、その場にいた全員で勉強会って事になるのは自然よね。でも、それだと……せっかくの二人だけになれるチャンスが!?
 ）





「朝倉さん、
安
 あん
 藤
 どう

 くん、ちょっといいかしら？」

「委員長！　丁度良かった。これから、呼ぼうと思ってたんだよ」

「ああ、勉強会でしょ？　それだけど、わたしは参加できないから」

「「え、何で!?
 」」

「今日は図書委員の集会があって、それに出なきゃいけないのよ。だから、勉強会は二人でやってくれる？　あと、集会のせいで図書室は使えないからね？」

「……そうか。まぁ、それなら仕方ないよな」

「うん、そうそう」





（ま、
嘘
 うそ

 だけどね。そもそも、この勉強会にわたしの出番は無いわ。むしろ、二人の仲を深める大チャンスよ！　図書室が使えなければ、ファミレスにでも行くでしょう？　男女でのファミレスは軽いデート気分になるし、二人の仲も進展するはずよ！）





「──っと、いうことで……二人は別の場所で勉強会を楽しんできなさい」

「おう、了解」

「それと……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、頑張ってね♪」

「い、委員長……！」





（もしかして……私のために！）

（あとは
貴方
 あなた

 しだいよ！）





「委員長、行っちゃったね。朝倉さん、場所は
何
 ど
 処
 こ

 にしようか？」

「え！　そ、そうね……」





（が、頑張るって言っても……場所は何処にすればいいのかしら？　図書室以外で勉強のできる場所……私の家？　イヤイヤ、確かに場所としては最適だけど、家には『ママ』という名のとんだ邪魔者がいるわ……。でも、委員長がくれたせっかくのチャンスだし──）





「仕方ないわね……やっぱり、ここは無難に家でやるしかないかしら」

「そうかぁ……じゃあ、朝倉さん。ウチ来る？」

「…………
 へ？」





【目標】





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、狭い家だけど、上がって」

「お、お邪魔します……」





（つ、ついに
安
 あん
 藤
 どう

 くんの家に来ちゃったわ！　家に呼んでくれたのは予想外だったけど……これは私を意識してもらう絶好のチャンスよね！　委員長からもスマホにアドバイスを送ってもらったし完璧だわ！　確かメッセージには──）





『勉強会は二人の仲を深めるチャンス！

　でも、安藤くんは「ぼっち」だから、彼からの積極的な行動は望めないわ。だからこそ、二人の仲を深めるには朝倉さんからの行動が必要よ！

　そんな訳で朝倉さんには目標を授けるわ。

　目標は勉強会が終わるまでに、さりげなく彼の体に触れること！　スキンシップよ！

　以上。健闘を祈るわ』





（さりげなく安藤くんの体に触れる。
流石
 さすが

 は委員長ね！　私では考え付かないようなとっても大胆な提案をしてくるわね……。でも、それが安藤くんと仲良くなるために必要なら、私はやってみるわ！）





「と、ところで安藤くん、家の
方
 かた

 はどちらにいるのかしら？　せっかく家にお邪魔しているわけだし、ご
挨
 あい
 拶
 さつ

 だけでもしたいのだけど……」

「……親？」





（ああ、そうか！　クラスメイトの家に来て親がいたら緊張しちゃうもんな。だから、先に挨拶しようってことか）





「ウチは両親が共働きだから、親はまだ帰って来ないんだ。だから、この家には俺と朝倉さんの二人しかいないから、安心していいよ」

「ほ、ほぇ～、そうなのねぇ……」





（『安心していいよ』!?
 　──って、一体何を安心すればいいのよ!?
 　安藤くん、それって……まま、まさか!?
 　それは──ハ、ハードルが高すぎるわよぉおおおお！
 ）





「あわ、あわわ……」

「…………？
 」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、緊張しているのかな……？　まぁ、そうだよな。何だかんだ言っても男子の家に来てるわけだし、緊張くらいするか。でも、俺は『ぼっち』だから、朝倉さん相手に
下
 へ
 手
 た

 なことしたらクラス……いや、学校中の男子に殺される。だからこそ、なるべく朝倉さんには近づかない！　ましてや体が触れるなんてことは絶対にないようにしよう！）





【自爆】





「
流石
 さすが

 に俺の部屋はマズイし、場所はリビングでいいかな？」

「ええ、問題ないわ」

「良かった。じゃあ、朝倉さんは向かい側に座ってくれる？」

「じゃあ、お言葉に甘えさせていただくわね」





（本当は
安
 あん
 藤
 どう

 くんの部屋が見たかったけど、そんなこと言えないわよね……。

　で、でも……部屋がダメならせめて──）





「あ、安藤くん！」

「ん、何かな？　朝倉さん」

「座る場所なんだけど、安藤くんの向かい側じゃなくて……隣じゃダメかしら？」

「──へ？　な、何で……？」





（何！　何？　何ィイイ!?
 　朝倉さん一体どうしたの!?
 　ぼっちの俺なんかの隣に座るって……どうして？　別に向かい側の席でいいじゃん！　も、もしかして──）





「こ、ここ、これは──
貴方
 あなた

 の隣が良いってわけじゃなくて！

　私は普段から、
安
 あん
 藤
 どう

 くんの隣に座っているじゃない？　だから、向かい側の席で貴方の顔を見るのは慣れていないのよ！　だけど、隣ならいつもどおりの見慣れた表情で緊張しないから、隣に座りたいだけなの！　そう言うわけで……べ、別に変な意味はないんだから！　か、勘違いしないでよね!?
 」





（な、なんとか
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 せたかしら？　緊張しちゃったから、なんて答えたかあやふやだけど……
概
 おおむ

 ね『向かい側だと安藤くんのノートが見づらいのよ！』って、答えたわよね？

　ふぅ……緊張しても
咄
 とつ
 嗟
 さ

 にこんな素晴らしい言い訳ができるんだから、
流石
 さすが

 は私ね！）





「どう、分かったかしら？　フフン！」

「ん、んん？　んんん？？？　お、おう……」





（何で、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんは勝ち誇ったドヤ顔をしているんだろう……？　それに、さっきは何て言った？　なんか『私はいつも貴方の顔を見ているのよ……』って、軽いストーカー宣言された気がするんだけど……もしかして、朝倉さんって授業中に俺の顔見てるの!?


　Ｗｈｙ……？　
何
 な
 故
 ぜ

 ？　やっぱり、俺のことを──って、いやいや！　安藤、惑わされるな！　ぼっちは一日の幸福イベントが少ないから、少しでも
嬉
 うれ

 しいことがあると、
直
 す

 ぐに都合の良い方に考える……。

　希望を持つな！　願望を抱くな！　ぼっちの俺がモテるわけがない！

　よし……もう大丈夫だ。どうやら、朝倉さんも俺の家に呼ばれて緊張しているみたいだし、今のセリフは咄嗟に出てしまっただけで、本人も何を言ったかロクに分かってはいないだろう。なら、俺は何も無かったかのように流してあげるだけだ……）





「じゃあ、隣に……どうぞ」

「し、失礼します……」

「「…………
 」」





（（な、何か話さないと！））





「じゃ、じゃあ……勉強を始めましょうか？」

「そ、そうだね！　でも……俺が教えられる所ってあんまりないけどね」

「そんなことないわよ……ウフフ」





（この勉強会で私の目標は『
安
 あん
 藤
 どう

 くんの体に触る』こと！　でも、スキンシップってどうやればいいのかしら？　うーん……そうだわ！　こんな時こそ普段読んでいるラノベを参考にすればいいのよ！　えーと、最近読んだラノベの展開なら──）





「じゃあ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。
先
 ま

 ずはこの前やった実力テストのこの問題を復習しようか？」





（来たわ！　これはラノベなら、私が『え、どれどれ？』って安藤くんのテスト用紙に顔を近づけ過ぎて、安藤くんが『え、うわっ！』って言いながら、近づきすぎた私の顔の距離感に驚いて胸がドキドキするシーンよね！　よ、よぉーし……やるわよ！）





「え！　ど、どれど──」

「──あ、消しゴム落とした……」





（あれ？　何で朝倉さんの顔がこんな近く──）

（あれ？　何か安藤くんの顔が急に近く──）





「「いったぁーい!!
 」」





（痛ぁーい！　何で安藤くんの顔が近づいて──うぅ……思いっきり、安藤くんと頭をぶつけ合っちゃったじゃない！　これじゃ胸が『ドキドキ』じゃなくて、頭が『ズキズキ』よ！）





「あ、朝倉さん。大丈夫？　かなり勢い良くぶつかっちゃったけど……」

「え、ええ……ごめんなさい。少し目測を誤ったわね……。安藤くんの方は痛くないの？　私
達
 たち

 、結構思いっきり頭をぶつけたと思うのだけど？」

「ああ、大丈夫。俺、石頭だから」





（まさか、俺が消しゴムを取りに頭を下げた瞬間、朝倉さんがテスト用紙を
覗
 のぞ

 き込むとは
迂
 う
 闊
 かつ

 だったぜ。ただでさえ、狭いテーブルに二人並んで座っているんだ。思わず体が密着しそうになるが……それより、迂闊にぶつからないように気をつけた方がいいな）

（さっきは失敗したけど……今度こそ、今度こそは！　次はタイミングを見計らって、安藤くんがテーブルに手を伸ばしたタイミングで互いの手が触れ合ってしまう作戦よ！）





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、それでここの問題なんだけど──」

「!?
 」





（来たわ！　今、
安
 あん
 藤
 どう

 くんが指そうとしている問題は『問８』！　よし、そこに私の手を同じタイミングで──重ねるぅッ！）





「この問題かし──」

「あ、見て！　この教科書、こんな所に誤字があるよ！」





（──え、安藤くん？　何でこのタイミングで教科書を引き戻すの……？）





「──らっ、いったぁーい!?
 」





（痛──っ！
 　ゆ、指をくじいたわ……。しかも、勢い付けすぎてテーブルに頭から突っ込んじゃったじゃないのよ！）





「うぇえええ！　あ、朝倉さん!?
 　いきなり、テーブルに突っ込んだけど……大丈夫？」

「……む、虫がいたのよ」

「そ、そうなんだ……。大丈夫、指痛くない？」

「……だ、大丈夫よ！　これくらい魔王軍の攻撃に比べたら大したことないわ！」

「朝倉さんは一体、
何
 ど
 処
 こ

 の異世界勇者なのかな!?
 」





（何だ何だ……今日の朝倉さんは本当に変だぞ？）

（次こそ、次こそは……っ！
 　安藤くん、勉強会はまだ始まったばかりよ。絶対今日中に
貴方
 あなた

 の体にタッチしてあげるんだから、覚悟しなさい！　貴方の回避能力が勝つか、私の体が自爆の
怪
 け
 我
 が

 に耐え切れるか──勝負なんだからね！）





【スキンシップ】





「この問題は文章の意味を数字に置き換えるんだよ。そしたら、後はただの式でしょ？」





（……さっきから、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが俺にワザと体をぶつけようとしてる気がする……気のせいか？　でも
既
 すで

 に、身の危険を数回ほど感じているんだよなぁ……）

（
安
 あん
 藤
 どう

 くん、意外と手ごわいわね……。
何
 な
 故
 ぜ

 かさっきから、機敏な動きでことごとく私のスキンシップを避けられてしまっているわね……って──）





「ちょっと待って！　あ、安藤くん……『数式になるでしょ？』って、言いながら……何で既に答えを書いてるの？　し、式は……？」

「え、式ってわざわざ書くの面倒じゃない？」

「式の存在を全否定!?
 　式を書かないでどうやって答えを出すのよ！」

「いや、だからね。
先
 ま

 ず問題を見るじゃん」

「うん……」

「問題を解くのに必要な式を見つけるじゃん」

「……う、うん」

「したら答えが頭に浮かぶじゃん」

「……うん？」

「で、それを用紙に書く。だから、答えの出ている式を後から書き足すの面倒でしょ？」

「まてまてまて！　安藤くん……
貴方
 あなた

 ってテストの問題を全部、暗算で計算してるの？」

「え、そうだよ」

「はぁあ!?
 　ちょっと、安藤くんの答案見せて！」

「テスト？　えーと……あった！　はい」

「どれどれ～、うわぁ……」





（ほ、本当だわ。安藤くんの数学の答案……最後の文章問題以外全部、式を書かずに答えだけを書いてるわ……）





「よくこれで計算ミスしないわね……」

「大丈夫だよ。数学なんて式さえ分かってれば、あとはただの足し算と掛け算みたいなもんだから。でも、最後の問題だけは式を書かなきゃいけないから面倒なんだよね……」

「面倒って……最後の文章問題はいつも『途中式も書くこと』って──まさか……？」

「ああ、それ？　確か数学の先生が──

『
安
 あん
 藤
 どう

 が式を書かなくてなんかムカつくから、最後の問題だけ式も採点対象にしたぞ。ちゃんと、式を書かないと減点するからな？』

　って、言ってたね……」

「へぇ……。私が数学で満点を取れない原因の一つの文章問題が『なんかムカつくから』で付け足された問題だったなんて…………
 」





（あの文章問題だけヤケに毎回難しいと思ったら……
貴方
 あなた

 が原因じゃないのよぉおおおおおおおおお！
 　許せないわ！　安藤くん？　これはちょっとやそっとのことじゃ──）





「大丈夫！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんには、俺が絶対に満点を取らせてあげるから！」

「──はぅっ！　う、うん……♪」





（……安藤くん、カッコいい！　って──ダメダメ！　彼のオーラにやられている場合じゃないわ……なんか、私だけドキドキさせられるのも不公平じゃないかしら!?
 　そろそろ、スキンシップを成功させて安藤くんをドキドキさせたいわね……。よし、ここは一時離脱して、委員長に作戦会議という名のアドバイスを送ってもらうわよ！）





「安藤くん、私ちょっとお手洗いを借りてもいいかしら？」

「うん、場所は廊下に出て
直
 す

 ぐのところだから」

「じゃあ、少し離れるわ──あ！」





（あ、あれ……？　立ち上がろうとしたら、足が
痺
 しび

 れて……ば、バランスが──）





「え、朝倉さ──ぐぁあ！」

「きゃあ！」





「「いったぁーい!!
 」」





（私ったら、足がもつれて転んじゃったわ……あれ？　でも、転んだのに痛くな──？）





「ぐっ、ぐぇ……」

「──って、え！　安藤くん!?
 」





（
嘘
 うそ

 ！　私ったら、安藤くんを下敷きにして転んじゃったの!?
 　あ、でもこれって……スキンシップになるのかしら？　……って、そんなこと考えている場合じゃないわよね!?
 　は、早くどかないと──）

（な、何だ!?
 　確か──
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが転んできて……ああ、そうか！　俺は朝倉さんの下敷きになったのか……まぁ、朝倉さんが無事なら──）





　もにゅ……





（（『もにゅ？』……何これ？））





（俺の手が──）

（私の胸にぃ──ィ
 イッ!?
 ）





「いやぁああああああああああああああああああ！
 　あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんのヘンタイぃい!?
 」

「うぎゃぁあああああああああああああああああ！
 　あ、朝倉さんのおっぱいぃい!?
 」





（うぉい！　朝倉さんの『おっぱい』じゃん！　早く手をどけ──だ、ダメだ……理性に反して、俺の本能が朝倉さんの『おっぱい』から手を離さない……だと!?
 ）





「──い、いつまで触ってるのよ！」

「もう少しだ──い、いや、違うんだ！　朝倉さ──いったぁーい!!
 」





（ふぎゃぁああああああああああ！
 　私ったら安藤くんになんて粗末な──胸を！　私の胸を、安藤くんが……恥ずかしすぎて思わず安藤くんにビンタしちゃったじゃない！

　でも、こんなこと……まだ、早すぎるわよぉおおおおおおおおお！
 ）





「お、お手洗い借ります！」

「…………
 どうぞ」





（や、柔らかかった──だと……!?
 ）





【責任】





「責任を取ってもらいましょうか……っ！
 」

「……うぃ」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが、お手洗いから戻った第一声がこれ……俺の学校生活死んだな。でも、最後に俺じゃ一生触ることのできない『もの』を触ることができたんだし──、

　わが人生に、悔いはない！）

（正直、あれは……ほぼ事故よ。で、でも──たとえ事故とは言っても！　私は
安
 あん
 藤
 どう

 くんに人生で初めて胸を……むむむ、胸を触られたのよ!?
 　これは何かしらの責任を取ってもらわないと、私のこの
嬉
 うれ

 しいような恥ずかしいような、どうしようもない気持ちにケジメを付けられないのよぉおおおおおおおお！
 ）





「朝倉さん、大丈夫……俺も事故とはいえ朝倉さんの──その……ね？　触ってしまったわけだし、男として責任は取るよ！」

「──え？」





（せ、責任って……安藤くん、もしかして！）





「朝倉さん、何でも言ってください！　今回の責任を取って、俺！

　朝倉さんの言うこと何でも聞きます！」





（えええええええええええええええええええええええ！
 ）





「あああ、安藤くん……今『何でも』って、言った？」

「はい！　男に二言はありません！　朝倉さんが今回の事故を許してくれるなら……俺は何でも喜んで朝倉さんの言うことを聞きます！」

「な、何でも……！」





（どどど、どうしましょう！　何でもってことは……つまり『何でも』よね！

　キャァア──ッ！
 　安藤くんが『何でも』私の言うことを聞いてくれる……あ、あんなことや……こここ、こんなことでもいいの!?
 　ほ、本当に!?
 ）





「安藤くん……ほ、本当に『何でも』言っていいのかしら？」

「うん」





（さぁ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。一体どんな命令を出してくる……？　やっぱり胸を触ったんだからそれなりのことは言ってくるよな？

『私の気がすむまで殴らせなさい！』

　とか、ならマシだけど……

『
安
 あん
 藤
 どう

 くんは学校にいる間はラノベを読むの禁止ね？』

　なんて、言われたら俺は学校で衰弱死する自信ある……それとも──、

『慰謝料として『スレ●ヤーズ』の全巻セットを新品で買ってもらおうかしら？』

　なら、俺の貯金が死ぬ！　でも、たとえ何を言われても俺は責任を取らなきゃいけないんだ……だって、だって！　俺はそれ以上に『価値』のあるものを触ってしまったんだから！　そう『朝倉さんのおっぱい』なんて、全男子の求めて
止
 や

 まぬ『
桃
 とう
 源
 げん
 郷
 きよう

 』じゃん！）

（んななな『ナンデモ？』『なんでも』『何でも！』何でも言うこと聞くって言うけど……そもそも、安藤くんは私の粗末な胸を触っただけだし、そんな『何でも』なんて言っていいのかしら……？　でも、この際だし少し欲を言うなら──

『
罰
 ばつ

 として明日は私を家まで迎えに来なさい！』

　とか、言っちゃっていいのよね!?
 　でも、少し欲張りすぎかしら？　やっぱり、家まで来てもらうのもかわいそうよね……あ、じゃあ！

『罰として明日は私と一緒に下校しなさい！』

　なんて、どうかしら？　でもでも、それより～……

『明日は二人でお昼を食べるわよ！　も、もちろん……これはただの罰なんだから!?
 』

　そ、それなら！

『じゃあ……罰として、優しく頭を
撫
 な

 でて……』

　──って、キャァア────ッ！
 　そんなこと言えるわけないじゃない！）





「うぅ～……
 なんでも……ナンデモぉ～……
 」

「…………
 」





（なんだろう……。朝倉さん、さっきから難しい顔したりモジモジしたりしてるけど──そ、そんなに恐ろしい命令するつもりなのか!?
 ）





「決めたわ！」

「お金なら用意します……だから！　せ、せめて家族だけは……」

「……
貴方
 あなた

 は私を盗賊かゴブリンだとでも思っているのかしら？」





（やっぱり、ここは正直に一番私が欲しいものを言うわ！）





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、私が数学のテストで『１００点』を取ったら『ご
褒
 ほう
 美
 び

 』を用意しなさい！」

「……え？」

「あ、あれ？　ちょっと聞こえなかったの？　ご、ご褒美よ！　ご褒美！　私が数学のテストで『１００点』を取ったら、安藤くんはご褒美を私に用意しなきゃいけないの！　もちろん、ご褒美は安藤くんが一人で選ばなきゃダメなんだからね？　委員長とかに選んでもらうのは無しよ？」

「…………
 」





（ゴホウビ……？）

（安藤くん、固まっちゃったわね……やっぱり、私なんかの胸を触られたくらいで、少し欲張りすぎたかしら？）





「え、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……ご褒美って、それだけ？　本当にそれだけでいいの？」

「もちろんよ！」

「でも、それって……朝倉さんがテストで『１００点』を取らなきゃ意味ないよね？」





（そうしたら俺の謝罪の意味も──）





「何を言ってるのよ。だからこそ、意味があるんじゃない？」

「──え？」

「だって、安藤くんはその……わ、私の胸を触ったのを悪いと思っているの……よね？」

「も、もちろん！」

「それで、謝罪したいと思うのよね？」

「もちろんです！」

「なら、安藤くんは私に謝罪の『ご褒美』を与えるために、私が『１００点』を取れるようにしっかり、勉強を教えなきゃいけないでしょ？　そして、私は『１００点』をとれば安藤くんから、ご褒美がもらえるから、より勉強にやる気が出るわね！　あぁ、安藤くんは私に一体どんなご褒美をくれるのかしら？　今から楽しみすぎて仕方ないわね～？」

「朝倉さん……」





（そうか、朝倉さんは俺を責めないつもりなんだ。だから、そんなことを……）





「……うん、そうだね。じゃあ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんも数学を頑張らなきゃね」

「ええ、もちろんよ！」





（フフフ……私ったら完璧ね！　この約束を取りつけることにより、私のテストへの意気込みは最高！　さらに、
安
 あん
 藤
 どう

 くんの『ご
褒
 ほう
 美
 び

 』はあえて内容を安藤くんに決めさせることでワクワクが二倍……いや、三十倍！　しかも、もらえるのはただの『ご褒美』じゃないわ！　私がもらうのは──安藤くんが頑張った私の
為
 ため

 に！　私のことを
想
 おも

 って！　選んでくれた！　彼の心がこもった『ご褒美』なのよ！

　ハーッハッハッハ！　これは数学のテスト勝ったも同然ね！

　勝ったわね！　ガーハッハッハッハ！）





【知りたい】





「安藤くん、そろそろ休憩にしましょうか？」

「ああ、そうだね。何だかんだでもう一時間以上は勉強してるのか……。授業以外でこんなに勉強したの初めてだよ」

「だから、安藤くんは数学以外の点数が低いのよ。むしろ、普段は勉強しないの？」

「勉強してる暇があったらラノベ読んでるからね！」

「安藤くん……」





（その気持ち……すごく分かるわ！　でも、ちゃんと勉強している私が満点を取れないのに、勉強をしてない安藤くんが満点を取っているのは納得がいかないわね……）





「じゃあ、勉強をしないなら宿題はいつやるの？　そもそも、普段から勉強をしないのに、何で数学は満点を取れるのよ？」

「ん、宿題？　宿題なら数学だけはやっているよ。授業中にね」

「え！　授業中に終わらせてるの!?
 　それで、何で他の教科はダメダメなのよ……」

「いや～、俺って暗記とか苦手だから」

「数学も暗記でしょ！」

「いやいや、数学は『計算』だよ」

「そう……なの？　でも、
安
 あん
 藤
 どう

 くんって、ラノベは読むのに国語も苦手じゃない？」

「あはは……文章問題は得意なんだけど、漢字とか古文とかが苦手で……」

「ウフフ、そうなのね♪」





（安藤くんって今までラノベ読んでたから文系なのかと思ってたけど、意外と理数系だったのね。眺めているだけだったあの頃じゃ、こんなこと思いもしなかったわ。はぁ、前はただ安藤くんとラノベの話がしたいって思っていただけだったけど……今は──）





「……もっと、安藤くんのことが知りたいわ」

「え!?
 」

「──へ！」





（今、何て言った!?
 　俺のことが知りたい？　どうして……もしかして──っ！
 ）

（わ、私ったら……何でこんなことを──あ、安藤くんに聞こえちゃったわよね!?
 ）





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、今のは……」

「ち、違うのよ!?
 　ああ、安藤くん！　今のは──」





『ただいまぁー。帰ったよぉ～』





「「──ッ!?

 」」





（この声は──え、もうそんな時間か！）

（え？　誰か帰ってきたの!?
 　も、もしかして……安藤くんのお母さ──）





『──って、あれ？　ねぇ、玄関に知らない靴があるけど、誰か来てるのー？』





「あ、安藤くん！　誰か帰って来たみたいだけど……安藤くんのご両親かしら？」

「いや、この時間に帰ってくるのは──おそらく、妹だと思う……」

「え、安藤くんの──妹!?
 」





【妹】





「ああ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんって……妹がいたの!?
 」

「あぁ……うん、一つ下で同じ学校の一年だよ。テニス部だから、帰りがいつも部活の後でこれくらいなんだ」





『おにーちゃーん？　
何
 ど
 処
 こ

 ー？　いないのー？』





「いるぞー！　すまん、クラスの
友
 とも
 達
 だち

 と一緒にテスト勉強でリビング使ってる！」

「はぅ!?
 」





（と、友達っ！　今……安藤くん、私を『友達』って言ったわよね!?
 　たとえとっさに出た言葉だとしても、安藤くんに『友達』って言われると
嬉
 うれ

 しくなっちゃう……っ！
 ）

（……正直、俺なんかが
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんを『友達』って、言うのはどうかと思うけど……もう互いの家に行っているくらいだし、こんな時くらいは『友達』って言っても──）





「「うぅ……」」

（（と、友達……））





『はぁー？　お兄ちゃん、
嘘
 うそ

 が
下
 へ
 手
 た

 すぎだよ。お兄ちゃんが勉強とかありえないし……そもそも、お兄ちゃんに友達って時点でダウトだよねー？』





「…………
 」

「ブホッ！」





（い、いけない。思わず
噴
 ふき
 出
 だ

 しちゃった……。うぅ～、足音が段々と部屋に近づいてるわ……つまり、妹さんがそろそろこの部屋に現れる!?


　みみみ、未来のお
義
 ね
 姉
 え

 さんとして、ちゃんと
挨
 あい
 拶
 さつ

 できるかしら!?
 ）





「お兄ちゃん、やっと見つけたー！　もう、友達って一体誰の──こ……と？」

「こ、こんにちは……。その──安藤くんのお友達の朝倉です……」





（この子が安藤くんの妹さん……？　安藤くんとは正反対で明るそうな子ね。大きなリボンが短い髪にとっても似合ってるわ。そして、何より──安藤くんの妹とは思えないくらい
可愛
 かわい

 い子じゃない！）





「──って、あああ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 先輩!?
 　え！　お、お兄ちゃんこれどう言うこと！　何で朝倉先輩が家に？　お、お兄ちゃんの
友
 とも
 達
 だち

 って──はっ！　ま、まさか……ゆ、誘拐……？」

「……ねぇ、お前の中の俺って、誘拐しないと朝倉さんを家に呼べない男だと思うの？」

「──え？　お兄ちゃんに、朝倉先輩を家に呼ぶ度胸があるの……？」

「…………
 確かに」

「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、そこは否定して！」





（そうか。よく考えたら、朝倉さんが俺の家にいるって……普通ならありえないもんな。前に朝倉さんの家に行ったせいか……俺の感覚マヒしてきてるな……）





「てか……朝倉先輩って言ってたけど、何で朝倉さんのこと知っているの？　お前って朝倉さんと知り合いだっけ？」

「はぁー？　これだから、お兄ちゃんは『ぼっち』なんだよ……。ねぇ、お兄ちゃん？　朝倉先輩って言ったら、ウチの学校で知らない人はいないからね？　むしろ、私からしたら、お兄ちゃんが朝倉先輩と一緒にいることの方が謎なんだけど？　ねぇ、お兄ちゃんの友達って本当に朝倉先輩なの？　妄想じゃなくて？」

「お前にはこの目の前にいる朝倉さんが、俺の作り出した妄想に見えるのか……？」

「わ、私は妄想じゃないわよ？　本物よ！」

「いやいや、ここにいる朝倉先輩を疑っているわけじゃなくてね？　お兄ちゃんが朝倉先輩を『友達』だと思っていることが『妄想』じゃないの？ってことね。ほら、テレビでもあるじゃん『それはあなたの想像上の人物なのでは？』っていうの？」

「おい、
止
 や

 めろ。少し不安になるだろ！」

「安藤くん、不安にならないで！　私
達
 たち

 ちゃんと『友達』よね？　ね!?
 」

「……およ？」





（あれ？　お兄ちゃんに女の子の友達とか、絶対にありえないって思ってたけど……朝倉先輩のこの反応は──え、もしかして？）





「ま、まさかとは思いますが……朝倉先輩って、本当にお兄ちゃんの友達なんですか？」

「え、ええ……」

「お、脅されてるとかじゃなくて!?
 　お金もらってるとかじゃなくて!?
 」

「なぁ、お前……お兄ちゃんをなんだと思っているの？　お兄ちゃんにそんな度胸もお金も無いのは、お前が一番よく知っているだろ？」

「あ、そうか！」

「ちょっと、待って！　これどこからツッコめばいいのかしら!?
 　
安
 あん
 藤
 どう

 くんもちゃんと私を『
友
 とも
 達
 だち

 』って認めてよね！」

「あ、うん……
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、ゴメン。なんか……朝倉さんみたいな美少女が俺の『友達』って言うのが──お、恐れ多くて……」

「──ほなぁっ!?
 　ななな、何を……言ってるのよ！　べ、別に私は安藤くんと『友達』なのを恥ずかしいなんて思わないんだから、勘違いしないでよね!?
 」

「朝倉さん……っ！
 」

「……ふぅーん、なるほどねぇ～」





（ほうほう、これはこれは……最初はありえないと思ったけど、お兄ちゃん意外とやるじゃん！　しかも、これは逃したら絶対に後悔する超大物だよ！）





「ねぇ、お兄ちゃん。何でここで勉強してるの？　勉強するならリビングじゃなくて、お兄ちゃんの部屋ですればいいじゃん！」

「……は、何言ってんの？　朝倉さんは女の子なんだから、俺の部屋とかダメだろ？」

「お、女の……子!?
 」

「はぁ……」





（お兄ちゃんったら、家に呼ぶことはできるのに部屋には呼べないとか……）

（お、女の子！　私、安藤くんに女の子扱いされてるわ！）





「もう、お兄ちゃんのバカ！　アホ！　スカポンタン！　このラノベオタク！」

「ちょっと待て！　何で俺いきなり妹にボロカスに言われてるの!?
 　てか、ラノベは関係ないだろ！」

「これだからお兄ちゃんはいつまでたっても心が『ぼっち』なんだよ！　朝倉先輩だってせっかく家に来たんだから、お兄ちゃんの部屋を見たいに決まってるじゃん！」

「え、そうなの？」

「ふ、ふぁい!?
 　い、妹ちゃん!?
 」





（ダメよ！　そそ、そんなの思っているけど──言えるわけないじゃない！）





「そうですよねー？　朝倉先輩だって……『クラスメイトの部屋』は興味ありますよね？」

「そ、そんな──」





（──ん？　確かに異性ってわけじゃなくても、クラスメイトの部屋って興味があって当たり前じゃないかしら……）





「──ことあるわね！　私、
安
 あん
 藤
 どう

 くんの部屋チョー、見たいわ！」

「でぇえええええ!?

 」

「ほらね、お兄ちゃん？　ほら！　分かったら、さっさとお兄ちゃんの部屋に案内する！」

「お、おう……じゃあ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。俺の部屋……見る？」

「うん！」

「どうぞ、ごゆっくり～♪」

「え、えぇ……。じゃあ、妹ちゃんのお言葉に甘えさせていただくわね……」





（わ、私の気持ち……妹さんにバレては──）

（フフフ、朝倉先輩……お兄ちゃんのこと、
宜
 よろ

 しくお願いしますね♪）

（──うん、あの様子じゃバレてはいないみたいね！）
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【本棚】





「こ、ここが──
安
 あん
 藤
 どう

 くんの部屋……」

「まぁ……見たいって言っても、ラノベくらいしかないよ？」

「ウフフ、本当ね♪　ねぇ、安藤くん。この本棚、ラノベは何冊くらいあるのかしら？」

「うーん、そうだね……本のスペースを空けるために、ちょくちょく処分したりもしてるから、正確にはわからないけど──多分、二百冊くらいはあると思うよ？」

「に、二百冊ぅーっ!?

 　
嘘
 うそ

 ぉ……私なんて、その三分の一も持っていないわよ!?
 」

「……いや、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんだって、十分持ってるでしょ？　それに、朝倉さんは『な●う』で読むのが中心なんだから、紙媒体は手持ちが少ないだけじゃないのかな？」

「……そういえばそうね。でも、安藤くんだって『な●う』は読んでるでしょう？」

「まあね。でも、俺は書籍化してるのはそっちで読んじゃうから。ほら、棚のこの段とか主に『な●う』の作品だし」

「本当だわ！　これは、食べ物がすべて異世界に放り込まれる特性の大食い選手が主人公の『異世界食道』！　そ、それに……こっちは日本の労働基準法から逃げた主人公が異世界に進出して、自分の店で異世界人にブラック企業の教えを実現する『異世界居酒屋タミ』じゃない！　それに、これは日本の薬局で働いていた主人公が異世界
転
 てん
 生
 せい

 し、現代知識を生かした薬屋で市場を独占して成り上がる『異世界ドラッグストア キヨシ』だわ！」

「やっぱり、朝倉さん『な●う』の作品は詳しいね」

「あ、安藤くんだって……結構知ってるじゃない？」

「まぁ、俺は主にランキングに入ってるのとか、書籍化したのしか読んでないからね。あと『な●う』だけじゃなくて、他のラノベも最近は読んでるよ」

「そう言えば、安藤くんって読むラノベのジャンルも広いわよね？」





（言われてみれば──安藤くんの本棚って、段ごとに種類が分けられているのね……。

　上段が『な●う』系かしら？　中段の作品は『文学美少年』『とらかみ』『俺の弟がこんなに美人なわけがない』なるほど……少し昔の大物タイトル系ね。中段より下が最近の作品で──ん？　一番下の段だけ、
何
 な
 故
 ぜ

 か国語辞典がビッシリと……安藤くん、昔はこの辞典をつかってラノベの読めない漢字を調べていたのかしら？）





「安藤くん、この一番下の段の国語辞典は──」

「そそそそ
 、それはただの国語辞典だよ!?
 　昔読めない漢字を調べていただけのなんの変哲もないただの国語辞典だから……とと、とくに面白くもなんともないよ!?
 」

「あら、やっぱりそうなのね。でも、こんなに何個も違う種類をそろえているなんて──」

「そそそ、それは！　ラノベって普通の小説とは違って変に難しい漢字を使っていたりするから！　い、いろんなのを調べられるように、複数の辞書をそろえていただけだよ!?
 」

「ああ、そういうことね！」





（確かに『な●う』の作品でも『漆黒』って書いて『やみ』って読んだり『炎』を『
焔
 ほのお

 』って書いたりするものね！　でも、使っている割には……
綺
 き
 麗
 れい

 すぎるような──？）





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、少し私にも見せてもらっても──」

「あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん!?
 」





（ヤバイ！　その国語辞典の中には──）





「朝倉さん、ちょっとま────っ
 あ！」





（あ……足が滑って──）

（え……安藤──くん？）





「「いったぁーい!!
 」」





（あいったた……焦って動いたせいで足が滑って、朝倉さんを押し倒してしまった……。

　し、しかし！　今回は何とか両手を床に突いたから、朝倉さんの胸に触るなんて事故は回避したぞ！　でも、少しガッカリだぜ……）





「朝倉さん、ゴメンなさい！　い、いきなり倒れちゃって……大丈夫だった？」

「あわわ……」





（わわわ、私ったら、なんで安藤くんに押し倒されて……？　ま、まさか！　この状況は──いわゆる『床ドン！』ってやつではないかしら！　私……彼に『床ドン！』されてるのね！　この後どうなっちゃうの!?
 　もしかして──ダメ！　それはまだ早いわ！　だって胸さえ触られただけなのに……せめて、キスだけでも──）

（…………？
 　朝倉さんは何で目を閉じて口を突き出しているんだろう？　もしかして、頭でも打ったか？　だとしたら早くどかないと！）





「むぅーっ！
 」

「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、ゴメン！　今
退
 ど

 くか──」

「朝倉先輩、飲み物お持ちいたしました──って、ああぁあ！　お兄ちゃん、ナイスゥーじゃない……サイテーっ！　何やってるの!?
 」

「い、妹ぉお!?
 　お前、
何
 な
 故
 ぜ

 こんなタイミングで……いや、違う！　これは──」





（なにぃいいい!?
 　このタイミングで妹の登場だと！　この状況はヤバイ！）





「お……お兄ちゃんの変態！　スケベ！　エロガッパ！　このラノベオタクーッ！」

「だから、ラノベオタクは関係ないだろぉおおおおおおおおおお！
 」

「むぅーっ！
 」





（あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん……まだかしら？）





【疑問】





「──以上が、昨日の勉強会の様子だけど……」

「なるほどね……。まぁ、大体は分かったわ」

「……てか、委員長？」

「何かしら？」

「何で、俺は朝倉さんとの勉強会の様子を報告させられているの？」





（朝から図書室に呼び出されて、勉強会の様子を根掘り葉掘り聞かれたからな……）





「だって、勉強会とは言っても安藤くんの家でやったんでしょう？　委員長として、何か間違いが起きていないか確認するのは当たり前じゃない？」





（本音の方はむしろ、間違いが起きてくれた方がいいのだけど……ね）





「でも、事故とはいえ……間違いはあったみたいだけどねぇ……？
 」

「うっ……」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの胸を触ったことか……）





「でも、それって俺が
嘘
 うそ

 の報告してたら意味ないよね？」

「大丈夫よ。ちゃんと、朝倉さんからは昨日の夜に電話で聞いてるから」

「じゃあ、俺の報告いらないじゃん!?
 」

「こういうのは、互いの意見を聞くことが重要なのよ」





（
貴方
 あなた

 
達
 たち

 二人はただでさえ、すれ違ってるんだから……二人が互いをどう思っているのか、こうして二人の意見を聞かないと分かりづらいのよ！　でも、スキンシップでボディタッチはしろと言ったけど──まさか『胸』を触らせるとは……朝倉さんもやるわね！）





「それで、
安
 あん
 藤
 どう

 くんは『事故』とはいえ、朝倉さんの胸を触ってどうだったの？」





（フフフ……これで朝倉さんを安藤くんが『女性』として意識していれば──）





「……正直言って、ドキドキした」

「へぇ……それはやっぱり、朝倉さんが
綺
 き
 麗
 れい

 だから？　まぁ、そうよね？　だって、普通の男子なら朝倉さんほどの美少女なら──」

「それが、分からないんだ……」

「──ん？」





（……な、何ですって？）





「安藤くん、分からないってどう言うこと？」

「ああ、そうだな……なんて説明すればいいんだ？　つまり、俺って『ぼっち』だったから女の子の胸なんか触ったの始めてなんだよ」

「……まぁ、そうでしょうね」

「だから、あの時に俺が朝倉さんの胸を触って感じた『ドキドキ』って、気持ちは──『朝倉さん』個人にドキドキしたのか？　それとも『おっぱいを触った』って体験にドキドキしたのか……？　それが、どっちの『ドキドキ』か分からないんだ……。なぁ、委員長！　俺のこの気持ちは朝倉さんに対する『恋』なのかな……？　それとも、ただの『性欲』なのか？　どっちだと思う!?
 」

「死ねばいいと思うわ」





（ま、まさか……
安
 あん
 藤
 どう

 くんが『恋』と『性欲』の違いが分からないほど、ぼっちをこじらせていたとは予想外だわね……。でも、少しとはいえ、安藤くんは
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんへの『好意』を自覚しかけているはず……なら、どうにかしてそれを分からせれば──）





「はぁ、仕方ないわね……」

「委員長？」

「安藤くんって……わたしのことは異性として『好き』じゃないわよね？」

「……はぁ、何言ってんの？　当たり前じゃん。委員長って、自意識過剰なの？」

「な、殴っていいかしら……？」

「何で!?
 　委員長が聞いたんじゃん！」

「……まぁ、いいわ。なら、安藤くん。わたしの『胸』を触りなさい！」





「な…………
 なにぃいい──っ!?

 」





【浮気】





「委員長！　──む、胸を触れってどう言うことだよ！」

「言い方が悪かったわね。もちろん触るフリよ？　実際に触ったらぶっ殺すからね？」

「お、おぉう……だよな」





（アブねぇーっ！
 　触るフリかよ。思わず速攻で触ってしまう所だったぜ……。だって、委員長の胸って……結構、デカいんですよ!?
 ）





「……でも、何でそんなマネを？」

「安藤くんの気持ちを確かめるためよ。こう見えても、わたしって結構胸はあるのよ？」

「あぁ……そう……」





（見れば分かるよ！　それ……多分『Ｄ』はあるよね？）





「まぁ『Ｄ』はあるわね。
因
 ちな

 みに、朝倉さんの胸は……どう見ても『Ａ』よね？」

「……うん」





（そうだな……悲しきかな、天は二物を与えなかった……）





「だから、マネだけでも
安
 あん
 藤
 どう

 くんがわたしの胸を触ることで、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの胸を触った時の気持ちとの『違い』を認識するのよ。もし、わたしの胸を触ろうとして、昨日と同じようにドキドキしたら、それはただ安藤くんがスケベなだけ。でも、朝倉さんより大きい胸を触ろうとして、昨日よりもドキドキしなかったら……それは安藤くんが朝倉さんを『好き』だから──朝倉さんの胸を触る方が『ドキドキした』って、ことにならないかしら？」

「……て、天才かよ！」

「じゃあ、分かったら早速始めましょうか」

「お、おう……じゃあ、行くぞ？」

「どうぞ……本当に触ったら、ぶっ殺すからね？」





（触るフリだ。触るフリ……す、少しくらいなら──って、駄目だ！　殺される！）

（まぁ……安藤くんなら、間違っても触るなんてことはしないと信じているけどね？　だって『ぼっち』の彼にそんな度胸あるはずがないわ）





「い、いくぞ……」

「ええ……」





（何かこの状況……わたしまで『ドキドキ』して──）

（委員長のおっぱいが、こんな目の前に……そうか！

　この『ドキドキ』はまさしく──）









「……ぁぁ……
 
安
 あん

 ──
藤
 ど

 ぉ…………
 くぅ[image: ]
 [image: ]
 ……ん──？

　──ぃ、一体……何を～……？
 　しているの……かしら～？」





「「ヒィイーッ!?
 」」





（な、何でこんなタイミングで──）

（朝倉さんがいるんだよぉおおおおお！
 ）

[image: ]






【おっぱい】





「さて、説明してもらえるかしら？」

「……はい」





（俺は何で正座をさせられているんだろう……？　くっそぉ……
元
 げん
 凶
 きよう

 の委員長は──

『
安
 あん
 藤
 どう

 くん、ここは
貴方
 あなた

 に任せて、わたしは先に行くわ！　わたしのことは気にしないで大丈夫よ……。だから、わたしも貴方のことは気にしないわ！　アデューよ！』

　──って、言って消えちゃったし……あのクッソアマァア！）

（安藤くんったら！　わわ、私の胸を触っておいて……まま、まさか──委員長の胸も触ろうとするなんて……っ！
 　良い度胸してるじゃない？　浮気は極刑よっ!!
 ）





「……さて、一体何をしていたのかしら？　私には安藤くんが委員長の胸を──」

「あ、あれは──確かめていただけなんです……」

「確かめる……？　何をよ」

「それは──」





（くっ！　な、何て言えばいいんだ……？　本当のことなんて言えるわけないし……そうだ！）





「委員長の大きいおっぱいの方がドキドキするか、それを確かめて──」

「し、死にたいのね……？」

「ひぃいい！　ご、ごめんなさい！」





（なな、何だ？　何で正直に話したのに、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんはこんなにキレてんだよ!?
 ）

（ムキィイイーッ！　
安
 あん
 藤
 どう

 くんったら……何よ！　やっぱり、胸の大きい子が好きなのね！　私の胸を触ったくせに……っ！
 　私の胸は控えめだから『ドキドキ』しなかったって、言うのかしら!?
 ）





「ふぅーん、そう……安藤くんは随分と大きいおっぱいが好きなのねぇ～？　フン！　どうせ、私のおっぱいは小さいですよ！　ええ、触ったからわかるでしょう？　さぞかし、委員長と比べて……ガッカリしたわよねっ!?
 」

「──へ？」





（し、しまったぁああああああああああああああ！
 　そうか！　俺のさっきの発言は朝倉さんにとって『や～い貧乳！』って、意味に聞こえたのか！　これはヤバイ……っ！
 ）





「あ、朝倉さん違うんだ！　あ、アレは──」





（俺が委員長の胸に触ろうとした時、確かに『ドキドキ』はした。だけど、あれは俺が朝倉さんに抱いた『ドキドキ』とは明らかに違った！　だって、今も別の意味で『ドキドキ』してるもん……。だからこそ、俺は気づいた！

　朝倉さんの胸を触ってドキドキしたのは、ただ『おっぱいを触ったから』ではない──俺はあの時『おっぱい』を触って『朝倉さん』という美少女が手を伸ばせば触れられる場所にいたって気付いたんだ！

　だから、俺は──）





「何よ!?
 　まだ言い訳を続けるつもり？　べ、別に、私は胸の大きさなんて──」

「俺は朝倉さんの『おっぱい』が大好きだ！」





「──ふぇ？　……あ、安藤くん!?
 」





（い、今なんて──
安
 あん
 藤
 どう

 くんが……私のおっぱいをす、すす、好き!?
 　おおお、おっぱいって──胸は体の一部……よね？　ならば、その体は私自身の一部……って、言うことは『おっぱい＝私』『私＝おっぱい』の理論が当てはまり、さっきの安藤くんの言葉は──『俺は
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが大好きだ！』と言っても、過言ではないんじゃないかしら!?
 ）





「あ……いや！　い、今のはちょっと言葉が足りなかったというか……」

「──ほ、本当に……私のおっぱいが好きなの？」

「え？　あ……うん」

「ほ、本当に!?
 　大きいおっぱいよりも？　い、委員長のおっぱいよりも！」

「うんうん！」





（な、何だこの質問は？　一体、朝倉さんの頭の中で何が起きているんだ……。しかし、今の俺に言えることは、ただ一つ──）





「──じゃ、じゃあ！　委員長のより、大きいおっぱいと……私のでも、安藤くんは……私のおっぱいの方がす、好き？」

「当たり前さ！　俺が一番好きなのは、朝倉さんの『おっぱい』だよ！」





（俺は──彼女の『おっぱい』を肯定するだけだ！）

（安藤くんが……好き！　私を──『好き』って言ってくれたわ！）





「はにゃぁ～……
 」

「あ、朝倉さん？」

「──ハッ！　し、仕方ないわねぇ……。安藤くん、今回の件は許してあげるわ」

「ほ、本当に！」

「ええ、でも──一つだけ条件があるわ！」

「条件……き、聞く！　何でも聞きます！」





（朝倉さんが許してくれるなら、条件の一つや二つ、いや何個でも飲むぜ！）





「条件は──『私以外のおっぱいを触るの禁止』よ！」

「……え」





（な、なん……だっ──て……？）





「な、何よ？　まさか、嫌……なのかしら？」

「まさか！　それより、何で
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがそんな条件を出したのかと思って……」

「──んな！　分からないの!?
 　
安
 あん
 藤
 どう

 くん、
貴方
 あなた

 は私のおっぱいを触ったわよね？　だから……これはその責任よ！」

「……責任？」

「そう！　私は誰かにそうやすやすと体を……ま、ましてや──『おっぱい』を触らせるような女じゃないのよ！　なのに、私の『おっぱい』を触った安藤くんが、学校でホイホイ他の女の『おっぱい』を触ってたら、私の『おっぱいの価値』が下がるじゃない！」





（た、確かに……！）





「だから、安藤くんは私の『おっぱい』を触った責任として、私のおっぱいの『価値』を守る
為
 ため

 に、軽々と他の女の『おっぱい』を触ったらダメなのよ！」

「そ、そう言うことか……」





（……でも、だからと言って、代わりに朝倉さんが、おっぱいを触らせてくれるわけでもないだろ？　つまり、俺はもう一生『おっぱい』を触ることができないんじゃ……？
 ）





「それに……安藤くんは私の『おっぱい』が──す、好きなんでしょう？　なら、一番好きな私の『おっぱい』を触ったんだから、他の『おっぱい』なんていらないでしょ！」

「お、
仰
 おつしや

 るとおりで……ございます……っ！
 」





（あ、朝倉さん……っ！
 　それは違う……違うんだ！　この世に──不必要なおっぱいはないんだぁあああああああああああああ!!

 ）





「いい？　や、約束なんだからね！」

「はい……」









「………………
 」





（心配になって戻ってきたけど……あの二人、何で付き合ってないのかしら？）





【１００点】





「さて、無事に中間テストも終わって答案も返って来たことだし……この図書室で、二人のテストの点数を発表するわよ！」

「「はーい、委員長！」」





（……何で委員長が仕切っているんだろう？　まぁ、いいか）





「
因
 ちな

 みに、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんがテストで満点を取った場合は、
安
 あん
 藤
 どう

 くんからご
褒
 ほう
 美
 び

 があるわ！」

「──っ!?

 」

「ご、ご褒美！」





（安藤くんの……ご褒美）

（やべぇ……ご褒美のこと完全に忘れてた！　……ぎ、牛丼の商品券でもいいかな？）





「じゃあ、二人とも『数学』の点数を発表して頂戴！」

「『98
 点』よ」

「『１００点』」





（──ん、朝倉さん……今、何て？）





「へ？」

「あ、朝倉さん……？」

「……二人とも、ごめんなさい」





（安藤くんのご褒美……欲しかったな）





「私……『１００点』取れなかったのよ……」

「そんな……朝倉さん。じゃあ、何でわたしが、結果発表で安藤くんを
晒
 さら

 し
者
 もの

 にするわよ！って、言った時にそれを教えてくれなかったの……？」

「オイ、委員長ちょっと待て！」

「委員長や安藤くんには、テスト勉強でお世話になったから言い出せなくて……、

　本当にごめんなさい！」

「…………
 」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが今回のテストで『１００点』を取れなかった？　そんなバカな……。今回のテストはそんなに難しくなかったはず……テストに出た範囲も俺の予想と同じだったし、勉強会でもテスト範囲は完璧な仕上がりだった……）





「ねぇ、朝倉さん。良かったらそのテストを見せてくれないかな？　
何
 ど
 処
 こ

 を間違ったのか知りたいんだ」

「え、ええ……これよ」

「ちょっと
安
 あん
 藤
 どう

 くん、そんな……朝倉さんが気にするでしょ！」

「委員長いいのよ……」

「でも！」

「うーん……」





（これは──）





「朝倉さん、間違ったのってこの問題？」

「ええ」

「これは……最後の文章問題？　でも、答えには『○』が──って、式に『×』が付いて減点されてるわ!?
 」

「そうなのよ……。最後の問題で途中式の一部を書き間違えて……でも、答えは正解だから、式だけ減点されちゃったの……」

「そういえば、数学は最後の文章問題だけは式も含めての回答だったわよね。点数配分も式と答えで分かれるから、式が間違ってると減点されるのよね……」

「だから『98
 点』か」





（でも、これって……朝倉さんのことだから──）





「安藤くん、せっかく勉強を見てくれたのに本当にゴメンなさいね……？」

「朝倉さん、頑張ったね」

「え!?
 」





（な、何!?
 　安藤くんが急に私の頭を
撫
 な

 でて……）





「俺、分かるよ。この途中式はただの書き間違いだよね？　頭ではちゃんと計算してるのに、前の式の符号の変化を書き忘れていたんだ。だから、前の式でマイナスを式にかけているのに、符号が変わっていない。でも、普通はそれで答えも変わっちゃうけど、ちゃんと答えがあっているってことは、頭の中で正しく計算できていた証拠だよ。

　きっと、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんって文章問題に時間が掛かるタイプなんだね。だから、焦って式を書き間違えちゃったんだ。

　でも……俺はこれを見て『１００点』を取れなかった、と言うより……むしろ、よく『98
 点』を取れたって思うよ？　だって、時間がない中で式を書き間違っても、ちゃんと問題を解いて正しい答えを導き出したんだからね」

「で、でも……私は『１００点』を取れてないわ……」





（それでも、
安
 あん
 藤
 どう

 くんは……私を怒らないの？　『１００点』を取れなかったのに、私に幻滅しないの？）





「はぁ……何言っているのかな？　朝倉さんって、俺よりも頭が良いのに……バカだよね」

「バ、バカァーッ!?

 」





（な、何ですって！　安藤くんったら、落ち込んでいる美少女になんてことを──）





「いい、朝倉さん？　テストっていうのは、点数をもらうことに価値なんてないんだよ。大事なのは、学んだ内容をちゃんと自分の知識にしているか『確認』をすることなんだ。だから、そんな紙切れの『数字』なんて気にしなくていい……。だって、朝倉さんは今回のテストで最後まで分からなかった問題はなかったでしょ？」

「う、うん……」

「なら、大丈夫さ。今回のテストで朝倉さんは授業で習ったことを、自分の知識になったって『確認』できたんだ。途中式の書き間違いなんて、先生のくだらないイチャモンだと思えばいいよ。だいたい、途中式なんて書くだけ時間の無駄だってことが今回のテストで証明されたと言っても過言じゃないよね？　うん、朝倉さんは十分に頑張ったよ！」

「安藤くん……」





（安藤くんの手、優しい……。頭を
撫
 な

 でられる度に胸の奥が『ぽわぽわ』してくるわ）





「朝倉さん、こんな俺の言葉じゃ、励ましにもならないかもしれないけど……もし、それでも朝倉さんが今回のテストの点を気にするなら、これでどうかな？」

「え！」

「
安
 あん
 藤
 どう

 くん!?
 　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんのテストに何を書いて……ああ！」





（安藤くんが、私のテストの点数を満点に書き直して──）





「ほら、これでこのテストは『１００点』だ！　誰がなんと言おうと、このテストは『１００点』満点だって俺が認める。満点を取った俺が言うんだから間違いないよ！　もし、それでも文句を言う
奴
 やつ

 がいたら、先生だろうと俺がぶっ飛ばしてやる！」

「安藤くん……私、
嬉
 うれ

 しいわ！　人生で初めての満点よ！」





（安藤くん……やっぱり、私は
貴方
 あなた

 が──大好き！）

（良かった……。朝倉さん、元気になったみたいだな）









「…………
 」





（
何
 な
 故
 ぜ

 かしら……良い話のはずなのに、二人の成績を比べたら──）





　朝倉さん　学年順位、総合『１位』

　安藤くん　学年順位、総合『１００位』





（安藤くん……貴方、数学以外の教科、ほぼ赤点ギリギリじゃない……）





【ご
褒
 ほう
 美
 び

 】





「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、良かったわね。
安
 あん
 藤
 どう

 くんから満点がもらえて」

「ええ、私
嬉
 うれ

 しいわ！」

「俺ごときの満点でそんなに嬉しいかな……」





（でも、これで朝倉さんが笑顔になるなら──）





「だって、もらえないと思っていた安藤くんの『ご褒美』がもらえるんですもの！」

「あ……」





（し、しまったぁああああああああ！
 　そうだ！　俺、朝倉さんが満点取ったらご褒美をあげなきゃいけないんじゃん！　すっかり忘れてたよ……。何もしなければご褒美はいらないはずだったのに、何してんの俺！　くっ……これだったら満点じゃなくて──、

『あ～惜しかったね。仕方ないから、おまけで「99
 点」にしてあげるよ♪』

　とか、言えばよかった！）





「あ、安藤くん……今『あ』って言ったけど……まさか──」

「え、安藤くんの『ご褒美』無い……の？」





（や、ヤバイ！　委員長が俺の動揺を見て『ご褒美』が無いことに気づきやがった！　しかも、朝倉さん俺なんかの『ご褒美』が無いだけでそこまでガッカリする!?
 ）





「違う違う違う！　た、確かに『ご褒美』は無いけど……
直
 す

 ぐに用意するから！」

「それはどう言うことなの？　わたしは正直に言った方が良いと思うわよ？」

「安藤くん、私もそんなに期待していたわけじゃないから……無くてもいいわよ」

「あ、朝倉さん……」





（朝倉さん！　なんて優しい人なんだ！）

（本当は安藤くんの『ご褒美』……チョー欲しいわ！　で、でも、安藤くんがくれた言葉は私の中ではもう『ご褒美』みたいなものだし……だから、今回はそれで許してあげてもいいんだからね!?
 ）

（──でも、ダメだ！　俺は満点を取ったら『ご褒美』をあげるって約束したんだ！　それに、満点を取ったと認めたのは俺なんだし、ちゃんと朝倉さんが喜ぶ『ご褒美』を俺は彼女にあげたい！　……でも、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが喜ぶ『ご
褒
 ほう
 美
 び

 』って何だ？　例えば、俺が朝倉さんからもらって
嬉
 うれ

 しい『ご褒美』だと──、


①頬にキッス！

②一緒にお互いの好きそうなラノベを読む

③ご褒美は　ワ・タ・シ♪



　──って、アホかぁあああああああああああああああああ！
 　それ、朝倉さんがもらっても嬉しいわけないじゃん！　あの学校で一番の美少女である朝倉さんが『ぼっち』の俺から『頬にキス』とか『一緒にラノベを朗読』とか『ご褒美は　俺・ダ・ヨ♪』とかで喜ぶわけないだろ！　こ、こうなったら──）





「ごめんなさい！　俺、朝倉さんが喜ぶ『ご褒美』用意できませんでした！」





（最終手段、土下座！）





「ちょ！　あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん!?
 　いきなり土下座なんてしないで！　別に……私はご褒美が無くてもいいのよ？　だって、私には……安藤くんがくれたこのテストが一番の『ご褒美』だもの♪」

「朝倉さん……」





（なんて優しいんだ！　俺の採点したテストなんて、大した価値もないのに……！　それを『ご褒美』だなんて──）





「まぁ、そんなことだとは思っていたわよ……フフフ、安藤くん？　このとっーても、優しいわたしが、
貴方
 あなた

 に良い提案を授けてあげるわ！」

「良い提案……？」

「そうよ！　安藤くんが『ご褒美』を用意できなかったのは、朝倉さんに何をあげれば良いか、分からなかったせいでしょう？」

「委員長、お前よく分かるな……ああ、そうだよ」

「なら、安藤くんがあげる『ご褒美』を、朝倉さんに選んでもらえばいいのよ！」

「……ほう？」

「いい、考えてもみなさい。そもそも、朝倉さんが喜ぶようなプレゼントを『ぼっち』の安藤くんが選べると思ってることが間違いなの！」

「た、確かに……っ!?

 」

「えええええ！
 　安藤くん!?
 」





（認めないで
安
 あん
 藤
 どう

 くん！　私は安藤くんが選んだ『ご
褒
 ほう
 美
 び

 』なら何でも喜べるわよ！）





「それに、明日からは学校も休みなんだし……この際、二人で一緒に街を回りながら、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが好きそうな物を見つけてプレゼントすればいいんじゃないかしら？」

「おおお！　委員長それ採用！　朝倉さんもそれでいい？」

「え？　あ……う、うん。いいけど──」

「じゃあ、安藤くん。それなら、場所は駅前がいいと思うわよ！」

「オッケー、曜日と時間は？」

「当然、日曜日。お昼の十二時でしょう！」

「何が当然なのかわからないけど、了解！」

「えーと……」





（安藤くん、それって……普通は『デート』って言うんじゃないのかしら？

　はぅ!?
 　ってことは──私、安藤くんとデートするのぉおおおおおおおお！
 ）





第四章

【服を選ぶならこんな風に】





「お兄ちゃん……それって、デートって言うんだよ」

「デート？　何それ、戦争の間違いじゃね？」





（家で今日の出来事を妹に話したら、なにやら妹がアホなことを言い出した件……）





「いやいや！　アホなのはお兄ちゃんの方だよ！　いい？　よーく、考えてね……。休日に仲の良い男女が街へ出て、女性にプレゼントを買う行為をなんて言うでしょう？」





（うーん──）





「……完全に『デート』じゃねえか」

「だから、私さっきからそう言ってるじゃん！」

「ヤベエ！　マジでデートだ!?
 　何で朝倉さんはこれをオッケーしちゃったの！　いや、待て……委員長だ！　委員長もいるぞ！　この話をしたのは、そもそも委員長だから！　明日は俺と
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんだけじゃなく、委員長もいるはずだぞ！」

「……ねぇ、お兄ちゃん。その委員長って人はその話をした時に、お兄ちゃんと朝倉先輩の二人で行けとか言ってなかった？」

「……え？」





（確か──）





『──この際、二人で一緒に街を回りながら──』





「うん、言ってた……」

「お兄ちゃんのバカ！」

「どうしよう！　いきなり、明日デートって言われても何をしたらいいんだよ！」

「…………
 」





（多分、その時の朝倉さんも、お兄ちゃんと同じ気持ちだったと思うよ……？）





「とりあえず、お兄ちゃんは今から服を買いに行くべきじゃないかな？」

「服？　は？　何で？　妹よ……
流石
 さすが

 にお兄ちゃんでも私服くらいは持ってるぞ？」

「はぁ……お兄ちゃん。悪いけど、休日にお兄ちゃんが着てる全身真っ黒のシャツとズボンは『服』とは言えないからね？」

「俺がいつも休日に来てたの『服』のカテゴリーに入ってないの!?
 　じゃあ、俺は今まで何を着て外歩いてたんだよ！」

「うーん、ただの『布切れ』じゃないかな？」

「実の妹に、普段のコーディネートを遠まわしに『ゴミ』って言われた!?
 」

「いや、だって……」





（実際にお兄ちゃんのファッションセンスって『ゴミ』だからね？）





「それに、いくらお兄ちゃんのファッションがゴミでよくても、明日は朝倉先輩と出かけるんでしょ？　なのに、お兄ちゃんは朝倉先輩を原始人と一緒に歩かせて平気なわけ？」

「あれ？　もしかして俺、実の妹に『原始人』扱いされてる？　俺の服のセンスは縄文土器にも劣るの……？」





（しかし、妹の言い分も一理あるな……。確かに、明日一緒に出かけるのは『学校一の美少女』だ。その
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの隣にいつもの休日の格好をした俺を並ばせると──

　あ、ダメだこれ。死にたくなる……。今更だけど、やっと事態のヤバさに気付いたぞ！　このままだと俺、デートに着て行く『服』がないじゃん！　しかし、妹なら、それでも妹なら！　俺に朝倉さんと並んでも恥ずかしくないコーディネートをしてくれるはず！）





「妹よ！　お願いします！　この原始人の兄貴にどうか現代人のファッションをコーディネートしてください！」

「はぁ……仕方ないな～、本当にお兄ちゃんは仕方ないなぁ……。

　あーあ、仕方ないから、嫌だし面倒だけど……『妹』だから！　お兄ちゃんの『妹』だから！　仕方なくだけど……一緒に服を選んであげるよ～♪」





（にゃは！　久しぶりに、お兄ちゃんとお出かけ……もう、仕方ないなぁ～♪）





「ありがとうございます！　やはり持つべきものは頼りになる『妹様』ですね！」

「
因
 ちな

 みに、お兄ちゃん。予算はいくらあるの？」

「明日の予算も残したいし……五千円くらいで一式そろえられないかな？」

「少なっ！　ウソ、お兄ちゃんなんでそんな予算少ないの!?
 　普通なら服を一式そろえるとしたら一、二万はかかるからね！　お小遣いもそれくらいもらっているでしょ！」

「はぁああ!?
 　
嘘
 うそ

 だろお前！　一、二万とか……俺が一ヶ月に使ってるラノベの購入金額と同じなんだけど!?
 」

「お兄ちゃん、そのお金を少しは服に回そうよ……」

「はぁ～、これだから……」





（妹よ分かってないな……読書ってのは頭の栄養なんだぜ？　だから、本を買う時はお金に糸目は付けちゃいけないのさ！）

（──って、お兄ちゃんのことだから思っているんだろうけど……その頭にたらふく栄養を与えた結果が、今の『ぼっち』のお兄ちゃんなんだよねぇ……。

　はぁ、手遅れになる前に朝倉先輩、お兄ちゃんを引き取ってくれないかなぁ……）





「
先
 ま

 ずは買いに行くお店を選ぶ前に、どんなコーディネートを基準にするかを選ぶから、お兄ちゃんこのメンズモデルの服装から好きなもの選んで」

「なんだよ。いきなりスマホ見せて……ファッションモデルの画像か？　うへぇ……なぁ、妹よ……。お兄ちゃん本当にこの中から選ばないとダメかな？　なんかどれもイケメンしか着ることを許されないイケイケのファッションに見えるんだが……」





（
流石
 さすが

 にぼっちの俺にはこんなイケイケのファッションはイタイだろ？　こっちのスーツ的なファッションは学生の俺が着るには不釣合いだし、もう一つは──何だこれ？　なんで片袖だけ長いの？　え、この服片方の袖だけ破れてるんじゃね？　なんか袖が長い方は鳥の羽っぽく見えるし民族衣装か？　もう一つのは……なんでこれマフラー巻いてんだ!?
 　しかも、ジャケットの肩が超
尖
 とが

 ってる!?
 　それに、履いてる靴もドリルみたいに尖ってるし!?
 　何このファッションは!?
 ）





「な、なぁ……妹よ。これって俺が着ても恥ずかしいだけだと思うんだが？」

「はぁあ？　もう、仕方ないなぁ……。お兄ちゃんに一つ良いことを教えてあげるよ」

「おう、何だ？」

「確かに、ファッションモデルが着ている服を、そのまま着るのはサイコーにダサいよ。でもね？　普段のお兄ちゃんの『私服』よりダサいファッションなんて存在しないから！」

「…………
 マジか」





（この後、妹に言われ『ウニクロ』でマネキンが来ている服をまるごと購入した）





【冷え性】





（デート当日、俺は待ち合わせに遅刻した）





「ヤバイヤバイヤバイよ！　……もう十分も待ち合わせ時間を過ぎてるじゃん！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん怒ってないかな……？　前日にデート用の服とか買うから、準備で思った以上に時間を持っていかれた！　くっそう、等価交換の法則どうなってんのさ！」





（朝倉さんとの待ち合わせは最寄り駅の西口のはず──朝倉さんは……いた！）





「グスン……」





（
安
 あん
 藤
 どう

 くん、来ないわ……。えへへ、私ったらバカよね？　デートが楽しみすぎて、待ち合わせの二時間前に着いちゃうなんて……。流石に早く着きすぎちゃったかしら？　でも、最初は彼が来るのを待つのも楽しかったのよ。

　まだ、待ち合わせ時間にもなっていないのに、駅から人が出て来る度に『安藤くんがいるかも！』って人ごみの中を探したり、待っている間は彼とのデートを想像しながら一人でニヤニヤしちゃってね。ウフフ♪

　そうそう、待ち合わせ時間の三十分くらい前になると『もう、
安
 あん
 藤
 どう

 くんがいつ来てもおかしくないわ！』って思って、待ち合わせは西口って言ったのに、念のためにってわざわざ東口の方も見に行ったりして……。

　それでも、彼が来た時のことを考えると楽しかった。

　でも……待ち合わせ時間を過ぎてから『もしかして、来ないかも……』って、考えが頭をよぎって段々と不安になって──私ってホントにバカ……。

　もしかしたら、安藤くんは私とデートするのが嫌なのかもしれないのに、私ったらそんなことも考えずに自分だけ浮かれちゃって──）





「ゴメン！　
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん！　遅くなった！」

「安藤きゅん!?
 」

「ま、待ったよね……？」

「ぜ、全然待ってにゃいわよ！　むしろ、私も今来たところと言えなくもないわね！」





（本当は
凄
 すご

 く待ったわよ！　安藤くんが現れたらビンタでもしようと思ったけど……
貴方
 あなた

 の顔を見た瞬間に、そんなの全部吹っ飛んでいっちゃったのよぉおおおおおおおお！
 ）





「本当にゴメンね。少し服を準備するのに手間取っちゃって……」

「そ、そうなの……？　実は私も服を選んでたら、時間が過ぎちゃって、丁度今来たところなのよ！　だから、安藤くんがそんなに謝ることなんか……ないんだからね!?
 」





（うぅ～、本当は昨日のうちに服は選んだから、朝は全然余裕だったのだけど……ええ、二時間も前に着くくらい余裕だったわよ!?
 　もう、安藤くんったら……遅刻なんかして来るんだから絶対に許さな──）





「うん……今日の朝倉さんの服、いいね。凄く似合ってるよ。なんか、まるでラノベに出てくるメインヒロインみたいだね？」





（──な、なくもないわね……）





「……そう？　ありがとう……。安藤くんもなかなか良いセンスよね……？　まるで、ライト文芸系のラノベに出てくる主人公みたいで似合ってるわ……」

「そ、そう……かな？　朝倉さんに褒めてもらって
嬉
 うれ

 しいな。実はこれ、今日のために（妹に選んでもらって）買ったんだ」

「え、今日のために!?
 」





（あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん……今日のデートのために服を買ったの！　……つまり、私とのデートをそこまで意識して──）

（いやー、妹に服を選んでもらって、本当によかった……。





『いい、お兄ちゃん？　いくらお兄ちゃんが黒が好きでも全身を真っ黒にしたら、ただの黒子だからね？　コーディネートで黒を使うならあえてシャツは白を使ったり、パンツも真っ黒じゃなくて紺色とかの色にするんだよ。ほら、丁度あそこにいいコーディネートのマネキンがあるからあれと同じなのを買えば？　はぁあ！　恥ずかしくて店員さんに話しかけられない!?
 　もう……本当に、お兄ちゃんは私がいないとダメなんだから……ね♪』





　マジで、あの時は妹に本当助けられたぜ……）





「でも、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。本当に全然待ってない？　俺が朝倉さんを見つけた時は、なんか
俯
 うつむ

 いていたけど……」





（朝倉さんって、待ち合わせに遅刻するイメージとかないんだよな……。むしろ、少し早く来てそうなイメージだ。
流石
 さすが

 に三十分前とかに来るほどではないだろうけど──でも、十分くらい前には待ち合わせ場所で待っていてもおかしくはない……ような気がする）

（安藤くんって、意外と鋭いわね……。仕方ないわ。あまり、彼を責めるつもりはないけど……す、少しは本当のことを話してもいいわよ……ね？）





「じ、実は、少し早く来てたの……」

「うわ！　やっぱり……？　それなのに遅刻とかして本当にゴメンなさい！　で……本当はいつから待ってたの？」

「うへ!?
 　え、えーと──ま、待ち合わせの五分前……よ？」

「五分も前から!?
 」





（やっぱりかぁああああああ！
 　だとしたら、俺は遅刻の分も含めて、十五分間も朝倉さんを待たせてしまったのか……俺はなんて大馬鹿野郎なんだ！）





「……朝倉さん、遅刻のお
詫
 わ

 びとして何か俺に出来ることはないかな？」

「できること？　な、なら──」





（本当は二時間も待ったんだし……す、少しくらいわがまま言っても良いわよね？）





「そ、その……」

「うん？」

「
安
 あん
 藤
 どう

 くん！　わ、私と──て、手を
繋
 つな

 いで……欲しいです……」

「え、それって……恋人つなぎみたいなの!?
 」

「んな!?
 　ちち、違うわよ!?
 　そういう意味じゃなくて……つまり、
貴方
 あなた

 を待っていたら手が冷えちゃったのよ！　だから、私の手が温まるまで、責任を持って！　安藤くんの手で私の手を温める義務があるの！　わ、分かったかしら!?
 」

「え、でも
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん。もう
直
 す

 ぐ六月でそんなに寒くは──」

「私は冷え性なのよ！　いいからさっさと手を出しなさい！」

「は、はい！　や、優しくお願いします……」

「何か、そのセリフは違うんじゃないかしら!?
 」

[image: ]


（あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんの手……）

（あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの手……）





「「…………
 」」





（（温かい……））





「……ん？」





（いや、何で朝倉さんの手も温かいんだよ……）





【デートプラン】





「じゃあ、安藤くんまずは
何
 ど
 処
 こ

 に行きましょうか？」

「うーん、そうだな……」





（確か妹に──、





『どうせ、お兄ちゃんのことだから、デートプランとか考えてないでしょ？　だから、私がお兄ちゃんの代わりにデートプランを考えておいたから、当日はこのプランにしたがって行動してね。くれぐれも、朝倉先輩に失礼のないように！』





　って、言われて渡されたメモ用紙があるから……
先
 ま

 ずは？）





『多分、朝倉先輩は朝は何も食べてないんじゃないかな？　朝倉先輩だから待ち合わせは少し早めに来ていると思うし、最初はまず食事に誘うこと！』





（なるほど……食事か。なら、牛丼だな！　ん？　続きがある……）





『いくらお兄ちゃんでも、
流石
 さすが

 にありえないとは思うけど……くれぐれも、血迷って牛丼屋とかに連れて行かないでね？　相手は女性なんだから、女の人が気兼ねなく入れる食事のできるカフェなんかがオススメだよ♪　待ち合わせ場所の近くに良いカフェがあるから、候補に迷ったらここにエスコートしてあげて！　誘い方は──』





（ふむふむ……妹よありがとう！　完璧なナビだぜ！）

（
安
 あん
 藤
 どう

 くん、何見てるのかしら？　……ハッ！　も、もしかして、今日のデートのために安藤くんがデートプランを考えてきてくれたのかも！　……だとしたら、きっと、事前にプランを確認しているに違いないわ。それなら、私は安藤くんを立てるために、ここは気付かないフリをした方がいいわね！）





「あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん！」

「今日も空が青いわねぇー。あら、安藤くん。何かしら？」

「ここ、この近くに……らら、ランチが！　
美
 お
 味
 い

 しいカフェがあるんだけど……よ、良かったら！　先にそこで食事にしない……かか、かな？」





（……よし！　
上
 う
 手
 ま

 く言えたぞ！）

（安藤くん……何でそんな棒読みみたいな
喋
 しやべ

 り方して──ハッ！　もしかして、緊張してるの!?
 　……フフ、そりゃそうよね？　最近は彼に夢中で忘れてたけど、私って思い出してみれば『学校一の美少女』だわ！　そんな学校一の人気者である私とデートをしているんだから、緊張しないわけないじゃない！　ええ、そうよね？　うん、きっとそうだわ！　だって、この私が今にも心臓がバクバクして顔が緩みまくりそうなのを必死に我慢しているのに、彼が何も気にしてなかったら不公平だもの！

　フフ……でも、あの安藤くんが私を意識してそこまで緊張しているのなら、ここはデキる女として気付かないフリをしてあげるのが正解よね♪）





「わ、わぁあ！　そ、そうなの？　私もお
腹
 なか

 が減ってスカスカだから
嬉
 うれ

 しいワー」





（何とか上手く平常心のまま答えられたわ！　安藤くんにも私が緊張して今にも死にそうなのはバレてないみたいだし、私って意外と演技の才能があるのかもしれないわね♪）

（……何で朝倉さんの話し方が、急にポンコツの大根役者みたいになったんだ……？　いや、朝倉さんがヘンなのはいつものことか……。まぁ、俺が妹のカンペを読んでいるのはバレてなさそうだし、ツッコミは入れないでおこう……）





「……じゃ、じゃあ、行こうか？」

「……そ、そうね」





（さっきから、胸のドキドキが止まらないわ……）

（くそっ、プリキ●アでもないのに胸のドキドキが止まらない……）





「「…………
 」」





（（で、でも……手を
繋
 つな

 いだまま移動するのは──す、すごい緊張する！

　どうか、このドキドキがこの人に……バレませんように！））





【キノコ】





　カランコロ～ン♪





「いらっしゃいませ～♪」

「ここが
安
 あん
 藤
 どう

 くんがオススメのカフェね」

「うん、そうだよ。
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん」





（まぁ、正確には俺の妹がオススメするカフェだけど……妹のモノは兄のモノ、兄のモノは兄のモノって、ことわざがあるくらいだし、俺のオススメでいいよね？）





「えーと、カンペには──ふむふむ……

　あ、朝倉さん！　ここは季節のパスタが楽しめるカフェなんだヨ！　丁度、この時期は三色のパスタを期間限定でやっているから、それがオススメだヨ！」





（よし、何とか妹のカンペどおり、自然に読めたぞ！）

（安藤くんったら、カンペを読んでいるのがバレバレよ……。でも、これは安藤くんが自分で考えてくれたデートのカンペなんだから、気づいてないフリをしてあげないとね♪）





「ヘー、期間限定なのね♪」

「はい！　彼氏さんの
仰
 おつしや

 るとおり、現在当店では期間限定の三色のパスタを販売しております！」

「か、かか──」

「おぅ……」





（この店員さん、俺と
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんをカップルに間違えやがったよ……。いやいや、ちゃんと見てよ？　この
冴
 さ

 えない『ぼっち』の俺と『学校一の美少女』の朝倉さんが普通に考えてカップルなわけないでしょう？　ほら、朝倉さんも俺なんかとカップルに間違えられるのは恥ずかしいのかメチャクチャ顔が赤いし……これすげえ怒ってるよね？）

（──か、彼氏ですって！　この店員さんには私
達
 たち

 って……かかか、カップルに見えているのかしら!?
 　おお、落ち着きなさい私！　私はデキる女……そう、デキる女よ！　こんな言葉で動揺しているようでは、私の気持ちが
安
 あん
 藤
 どう

 くんにバレちゃうわ。ここは動揺せずに普通に対応するのよ！）





「ただいまの時間はランチタイムのサービスもしておりますので『パープルカルボナーラ』『ブルーカルボナーラ』『ピンクカルボナーラ』の三色のパスタの内どれかと、ドリンクのセットがお得です！」

「紫、青、ピンクのパスタって……なんでどれも食欲を減退させるような見た目の色を選んじゃったの……？」





（どれも、正直言って毒々しい色しかしてないんだけど……）





「わ、わぁ！　安藤くん、どのパスタも
美
 お
 味
 い

 しそうな色で迷っちゃうわね！」

「朝倉さん、少し落ち着こうか……？　この見た目の色のパスタが美味しそうに見えるのなら、このまま眼科に直行だからね？」

「は、はぁあ!?
 　安藤くん、何言ってるのかしら!?
 　べ、別に……安藤くんとカップルに間違えられたのが恥ずかしいんじゃなくて──こ、このパスタの色に動揺してただけなんだからね!?
 」

「ご、ゴメン！　俺はてっきり朝倉さんが恥ずかしかったのかと……」

「べ、別に──私は安藤くんとカップルに間違えられたくらいでは……は、恥ずかしがったりなんかしない……わよ？」

「え、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん……」

「──ハッ！　い、いや！　今のは……」





（私ったら……つい告白に近いことを言っちゃった!?
 ）

（朝倉さん、それって──）





「…………
 ご・注・文・は、お決まりでしょうかぁ～？」





（……何、このカップル？　見せ付けてんじゃねぇぞ？　こっちはなぁあ！　昨日カレシにフラれたばっかりなんだよ……。さっさと注文して、爆発しろぉおおお！）





「す、すみません！　じゃあ、俺は『ブルーカルボナーラ』と『アイスコーヒー』で」

「え、えーと……じゃあ、私は『ピンクカルボナーラ』と『アイスティー』のセットで！」

「へーい、かしこまりましたぁ～。少々お待ちくださーい！」





（（な、何か話さないと……））





「「あ、あの──」」





（（まさかのハモった!?
 ））





「な、何かしら？　
安
 あん
 藤
 どう

 くん」

「いやいや、朝倉さんの方こそ……」

「いえいえ、安藤くんの方こそ……」





「「じゃ、じゃあ──」」





（（──って、またハモった!?
 ））





「お待たせいたしましたぁー、こちらご注文の品でーす」





（何やってんだ？　このバカップル……チッ！）





「あ、安藤くん！　パスタが来たわよ！　さっそく食べましょう！」

「う、うん！　そうだね
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん！　俺もお
腹
 なか

 が
空
 す

 いちゃったよ！」

「では、ご注文の品は以上ですね？　ごゆっくり～」





（爆発しろっ！　……ペッ！）





「じゃ……」

「ええ……」





「「いただきます！」」





（（また、ハモった!?
 　は、恥ずかしい……））





「って、あ……」

「ん？　どうしたの、朝倉さん」

「いや、ちょっとね……。頼んだ時には気付かなかったんだけど、このパスタってキノコが入っているのね……」

「え、もしかして朝倉さんってキノコ嫌いなの？」

「……わ、悪いかしら？」

「ぶふっ！」

「ちょ！　笑うって何よ！　そんなに私がキノコ嫌いなのが
可
 お
 笑
 か

 しいのかしら!?
 」

「いや……ゴメンね。だけど……」





（朝倉さんって、普段は正統派『美少女』ってイメージなのに……たまに残念だったりして、そんな一面が『
可愛
 かわい

 い』って思う瞬間があるんだ──って、言えるわけないじゃん！）





「だけど、何よ？」

「な、何でもないです！　そうだ。笑っちゃったお
詫
 わ

 びにそのキノコ俺が食べるよ」

「ふ、フン！　そんなことで私の機嫌を取ろうとしても──ウフ、そうね……」





（フフフ、いいことを思いついたわ！）

（何だろう……朝倉さんの笑顔から、
凄
 すご

 く嫌な予感がする）





「え、朝倉……さん？」

「そうね。なら、
安
 あん
 藤
 どう

 くんにこのキノコを食べてもらいましょうか……はい、あーん♪」

「んなっ！」





（まさかの『あーん』再来!?
 ）

（これはキノコを口実に
安
 あん
 藤
 どう

 くんとイチャイチャするチャンスだわ！）





「安藤くん、私のキノコ……食べてくれないの？」

「ぐ……っ！
 　あ、あーん……」

「ど、どう！　私のキノコ……
美
 お
 味
 い

 しい？」

「う、うん……美味しいです」





（何この
羞
 しゆう
 恥
 ち

 プレイ……）

（チッ、このカップル爆発すればいいのに……）





　カランコロ～ン♪





「いらっしゃいませぇええええええええええ！
 」





【
可愛
 かわい

 い】





「安藤くん見て！　ラノベがこんなにそろってるわよ!?
 　私このデパートにこんな素敵な本屋さんがあったなんて知らなかったわ！」

「うん、このデパートは最近リニューアルして、九階が
火
 ひ
 ノ
 の
 国
 くに
 屋
 や
 書
 しよ
 店
 てん

 って本屋さんになったんだ。意外とラノベも
品
 しな
 揃
 ぞろ

 えがいいんだよ」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、楽しそうでよかった。食事の後、このデパートに入って、下のフロアからまさか二時間以上も見て回るとは予想外だったけどね……）

（ウフフ♪　今日は安藤くんと一緒にショッピングができるなんて、何て最高のデートなのかしら！　安藤くんが一緒にいるおかげで、いろいろ想像して楽しかったわ！

　それに最後は、こんな大きな本屋さんに来れたんだもの♪）





「安藤くん、見て見て！　ここの棚『な●う』の書籍化作品コーナーになってるわ！」

「うお、マジだ！『すばらしき無職』の新刊もある！」

「安藤くんって、『すばらしき無職』も読んでるの！」

「うん、ランキング上位の作品はだいたい読んでるからね。面白いよね『無職』」

「そうなの！　面白いのよ！　私も最近読み始めてハマったわ！」





（あぁ！　少し前までは『な●う』の話なんて全然できなかったのに……今では私が話しかければ、
安
 あん
 藤
 どう

 くんがちゃんと答えてくれる！　そう、私は彼とこんな会話がしたかったのよ！）

（そう言えば……妹のメモにこのデパートで
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんへのプレゼントを見つけろってあったけど、結局何にしようかな？　
流石
 さすが

 に服とかはなんかセクハラな気がするし、だからと言って小物も結構高かったし……もうラノベじゃダメかな？）





「あ！　安藤くん、見て見て！　これ
可愛
 かわい

 くないかしら？」

「……これは
栞
 しおり

 ？」

「そうよ！　金属製のしおりで、フクロウのゆるキャラ『ぴぃたん』が描かれてて可愛いのよ！」

「へぇ……ゆるキャラか──ぁああん!?
 」





（──って、何これキモッ！　フクロウ!?
 　これフクロウか!?
 　え……なんでフクロウに人間の両手両足が生えてるの……？　コイツ絶対に飛べる体形じゃないよね？）





「う、うん……そうだね。可愛いね……」

「でしょう！　このゆるキャラ最近女子の間で人気なのよ」

「へ、へぇ……これが今の女子の間では人気なのかぁ……」





（じょ、女子のセンス、俺には分からないな……あ、そうだ！）





「良かったらこの栞……テストのご
褒
 ほう
 美
 び

 として、プレゼントさせてくれないかな？」

「え！　安藤くん……いいの？」

「もちろんだよ！　だって、今日の目的は朝倉さんへの『ご褒美』を買うためだからね？　それに、俺もこの栞……か、可愛いと思うし……」

「安藤くん……うん！　私、この栞が欲しいわ！」





（よっしゃあ！　これでプレゼント決まった！　正直、俺にはこのゆるキャラの可愛さは
微
 み
 塵
 じん

 も分からないけど……朝倉さんが気に入っているんだからいいだろう！　それに、栞ならそんなに高くは──って、高ぁああああ
 い!?
 　栞が一個、千二百円だとぉおお!?
 　
嘘
 うそ

 だろ！　この栞一つでラノベ二冊買えるの!?
 ）





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、今日はありがとうね！」

「う、うん……」





（まぁ、仕方ないか……これで
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが喜んでくれるなら──）





「そうだわ！　じゃあ、私もこの
栞
 しおり

 を買って安藤くんにプレゼントするわ！」

「え、何で!?
 」

「だって、安藤くんも数学のテスト満点でしょ？　なのに、私だけ『ご
褒
 ほう
 美
 び

 』をもらうのも少し気が引けるし……それに今日は
凄
 すご

 い楽しかったから、それのお礼も含めてね？」

「朝倉さん……」





（ぶっちゃけ、いらないッス！　──なんて、絶対に言える空気じゃねぇなぁ……）





「……じゃあ、もらおうかな？」

「うん！」





（ウフフ、これで安藤くんとおそろいの栞だわ！）

（はぁ、俺もこの栞を使わないといけないのか……）

（安藤くんとおそろいの栞……。ウフフ♪）





「「すみません、これください」」

「はい、お買い上げありがとうございます！」





（うわ、このカップル……。センス悪ぅ！）





【
山
 やま
 田
 だ

 】





「ねぇねぇ、聞いたー？」

「……ぇ、マジでー？」





「おはよう、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん」

「あ、
安
 あん
 藤
 どう

 くん！　おはよう……」





（え、あの安藤くんが今日は自分から私に
挨
 あい
 拶
 さつ

 してくれた……ウソ、夢みたいだわ！）

（朝倉さん、昨日一緒に買った
栞
 しおり

 もう使ってる……。なんか栞を持ってニヤニヤしてるけど、そんなにあの栞が気にいっているのかな？）





「オイオイ……見たかよあれ？」

「……死ぬわ、俺」





（今日は教室が騒がしいな。お、委員長が怖い顔して朝倉さんに話しかけてるぞ？）





「朝倉さん、ちょっといい？」

「あれ、委員長。おはよう。えへへ～ねぇ、聞いて聞いて～♪」

「話は後で聞くから、ちょっとこっち来て」





（何だ？　委員長、朝倉さんをあんな教室の隅に連れて行ってヒソヒソ話して？）





「朝倉さん、大変なのよ」

「ふぇ～、大変って何が～？」

「それが……朝倉さん、昨日は安藤くんとデートしたでしょう？」

「うん！　そうなのよ！　それがねぇ～？　デヘヘェ～♪」

「シッ！　声が大きいわ。デートの感想は後で聞くから……実は昨日、朝倉さんと安藤くんのデートを見た人がいるみたいで、二人のことが教室で
噂
 うわさ

 されているのよ……」





（マズイことになったわ……。これ以上噂が学校中に広がれば、二人の仲を良く思わない生徒だって出てくるわ。せっかく、二人の関係がいい感じに進んでいるのに……ここは何とかして二人の噂を消さないといけないわね……）





「え！　じゃあ、クラスで
噂
 うわさ

 になっているってことは……」

「
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、そうよ……」

「つまり、私と
安
 あん
 藤
 どう

 くんが公認の仲になったのね！」

「……ん？　朝倉さん。ちょっと、落ち着いてくれる？　……ねぇ、何でさっきから微妙に頭のネジが外れかかっているのかしら？」

「えへへ～それはねー♪　今日、安藤くんが──」

「あ、もう分かったからいいわ……」





（あああああああああ！
 　安藤くん、何でこんな時に限って朝倉さんをポンコツ化させてるのよ！　おかげでいつも『キリッ！』ってしてる彼女がこんな状態じゃない！）





「な、なぁ……おい、安藤？」

「ん？」





（──って、しまった！　そうこうしているうちに一部の男子が安藤くんに声をかけたわ！　な、何とかして二人の関係は秘密にしないと！）





「お前……昨日、朝倉さんと駅前のデパートにいたって本当か？」

「……え」





（ああ、なるほど……『ぼっち』なのに、やけに人の視線を感じると思ったら、昨日のあれを誰かに見られていたのか。しかし、これ、なんて答えたもんかなぁ……）





「おい、安藤。どうなんだよ！」

「えーと……」





（安藤くん、ダメ！　絶対、
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すのよ！）





「ヘイ！　俺は確かに見たぜ！　おい、安藤！　お前昨日、朝倉さんと一緒にデパートにいたじゃねぇか！」

「え、お前は……」





（誰だっけコイツ……？　確か君の名は──）

（
山
 やま
 田
 だ

 ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！


　
噂
 うわさ

 をばら
撒
 ま

 いたのはアンタね!?
 　何してくれてんのよ！　アンタのせいで委員長のわたしに余計な火の
粉
 こ

 が降りかかろうとしてるんだけど、どうしてくれるの!?
 ）





「や、
山
 やま
 田
 だ

 くん！　それはきっと偶然じゃないかしら？」

「あ、委員長……」





（委員長、助けに来てくれたのか。よし、ここは話を合わせておこう……）





「あ、そうそう。偶然、偶然～」

「ほ、ほら！　
安
 あん
 藤
 どう

 くんもそう言っているじゃない！　ね？　ね!?
 」





「なんだよ。偶然かー」

「そうだよね～」

「えらい、
杞
 き
 憂
 ゆう

 やなぁ……」





「ふぅ……」

（よ、よし！　これで何とか二人の噂も──）





「え、でも
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんと安藤。二人で仲良く本屋でイチャついてたじゃん？」





（山田ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！
 　アンタ、わたしがせっかく話を
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 そうとしているのになに爆弾放り込んでくれてるのよ！）





「うそぉおおお！　イチャついてたってマジでヤバくない!?
 」

「……し、しかも、あの朝倉さんと安藤くんが!?
 」

「えらい、大スクープやなぁ……」





（ああああああ！
 　もうダメだわ……！　今ので噂に一気に火が付いてしまった……。こうなったら、直接本人
達
 たち

 に否定してもらうしか──）





「ねぇ、ねぇ、サークーラ！　サクラが昨日……その、えっと、安藤くん……だっけ？　と一緒にデパートにいたって本当……なのかなー？」

「ふぇ！　モモ……？」





（も、
桃
 もも
 井
 い

 さんまで話に食いついてきちゃった！　くっ、
流石
 さすが

 は
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの親友の桃井さんね……。
皆
 みんな

 が聞きづらいことをズバリ聞いてきたわ。でも、いい機会よ……。朝倉さん、ここは
上
 う
 手
 ま

 く
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 ──）





「ええ、そうよ♪」





（朝倉さぁぁあああん!?
 　し、しまった……。朝倉さんの頭はまだネジが外れたままだわ。今の朝倉さんは、
嘘
 うそ

 をつく余裕なんか全然ない状態のようね……）





「キャァー！
 」「本当だって！」「嘘だぁあああああああ！
 」「スクープよ！」「世界の終りダァアアアアアア！
 」「メシアァアアアアアアアアア！
 」





「おい、
安
 あん
 藤
 どう

 ！　お前、朝倉さんとデートしたってマジかよ!?
 」

「
吉
 よし
 田
 だ

 ！　だから、俺が見たって言ってるじゃん！　マジだよ！　確かに朝倉さんとコイツがデパートでイチャイチャデートしてたんだって！」





（
山
 やま
 田
 だ

 うるさい！　アンタはもう黙ってなさい！　安藤くんお願い……っ！
 　もう、
貴方
 あなた

 しかいないのよ！　何でもいいから、とにかくこの場を誤魔化して！）

（えーと……この場で使えそうな身代わりは──）

（ん、安藤くん……？　何でわたしを見るのかしら──）





「あとは全て秘書の委員長が答えます……」

「は？」





（あ、安藤……くん？）





「委員長、どういうこと！」「委員長、何か知っているの!?
 」「秘書ってどう言うこと！　委員長！」「委員長、教えてくれ！」

「ちょ、まって！　ぎゃあああああああああああ！
 」





（な、何が秘書よおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！
 ）

（すまん、委員長！　ぼっちの俺には、この騒動を収めるのは無理だ……）

（そんなアイコンタクトされても──わたしが収められるわけないでしょぉぉおおお！）





「委員長教えて！」「本当にデートなの！」「今日のパンツ何色!?
 」「あの二人はどういう関係なの！」「どないなこと？」「秘書なら答えてよ！」

「そ、それは──」





（あぁ……何で、わたしがこんな目にあうのかしら……。よし、絶対に後で
山
 やま
 田
 だ

 と
安
 あん
 藤
 どう

 くんの二人をぶっ殺すわ……）





「その
噂
 うわさ

 は全部本当よ！」





（今の声は……）

（あ、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん？）





「安藤とデートしたって言うのも!?
 」

「本当よ！」

「安藤くんと、
友
 とも
 達
 だち

 だって言うのも──」

「本当よ！」

「物価や相場が急に激しい勢いで上がることを何という？」

「
奔
 ほん
 騰
 とう

 よ！」





（なにやら、クラス中が大騒ぎになっているけど、これはチャンスじゃないかしら？

　あえてここで私が全てを肯定すれば、これからはコソコソしなくても安藤くんとおしゃべりができるじゃない！　か、完璧な作戦だわ！）





「つまり、話をまとめると……」「あの『学校一の美少女』が……」「あの『ぼっち』と……」「……友達ってこと？」






「「「「えええええええええええええええええええええええ!!
 」」」」






「…………
 」





（いや、むしろ……何でわたし以外のクラスメイトは気づいていなかったのよ）





【教室の中心で、愛をさけぶ】






「「「「
 うぇええええええええええええええええええええええ!?
 」」」」






「
安
 あん
 藤
 どう

 ！　お前、マジで
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんと
友
 とも
 達
 だち

 なのかよ！」「俺ら男子が
高
 たか
 嶺
 ね

 の
花
 はな

 として、不用意に
山
 やま
 田
 だ

 みたいなバカが朝倉さんへ近づかないように不可侵条約を結んでいるのに、お前は自分が『ぼっち』なのを利用して朝倉さんとお近づきになったというのかぁああ！」

「な？　な!?
 　俺の言ったとおりだっただろ!?
 」






「「「「
 うるせぇ！　山田は黙ってろ！」」」」






（うわぁ……ついにバレた……。いつか、こうなるんじゃないかと思ってたんだよ。

　俺だっていくら『ぼっち』だといっても、学校中の男子が
密
 ひそ

 かに不可侵条約を結んで朝倉さんに手を出さないようにしてたのは知ってたよ……？

　でもさ、向こうから話しかけてくるんだから仕方ないじゃん！　俺だって最初はあまり話さないようにしてたよ！　無駄に仲良くしようとしても、どうせ『ぼっち』の俺なんかじゃ朝倉さんは釣り合わないし……それに、手を出そうとして、学校中の男子に目を付けられるのもゴメンだ。だけど──）





『安藤くん、おはよう♪』『よ、良かったら！　いいい、一緒にペアを組まないかしら？』『何これ……エッチぃ本じゃないの……？』『私、安藤くんが大好きなの！』





（あんな顔を見せられたら……もっと、話したいって思っても仕方ないじゃないか！

　だから、俺は──）






「「「「
 おい、安藤
!!
 」」」」


「……全て秘書がやりました」





（とりあえず、委員長のせいにして逃げる！）






「「「「
 委員長
!!
 」」」」


「だから、何でわたしに投げるのよ！　アンタ
達
 たち

 も何でそれを
真
 ま

 に受けるの!?
 」





（もう、これどう
収
 しゆう
 拾
 しゆう

 をつければいいのよぉおおおおおおおお！
 ）





「おい、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんは何て言っているんだ！」

「ダメだ！　さっきから『ほんとうよ！』しか言わねえ！　何か今日の朝倉さんはいつもと違ってポンコツだ！」

「どういうことだよそれ!?
 」





（肝心の朝倉さんはあんなんだし……）





「朝倉さんって本当に
安
 あん
 藤
 どう

 くんと
友
 とも
 達
 だち

 なの!?
 」

「本当よ！」

「群島や列島の中心となる島をなんと言う？」

「本島よ！」

「昨日、デートしてたって言うのも……」

「本当よ！」





（ムフフン！　どうやら、私の思惑通りクラスメイトの
皆
 みんな

 は私と安藤くんのことを受け入れてくれてるみたい──ん？）





「ねぇ、聞いた？」「朝倉さん、安藤くんと友達なんだって……」「マジでウケル～」「てか、ありえないでしょ？」「身分ちがくね？」「
止
 や

 めなよ～」「朝倉さんも
噂
 うわさ

 されて恥ずかしいんだからさ……」





（な、何よこれ……？）





「畜生……」「安藤みたいな
奴
 やつ

 なんかに先を越された……」「何で、安藤なんかが仲良くなってるんだよ？」「ああ、アイツより俺らの方がマシだろ？」





（何で皆……安藤くんを悪く言うの？）





（分かっていた……。知っていた……。理解していた……。

　俺と朝倉さんは『違う』……。ハッキリと住む世界が違うんだ。同じラノベ仲間だからって忘れていたわけじゃない。こんな関係がいつまでも続くはずがないと思っていた。

　だって、朝倉さんは誰もが
一
 いち
 目
 もく

 置くほどの『美少女』で、それに比べて俺は誰もが存在を気にとめない『ぼっち』だ。そんな二人が釣り合う、釣り合わない、以前に横に並んでいる時点でおかしい……。

　俺の存在が彼女の『評価』を下げる。

　俺との関わりが彼女の『価値』を下げる。

　そうなるって……分かっていたじゃないか。だから、俺は関わらないようにしていたのに──）





『もふょ！』『今日は来てくれて……ありがとう』『……む、虫がいたのよ』『い、いつまで触ってるのよ！』『私のおっぱいの価値が下がるじゃない！』





（それが、できなかった……これは俺の責任だ。

　俺がいつまでも
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんと『話したい』……もっと、朝倉さんと……『一緒にいたい』って、思ったから──）





「ふっざけるなぁぁあああーっ！」





「…………
 え」

「何……？」

「お、おい……あれ」





「私は……恥ずかしいなんて、絶対に思わない！」

「──っ!?

 」





（あ、朝倉さん？　何で……泣いてる？）

（
安
 あん
 藤
 どう

 くん、聞いて……私の気持ち。今度は言い間違えない！）





「
貴方
 あなた

 
達
 たち

 ！　私が黙って聞いていれば何が『恥ずかしい』よ!?


　貴方達は安藤くんのことをどれだけ知っているの!?
 　貴方達が彼の何を知っているのよ！　私は知っているわ！　彼がどんなに面白い人かを……彼がどんなに
凄
 すご

 い人かを……私は知っているわ！

　貴方達は、彼の何を知って、そんなことを言う権利があるの!?


　安藤くんはね……凄い人なんだから！

　私よりも沢山のラノベを読んで、いろんな面白い話を知っていて……それに、数学のテストだっていつも満点を取っているって誰が知っている!?


　私が
風
 か
 邪
 ぜ

 を引いて学校を休んだ時はプリントを届けてお見舞いまでしてくれたわ。貴方
達
 たち

 がそんな彼のことをどれだけ知っていた？　私は全部知っているわ！

　彼の優しさも、私は知っている！

　だから、彼を笑う人がこのクラスにいるなら──、

　私が、ぶっ殺してやるわ！」





（ロクに知りもしないくせに、私の
安
 あん
 藤
 どう

 くんを馬鹿にするんじゃないわよ！）





「……ハハ」

（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、ぶっ殺すって──）





『じゃあ、もし知らない人が『
八
 はち
 男
 なん
 転
 てん
 生
 せい

 なんてつまらねーよ』とか言ったらどう思う？』

『ぶっ殺すわ』





「だから……私は堂々と、胸を張って言うわ！

　安藤くんはこんなにも素晴らしくて──一緒にいることを『恥ずかしい』だなんて……私は絶対に思わない！

　安藤くんはね？　私の一番大好きな『
友
 とも
 達
 だち

 』よ！」

[image: ]






（私の好きになった人は……決して、恥ずかしい人なんかじゃないわ！）





「うわぁーお……」





（
朝
 あさ
 倉
 くら

 さん、
流石
 さすが

 ね……。見ているこっちが恥ずかしくなるような大胆な告白だったわ……。それに、クラスの
皆
 みんな

 も『ポカーン』としているし、流石にここまで言われたら──）






「「「「…………
 え」」」」







（（（（
 そ、そういうこと……？））））






（ようやく分かったみたいね……。それで、肝心の
安
 あん
 藤
 どう

 くんは──？）





「あ、朝倉さん。今のって……」

「へ……きゃ！　わ、私ったら……勢いでなんてことを──あ、安藤くん！

　今のは違──」





（ハッ！　待ちなさい私！　ここまで言って、まだ
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すの？　そろそろ、正直にならなきゃダメでしょう！）





「──くは、ないわ。安藤くん、今のが私の正直な──き、気持ちよ！」





（さぁ、安藤くん。
貴方
 あなた

 の返事を聞かせてちょうだい！）

（ウソ！　あの朝倉さんが……ついに、安藤くんに告白したわ!?
 ）





「そ、そうなんだ……」

「え、ええ……」





（あぁ……ついに、わたしの今までのサポートも報われるのね……！）





「朝倉さん」

「は、はい！」





「なぁなぁ!?
 　今これってどういう状況なの？　なぁなぁ!?
 」


「「「「
 うるせぇ！　
山
 やま
 田
 だ

 は黙ってろ！」」」」






「ありがとう……ごめんね。俺、
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんの気持ちに気づかなくって……朝倉さんの気持ち……
凄
 すご

 く
嬉
 うれ

 しいよ」

「っ!?
 　じゃあ──」

「まさか、朝倉さんが俺のことを……そんなに大事な『
友
 とも
 達
 だち

 』だと、思ってくれていたなんて！　俺、嬉しくて涙が出そうだよ！」

「え」





「…………
 は？」

（
安
 あん
 藤
 どう

 くん、待って……さっきの朝倉さんの言葉は明らかに
貴方
 あなた

 への告白だったわよね？　そ、それを、貴方は──熱烈な『友達宣言』だと思ったの!?
 ）






「「「「
 え、えええええええええええええええええええええええええ！」」」」






「そそ、そんな……」





（安藤くん、違うわ！　私は貴方が──）





「朝倉さん、俺も朝倉さんと同じ気持ちだよ！　本当なら、これは最初に言わなければいけなかったんだと思う。だから、いま言うね……。

　どうか、俺と『友達』になってください！」

「ハイ！　喜んで♪」





（ああ、安藤くんが私と同じ気持ちですってぇええ!?
 　もう、なんかどうでもいいわ！　ヒャッホーイ！）






「「「「
 どうぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」」」」
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【エピローグ】









（私の気持ちは
上
 う
 手
 ま

 く伝わらなかったけど……でも、
安
 あん
 藤
 どう

 くんとちゃんとした『
友
 とも
 達
 だち

 』にはなれたわ！　これは、一歩前進と言ってもいいわよね!?
 ）

（俺は……臆病だ。
朝
 あさ
 倉
 くら

 さんが俺をこんなに大事な『友達』だと思ってくれているというのに、俺はそれが少し怖い。だって、俺は気づいたから……いや、本当はずっと気づいていたのかもしれない。俺は朝倉さんが『好き』だ……。もし、彼女にこの気持ちがバレてしまったら、俺と朝倉さんは『友達』のままではいられない。

　だから、俺はこの気持ちを隠したまま彼女と『友達』でいることを選ぶ。

　初めての『友達』を失わないために──）





「安藤くん、おはよう♪」

「朝倉さん、おはよう……」





（（どうか、この気持ちが……

　この人に──））











【きっかけ】









「二年Ｂ組……この教室ね」





（今日から、二年生……新しい教室に新しいクラスメイト。なんだか、緊張しちゃうわね）





「あ、サクラだ！　おはようー♪」

「あら、モモじゃない！　モモもこのクラスなのかしら？」

「うん！　サクラもこのクラスなんだね。やった！　これで、あたしとサクラ二年連続で同じクラスだよー♪」

「ウフフ、そうね。私もモモが同じクラスで安心したわ♪　ところで、まだ担任の先生は来ていないみたいだけど……座る席は決まっているのかしら？」

「自由に座っていいらしいよー。さっき、他の子が先生に聞きに行ってそう言われたんだってー」

「そうなの。だから、
皆
 みんな

 バラバラの席に座っているのね」

「なんか、
噂
 うわさ

 だとあたし
達
 たち

 の担任の先生って結構適当な性格らしいねー。ねぇ、サクラ！　どうせならあたしの隣が空いているから、この席にしよう！」

「モモ、ありがとう。じゃあ、そうさせてもらうわ♪」





（教室を見た感じ、あまり知らないクラスメイトはいなさそうね。あら……でも、一番前の席に座っている男の子だけは見たことないわね……？　何か読んでいるみたいだけど──って、今チラッと見えたあの特徴的な緑色の背表紙は……『ラノベ』!?
 　え、まさか彼は教室のど真ん中で、ブックカバーもかけずにラノベを読んでいるというの!?
 ）





「サクラ、どうしたのー？　なんか、様子がおかしいよ？」

「え……ああ、モモ！　な、何でもないわよ？　ウフフ……」





（新しいクラスにラノベ好きの男の子がいるなんて……私もラノベは大好きだけど、
流石
 さすが

 に教室で堂々と読む度胸なんてないわよ。いや……もしかしたら、彼が読んでいるラノベはあまり恥ずかしくない表紙のラノベなのかしら？　ラノベにも一般文芸と変わらない表紙のものもあるし……うぅ、彼が一体どんなラノベを読んでいるのか気になるわ！　表紙、表紙だけでもチラッと見えないかしら……！）





「うーん、そろそろ
ＨＲ
 ホームルーム

 始まるかな？　キリのいいとこまで読んだし、ラノベは
仕
 し
 舞
 ま

 っておくか」





（あ！　彼が机の上にラノベを置いたわ！　表紙を上にするってことはやっぱり、恥ずかしくないラノベ──って、えぇえええええええええええ!?

 　あの表紙はちょっとエッチなイラストが売りの『妹はお兄ちゃんと結婚します！』じゃない！　彼ってばあんな肌色オンリーみたいな表紙のラノベをカバーもかけずに読んでいたの!?
 　てか、そのタイプのラノベならカバーをかけなさいよ……て、ん？　ま、まさか、アレは──透明ブックカバーですってええええ!?

 　ブックカバーついてたけど透明じゃない!!
 　何？　ブックカバー付けるのに表紙は隠さないの？　見せたいの!?
 　一体どういう神経でそのラノベに透明ブックカバーなんて付けているのよぉおおおおおおおお！
 ）





「
安
 あん
 藤
 どう

 くん、おはよう。まさか、また同じクラスになるとは最悪ね？」

「何だ委員長か……おはよう。そして、同じクラスで最悪なのは俺も同じだよ」

「それは気が合うわね。
因
 ちな

 みに、わたしはまだこのクラスでは委員長ではないわよ？」

「どうせ、内申点欲しさに委員長に立候補するんだろ？　じゃあ、今から委員長って呼んでも変わらないだろ」

「フフ、それもそうね。まぁ、好きに呼べばいいわ。じゃあ、私は席に戻るわ。安藤くんも早く新しいクラスで
友
 とも
 達
 だち

 ができるといいわね？」

「へ、余計なお世話です～！」





（なるほど、なるほど……どうやら、彼の名前は『安藤くん』って言うのね！　名前にも聞き覚えはないし……やっぱり、一年の時は違うクラスだったのかしら？）





「サークーラ～！　ねぇ、聞いてるー？」

「ああ、うん……聞いてるわよ。モモ」





（しかし、今の会話を聞く限りあまり友達はいないみたいね。そしたら、私が彼の友達になってあげるのも、やぶさかではないわ！　そ、そしたら……彼と好きなラノベの話とかできるかしら……？）





あとがき





　こんにちは、
出
 で
 井
 い

 
愛
 あい

 です。

　初めましての方も、ウェブで活動している時からお付き合いいただいている方も、このたびは『何故か学校一の美少女が休み時間の度に、ぼっちの俺に話しかけてくるんだが？』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！





　この小説を書き始めたのは、私が正社員の面接に落ちたのがきっかけです。

　当時、アルバイトをしていたお店の店長から「正社員にならないか？」と誘われ、ウホウホと本社の面接を受けに入ったところ、
何
 な
 故
 ぜ

 か落とされるという……。

　そんなショックを紛らわすために、この小説は書かれました（笑）

　気分転換にラブコメを読みたいと思ったのですが自分好みの作品が見つからず「なら、自分で書くか」と思い立ち「地の文まで書くの面倒だな」という理由でセリフだけになり「せっかく書いたし、ネットで公開しよう」と、投稿したその結果……この作品がこうして書籍化までされるのですから、人生は何が起こるかわかりません。

　そんな経緯もあり、この作品が書籍化までできたのは、全て応援してくれた読者の皆様のおかげだと思っております。

　私は今まで何度か「作家」という夢を諦めようとした時がありました。

　そんな私がこの夢を諦めずに実現させ、作家としてのスタートラインに立つことが出来たのは、
何
 ど
 処
 こ

 かで私の作品を読んでくれている人がいたからです。

　この『何故かの』という作品では、今までネットで多くの応援をいただきました。それはＰＶという数字であったり、作品への感想であったりいろいろな形ですが、私はそれらの反応を見るたびに「この画面の向こう側には私の作品を読んでくれる人がいる」そう実感できることで頑張ることができました。

　創作とは基本的に孤独なものだと思います。結果を出せなければ、その活動は他人からはただの道楽であり何の理解もされません。だからこそ『他者の評価』というのは何よりのエネルギーになるのです。

　今日まで応援してくれた全ての方へ、本当にありがとうございます。

　最後に「セリフだけのラノベ」という作品に書籍化の声をかけていただいた担当編集のＯ様、そして、とても素敵なイラストを描いて頂いた
西
 にし
 沢
 ざわ

 ５㍉様、この本に関わって頂いた全ての方へ、本当にありがとうございます！

　また、この作品を手に取ってくれた読者の皆様に、最大の感謝を込めて。

　今後とも、
宜
 よろ

 しくお願い致します。


出井 愛







電子書籍特典　書き下ろし短編


『安藤くんと一番のお気に入り』






「はぅ～っ！
 　今日はついに、待ちに待った安藤くんとの日直だわ！」





（本来、日直の登校時間は他の生徒より三十分早い朝の八時だけど……今日は日直が楽しみすぎて、もう一時間も前からこの教室で待っているんだから！

　だって、安藤くんと二人っきりの日直よ？　これは、早く学校に来る分、沢山ラノベの話をするチャンスじゃない！　でも、安藤くんってば、集合時間の五分前なのにまだ来ないのよね……。まぁ、私は早く来れたおかげで、彼の席にこっそり座れたり──）





「開け～、ごま油！　あ、朝倉さん……おはよう。早いね？　もう来てたんだ」

「安藤くん!?
 　おお……おはにょうっ！　え、えーと……別に、そんなに早く来てないんだからね！　あ、安藤くんが遅いだけじゃないかしら!?
 」





（ムキャァ～ッ！
 　私ったら、朝っぱらなんで挨拶で噛んじゃってるのよぉおおおお！
 　うぅ……しかも、焦っちゃっていきなり変な言い訳しちゃったわ。安藤くんに実は一時間前からきてたことバレていないわよね……？）

（のわぁああああああああ！
 　朝のテンションで『開け～、ごま油！』とか言って教室に入ってくるアホみたいな姿を見られたぁああああああ！
 　ま、まさか……もう既に朝倉さんが教室に来ていたとは……畜生！　五分前に来れば流石にまだ登校してないでしょ！　とか、思っていた自分をぶん殴りたい！）





「あ、アハハハ……」

「フフ、ウフフ……」





（（き、気まずい……））





「朝倉さん、待たせたみたいでゴメンね……？　俺が来ないと日直の仕事できないし暇だったかな？」

「だ、だから！　別に、待ってないって言ってるでしょ……？
 　ウフフ、それに安藤くん。私達には空いた暇な時間を潰してくれる素敵なアイテムがあるのを忘れたのかしら？」

「あ、ラノベか！　そうか、朝の誰も来てない時間なら教室でラノベも読めるもんね」

「そ、そうよ！　それが理由で私は少し早めに登校してきたのよ……？　べ、別に、それ以外に深い意味はないんだからね!?
 」

「う、うん……？」





（……なんだろう。その別に深い意味があったかのような言い方は……？　あ、もしかしてトイレに行きたかったとかかな？　そうか、それが理由だと確かに恥ずかしいもんな。よし、ここは気が利く男としてこの話は特に追求しないでおこう）





「因みに、何のラノベを読んでいたの？」

「私が読んでいたラノベ？　そうね……。ウフフ♪　安藤くん、何だと思う？」

「え、まさかのクイズ!?
 　うーん、朝倉さんがそう言うってことは、俺も知っているラノベの可能性が高いはず……」





（朝倉さんのことだから、どうせ『な●う』の俺ＴＵＥＥＥ系異世界モノの可能性がたかいよな？　そして、読んでいるのが文庫サイズってことはここ最近書籍化した文庫サイズの俺ＴＵＥＥＥ系異世界モノのな●う小説の可能性が非常に高い……、そこまで絞れば必然的に候補は限られるけど──）





「分かった！　この前書籍化された『雑食ドラゴン』でしょ！」

「ウフフ……残念ながらハズレね。安藤くん、答えはこれよ」

「そ、それは！」





（俺が朝倉さんのお見舞いの時にプレゼントした一般文芸の恋愛小説じゃん……）





「この小説は私とって、一番のお気に入りなんだから♪」

「え、それって──」

「さぁ、皆が登校してくる前に日直の仕事を終らせましょう？」

「う、うん……朝倉さん、そうだね！」





（まさか、俺が朝倉さんにプレゼントした本だから……？

　──って、そそ、そんなわけないよな！）













何故か学校一の美少女が休み時間の度に、ぼっちの俺に話しかけてくるんだが？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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